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GAPについて

GA Pは 「知らせる運動」 という意味の世界的なグループ活動で、

世界中の人々ガUF Oの真相について “知る” 機会を与えられるべき
であるという見地に基づいて1959年にジョージ ・戸ダムスキーによっ
て創始されました。彼の願いは「畿大多獄の人ガ現代の真実を発見し

て、来芝るべき時代1こ眼を転じること、人間はすべて “コズミック・
パワー”のそ子であり、そのパワーの笛法則ガ宇宙に遍満している事実
を確信をもって知ることJ にありました。この措法則は他の世界 〈惑

星〉から来る友好的な訪問者からもたらされ芝 “生命の科学”の研究
と理解を通じて体得できます。

巴本GA Pの目的はUF Oとスペース－ブラザーズ問題を関山ある
人々に伝えることにあり、奉仕活動を通じて真実の解明と宇宙の法則
の実跨を呼びかけることにあります。 その中山思想は次のとおりです。

守． この太陽系の他の惑星群には偉大な発達をとげだ人類ガ居住し
ているが、米・ 他 の大国政府はこの真相を隠している。

2.他の世界から来る人々はこの世界の政治家や科学者とひそかに
コンタクト〈接触〉しており、危機にひんした地琢に対して救

緩の手をさしのべている。官民を問わずスペース ブラザーズ
とコンタクトしている人々ガ少敏存在すると思われるガ、通常
その真相は洩らされていない。

3. ジョ一三； .戸ダムスキーガもたらしだ哲学は、人類の精縛の向
上と地球の輝かしい宋来を築くために不可欠のものである。

本E置は他の団体 ・個人と対立するものではなく、 政治・宗教と関係
のない非営利刊行物です。 本誌が読者に対して多少とも役立てば幸い

です。

日本GA Pへ入りませんか

・日本GAPはわガ国最大のUFOと字国哲学の
会員制団体です。会員は約1600名。 世界でもトッ
プクラスの研究集団として、国際的なUFO団体
や個人研究家と受流を保っています。

・東京本部と地方の16受部は信用、月例セミナ
を開催し、 UFO問題や宇宙哲学について研鎖し

ており、 UFO観測会その他の会合を開催して活

動しています。

・東京では包月第T日曜日に港区東京タワー前の
機械振興会館で月例セミナーを開催。 わが国のU
FOと宇宙哲学研究の大先駆者・久保田八郎会長

の解説講演、超能力開発練習、 UFOビデオ映写、
その他を実施。 宇宙的な波動のもとに真面目｜こ研
究し、昂格のある楽しい雰囲気に満ちています0

・入会は中学生以上なら詮でもできます。 下記ヘ
ハガキで案内書をお申し込み下されば、お送りい

だしぎす。

干133 東京都江戸川区本一色トロイー511

日本GAP 剖 3部 51-0958

〈表紙写真〉
1971年 5周 23日の昼過ぎ12:30頃、オー

ス ト リ主人三ノニヱタイ工JレマJレク士也方の
ドイツチユラントベル クの森林地椿を

奥さんと共lこ猷歩申のJレーディ ・ナゴ

ラ 氏 の 頭上 に、突如銀色の円盤型UF 
Oガ 出現し、木の葉のよう！こ上下運動

をくりかえしだ。 氏 ！cl:持っていだカメ

ラでフィJレLl~主由自を使用レて煩影。そ

の後、物俸は飛び去った。 。日本G AP



本
誌
一

三
六
号
は
大
体
に
好
評
で
あ

っ
た
。

特
に
「
愛
と
救
い
の
奥
星
人
交
信
」
と
題
す

る
記
事
に
感
動
し
た
と
い
う
声
が
多
か
っ
た

が
、
こ
れ
で
購
読
を
や
め
る
と
い
う
通
知
も

少
し
あ
っ
た
。
人
間
の
好
み
の
多
様
性
を
痛

感
す
る
次
第
で
あ
る
。
こ
う
し
た
差
異
が
ど

こ
か
ら
生
じ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
深
遠
で

あ
っ
て
簡
単
に
結
論
づ
け
る
わ
け
に
は
ゆ
か

な
い
。
ひ
と
つ
言
え
る
の
は
、
人
間
個
々
に

は
過
去
世
か
ら
の
カ
ル
マ
に
よ
る
「
何
か
」

が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
認
識
力
を
左
右
す
る
ら

し
い
の
だ
が
、
人
間
の
転
生
（
生
ま
れ
変
わ

り
）
な
る
も
の
が
科
学
的
に
解
明
さ
れ
な
い

く巻頭・..r>

直感力

EDITORIAL 
Intuition 

現
在
、
表
面
的
に
は
仮
説
の
域
を
出
な
い
。

転
生
の
法
則
は
苦
か
ら
哲
人
達
に
よ
っ
て

唱
え
ら
れ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
具
体

的
に
説
明
し
た
の
は
ジ
ョ

ー
ジ

・
ア
ダ
ム
ス

キ
ー
で
あ
る
。
彼
は
一
九
五
二
年
一
一
月
二

O
日
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
南
部
の
砂
漠

地
帯
デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
異
星
の
小
型
宇

宙
船
か
ら
降
り
立
っ
た
一
人
の
異
星
人
と
劇

的
な
会
見
を
し
た
。
こ
の
詳
細
は
新
ア
ダ
ム

ス
キ
l
全
集
第
一
巻

『第
二
惑
星
か
ら
の
地

球
訪
問
者
』
に
述
べ
て
あ
る
。

こ
の
異
星
人
を
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
は
地
球
式

に
仮
の
名
で
オ
l
ソ
ン
と
名
づ
け
て
い
る
が

1 

（
異
星
人
は
テ
レ
パ
シ
ー
や
遠
隔
透
視
力
の

パ
ワ
ー
を
持
つ
の
で
人
名
は
存
在
し
な
い
と

い
う
）
こ
の
人
は
実
は
二
千
年
前
に
エ
ル
サ

レ
ム
で
大
悲
劇
の
主
人
公
と
な
っ
た
偉
人
で

あ
っ
て
、
彼
は
十
字
架
上
で
死
ん
だ
の
で
は

な
く
て
仮
死
状
態
の
ま
ま
降
ろ
さ
れ
て
葬
ら

れ
た
夜
、
ス
ペ
ー
ス
ピ

l
プ
ル
（
異
星
人
）

が
特
殊
な
機
械
で
放
射
線
を
あ
て
て
蘇
生
さ

せ
た
上
、
ス
カ
ウ
ト
シ
ツ
プ
（
円
形
小
型
宇

宙
船
）
に
乗
せ
て
連
れ
去
っ
た
と
い
う
の
が

真
相
だ
と
い
う
。
彼
は
二
千
年
前
、
奥
星
か

ら
転
生
し
て
き
た
人
で
大
超
能
力
者
で
あ
っ

た。

地
球
人
を
救
済
す
る
た
め
に
徹
底
し
て

愛
の
哲
学
を
説
い
た
の
だ
が
、
多
数
の
群
衆

が
彼
を
思
慕
し
た
の
は
、
超
能
力
で
難
病
患

者
を
即
座
に
治
し
た
り
死
者
を
生
き
返
ら
せ

た
り
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
異
星
へ
帰

還
し
て
二
千
年
後
に
再
度
異
星
か
ら
今
度
は

現
身
の
ま
ま
宇
宙
船
で
地
球
を
訪
れ
た
り
れ

ど
も
、
そ
の
と
き
に
、
か
つ
て
の
一
二
人
の

弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た
男
と
再
会
し
た
。
そ

れ
が
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
で
あ
る
と
い
う
。

ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
で
死
刑
に
処
せ
ら
れ
よ
う

と
し
た
と
き
弟
子
達
の
大
半
は
ロ

l
マ
兵
を

恐
れ
て
逃
げ
た
が
、
一
人
だ
け
は
そ
ば
に
い

て
最
後
ま
で
師
を
救
出
し
よ
う
と
機
会
を
う

か
が
っ
て
い
た
。
「
自
分
は
最
後
ま
で
十
字

架
上
の
師
を
見
守
っ
て
い
た
記
憶
が
あ
る
L

と
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
は
門
下
生
達
に
語
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
二
千
年
の
歳
月
を
経
て
二
人

は
デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
劇
的
な
再
会
を
し

た
。
「
今
度
は
あ
な
た
を
助
け
て
あ
げ
よ
う
L

と
異
星
人
は
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
を
激
励
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
話
は
む
か
し
筆

者
が
ア
メ
リ
カ
で
、
か
つ
て
の
高
弟
で
あ
っ

た
人
達
か
ら
直
接
聞
い
た
話
で
あ
る
。

問
題
は
こ
の
よ
う
な
説
に
対
す
る
人
間
の

信

・
不
信
に
か
か
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
荒
唐

huη
い

無
稽
な
話
を
誰
が
信
ず
る
か
と

一
蹴
す
る
人

も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
い
や
、
こ
れ
は
真
実
な

お
た
げ

の
だ
と
い
う
魂
の
雄
叫
び
を
自
覚
す
る
人
も

あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
差
異
は
何
に
起

因
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
前
述
の
よ

う
に
一
人
間
の
過
去
世
に
体
験
さ
れ
た
多
く

の
生
涯
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
た
自
己
の
学
習

の
結
果
に
よ
る
認
識
カ
の
差
に
よ
る
と
い
う

の
が
ア
ダ
ム
ス
キ
｜
哲
学
で
あ
る
。

そ
こ
で
必
然
的
に
人
間
の
転
生
と
い
う
現

象
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
現
状
は
科
学
的
な
解
明
の
段
階
に

な
い
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
カ

ン
ト
の
言
う
よ
う
な
人
間
の
ア
プ
リ
オ
リ
の

直
感
力
に
よ
る
認
識
に
は
必
ず
し
も
物
証
を

必
要
と
し
な
い
。
大
体
に
多
数
の
偉
大
な
発

明
発
見
は
多
く
の
場
合
、
人
間
の
直
感
力
が

源
泉
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
初
め
に
人
間
の
直
感
力
あ
り
き
で
、

初
め
に
計
算
が
行
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。

今
後
科
学
は
す
さ
ま
じ
い
勢
い
で
進
展
す

る
だ
ろ
う
。
近
未
来
は
衛
星
利
用
電
波
に
よ

る
携
帯
電
話
で
世
界
の
い
か
な
る
場
所
で
も

瞬
時
に
連
絡
可
能
に
な
る
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る
情
報
交
換
も
日
常
茶
飯
事
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
一
方
で
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
防
衛
面
で
問
題
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な

い
。
機
械
に
よ
る
情
報
伝
達
に
は
法
規
制
の

実
施
が
困
難
で
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
も
通
信

内
容
の
堕
落
に
伴
っ
て
米
科
学
者
ク
リ
フ
ォ
ー

ド
・
ス
ト
ー
ル
氏
の
言
う
よ
う
に
社
会
的
腐

敗
が
生
じ
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
外
部
に

漏
洩
し
な
い

二
者
間
だ
け
の
通
信
手
段
と
な

れ
ば
、
電
波
に
頗
る
旧
来
の
方
法
で
は
弊
害

の
発
生
が
便
利
さ
を
上
回
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
台
頭
す
る
の
が
精
神
に
よ
る
伝
達

手
段
す
な
わ
ち
テ
レ
パ
シ
ー

（
心
に
よ
る
遠

開
通
信
）
や
ク
レ
ヤ
ボ
ヤ
ン
ス
（
遠
隔
透
視

力
）
の
発
達
で
あ
る
。
こ
れ
は
訓
練
に
よ
っ

て
誰
で
も
開
発
が
可
能
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
一
一
一
世
紀
は
人
間
の
精
神
に
秘
め
ら

れ
て
い
る
未
知
の
カ
の
開
発
時
代
に
な
る
だ

ろ
う
。
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
は
過
去
世
の
記
憶
を

保
持
し
、
過
去
世
透
視
が
可
能
で
あ
っ
た
と

い
う
が
、
こ
れ
に
類
す
る
過
去
世
透
視
能
力

者
は
編
者
の
身
辺
に
若
干
存
在
す
る
。
こ
れ

ら
の
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
痛
感
す
る
の

は
、
こ
の
物
質
文
明
の
ト
リ
コ
に
な
っ
て
い

る
地
球
社
会
は
い
ず
れ
そ
の
ツ
ケ
を
少
し
払

っ
た
上
で
、
来
世
紀
は
全
く
新
し
い
宇
宙
的

な
時
代
に
入
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
と
き
に
は
太
陽
系
の
偉
大
な
発
達
を
と

げ
た
先
進
惑
星
群
の
仲
間
入
り
を
し
て
地
球

も
飛
躍
的
な
進
歩
を
迎
え
る
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
地
球
大
破
滅
と
い
う
よ
う
な
マ
イ

ま
ど

ナ
ス
の
予
言
類
や
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
こ

は

や

と
だ
。
い
ま
流
行
り
の
映
画
に
出
て
く
る
極

悪
異
星
人
来
襲
説
も
事
実
無
根
で
あ
る
か
ら

恐
怖
心
を
起
こ
す
の
は
禁
物
だ
。
あ
ん
な
現

象
が
地
球
で
発
生
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い

と

み

て

よ

い

だ

ろ

う

。

（

久

）



U
F
O額
出
の
デ

－
ア
タ
ム
ス
キ
！
と
異
星
人
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
地
点
で
驚
異
の
連
続

久
保
田
八
郎

8
襲
明
会
有
志

日
本
G
A
P内
の
強
力
な
支
援
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
裂
明
会
は
各
種
の
行
事
や
活

動
で
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
続
け
て
い
る
が
、
去
る
九
六
年
の
年
末
か
ら
九
七
年
の

正
月
休
み
に
か
け
て
、
ま
た
も
ア
メ
リ
カ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
デ
ザ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
へ
の
旅
を
実
施
し
た
。
同
会
は
約
二
年
前
に
こ
こ
を
訪
れ
た
の
で
、
こ
れ
が

二
回
目
で
あ
る
。
デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
い
う
の
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
南
部
の

砂
漠
地
帯
で
、
一
九
五
二
年
一
一
月
二

O
日
、
ジ
ョ
ー
ジ

・
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
が
こ

こ
に
着
陸
し
た
金
星
の
ス
カ
ウ
ト
シ
ツ
プ
（
小
型
円
盤
）
か
ら
降
り
立
っ
た
金
星

人
と
劇
的
な
コ
ン
タ
ク
ト
（
会
見
）
を
し
た
場
所
で
あ
る
。
こ
の
詳
細
は
新
ア
タ

ム
ス
キ
l
全
集
第
一
巻

『第
二
惑
星
か
ら
の
地
球
訪
問
者
』
（
中
央
ア
ー
ト
出
版

社
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
な
ぜ
か

U
F
Oが
頻
繁
に
出
現
し
て
一
向
在

驚
喜
さ
せ
た
。
以
下
は
参
加
者
の
体
験
記
。

ソリ一p
e師
vsJJ．b

－

J
f
向

MYV

＊
久
保
田
八
郎

今
回
の
デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
行
き
に
は
事

前
に
予
感
め
い
た
も
の
が
あ
っ
て
、
か
な
り

ド
エ
ラ
イ
事
が
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
一
種
の
胸
騒
ぎ
が
し
て
い
た
。
私
は
む

か
し
か
ら
こ
の
土
地
へ
何
度
も
来
て
お
り
、

特
に
一
九
八
九
年
一
一
月
二

O
目
、
八
名
か

ら
成
る
調
査
団
を
編
成
し
て
こ
こ
へ
来
た
と

き
に
、
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
が
コ
ン
タ
ク
ト
し
た

正
確
な
位
置
を
私
が
発
見
し
て
か
ら
は
、
私

だ
け
で
も
一

O
回
あ
ま
り
こ
こ
を
訪
れ
て
い

る
。
そ
れ
ほ
ど
に
こ
の
場
所
は
私
達
に
と
っ

て
最
重
要
な
原
点
な
の
だ
。

昨
年
の
二
一
月
三
二
日
、
家
明
会
メ
ン
バ

ー
の
一
一
一
名
と
共
に
勇
躍
成
田
空
港
を
出
発

し
て
か
ら
の
機
中
で
は
、
か
な
り
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
た
。
こ
れ
は
機
内
で

『イ
ン
デ
ペ
ン

デ
ン
ス

・
デ
イ
』
を
上
映
し
て
い
た
せ
い
か

も
し
れ
な
い
。
子
供
っ
ぽ
い
映
画
だ
っ
た
が
、

V成田空港に集合した日本GAP裂明会旅行団

前列左より西川太、福井貴子、高橋美貴子、久保田八郎、城真美子、会田裕子、岡田茂。

後列左より三島孝博、木多見昌弘、大根田匡史、小原明、加藤純 、津田篤孝。

i最影／久保田八郎（セルフヲイマ ） 



血1997年 l月 1目、カリフォルニア州南部のパームスプリングズで午前日時前頃、突然上

空に出現したUF O。宿舎のトラベロッジ・パームスプリングズの中庭テラスで西川太が

ぺンタックスZ-50Pに日日－200mmズームレンズで煩影。 同時に加藤、津田、木多見、小

原、岡田、減、会田、福井、高橋、三島が目撃した。詳細は本記事中の各自のレポートに

述べてある。秋山真人氏の鑑定によれば本物のUFOだという。

C
G
を
応
用
し
た
特
撮
に
は
見
る
べ
き
も
の

が
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
大
晦
日
に
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス

着
後
、
旅
行
会
社
を
経
営
す
る
私
の
親
類
の

K
氏
が
手
配
し
て
く
れ
た
運
転
手
付
き
の
中

型
パ
ス
で
ま
ず
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル

・
ス
タ
ジ
オ

へ
行
く
。
こ
こ
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
映
画
の
壮

大
な
野
外
セ
ッ
ト
の
あ
る
場
所
で
、
今
は
一

大
遊
園
地
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
を
出
て
か

ら
夕
暮
れ
の
中
を
一
路
南
下
し
て
パ

｜
ム
ス

プ
リ
ン
グ
ズ
へ
向
か
う
。
こ
の
町
は
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
名
高
い
所
だ
が
、
到
着
し
た
夜
の

町
は
ク
リ
ス
マ
ス
以
来
の
野
外
の
電
飾
で
燦

然
と
輝
い
て
、
ま
る
で
夢
の
よ
う
な
光
景
だ
。

広
大
な
敷
地
の
中
に
点
在
す
る
モ

ー
テ
ル

『ト
ラ
ベ
ロ
ッ
ジ

・
パ
1
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ズ
』

へ
宿
泊
。
こ
こ
で
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郊
外

に
住
む
ダ
ニ
エ
ル

・
ロ
ス
氏
が
到
着
し
て
再

会
す
る
。
氏
は
な
ん
と
約
八

0
0キ
ロ
北
の

自
宅
か
ら
車
で
来
た
と
い
う
。

別
な
用
事
も

あ
っ
て
、
こ
の
あ
と
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
へ
行
く

と
言
っ
て
い
た
。

宿
舎
前
で
ま
ず

U
F
Oが
出

現
！

翌
二
日
朝
、
宿
舎
前
に
九
時
集
合
な
の
で

支
度
を
と
と
の
え
て
行
っ
て
み
る
と
、
数
名

が
興
奮
し
て
騒
い
で
い
る
。
今
さ
っ
き
、
こ

の
広
場
の
上
空
に

U
F
O
が
低
く
出
現
し
た

と
い
う
の
だ
。
写
真
も
撮
っ
た
の
で
帰
国
後

見
せ
る
と
い
う
。
幸
先
の
良
い
こ
と
だ
。
ス

ペ
ー
ス
ピ
｜
プ
ル
が
祝
福
し
て
下
さ
っ
た
の

だ
ろ
う
と
喜
び
合
う
。
こ
れ
が
第
一
回
目
の

広炉 l
大宿 ｜：
な舎 ｜、
敷の 白
地ト
にラ
ごぺ
の口 t

よツ I・、
うジ ｜
な ・l

棟パ
が｜
六ム
棟ス
あプ
るリ
。ン
接 グ
号 ズ
ゑの
保 一
回 部
I¥ 0 

~B 

出
現
だ
っ
た
。

車
二
台
で
出
発
。
途
中、

デ
ザ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
中
心
部
に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

前
の
広
場
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
と

る
。
こ
の
食
堂
は
む
か
し
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
一



．デザートセンターのコンタクト地点を遠望
下の図の矢印の場所がアダムスキーと異星人との会見地（1952年ll月四日）

撮影／西川l太V撮影中の筆者
行
も
コ
ン
タ
ク
ト
前
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う

由
緒
あ
る
場
所
だ
。
し
か
し
、
こ
の
あ
た
り

は
私
が
知
る
限
り
の
二
十
数
年
前
に
比
べ
る

と
ず
い
ぶ
ん
さ
び
れ
て
い
る
。
極
端
に
過
疎

地
に
な
っ
た
ら
し
い
。

パ
1
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ズ
の
朝
は
曇
っ
て
い

た
が
、
デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
着
い
て
み
る

と
青
空
が
展
開
し
て
絶
好
の
撮
影
日
和
と
な

っ
た
。
パ
ス
を
降
り
て
か
ら
、
ま
ず
私
が
道

路
脇
の
位
置
か
ら
プ
ロ

l
ニ
l
カ
メ
ラ
で
コ

ン
タ
ク
ト
地
点
を
中
央
に
し
て
広
大
な
砂
漠

地
帯
を
撮
り
ま
く
る
。
撮
影
画
面
に
人
聞
が

入
る
と
具
合
が
悪
い
の
で
、
そ
の
間

一
同
は

後
方
で
待
機
。

砂
漠
と
い

っ
て
も
ア
フ
リ
カ
の
エ
ジ
プ
ト

に
食
い
込
ん
で
い
る
サ
ハ

l
ラ
砂
漠
の
よ
う

な
微
細
な
美
し
い
砂
の
海
で
は
な
く
、
固
い

地
面
に
石
こ
ろ
が
転
が
り
、
低
い
潅
木
が
点

在
す
る
不
毛
地
帯
で
あ
る
。
こ
こ
は
米
西
部

に
展
開
す
る
大
モ
ハ

l
べ
砂
漠
の
一
角
な
の



だ
。
真
夏
は
摂
氏
四

O
度
を
超
え
る
の
で
二

時
間
も
い
ら
れ
な
い
が
、
今
は
摂
氏
一
四
度
。

日
本
の
春
先
の
気
温
だ
か
ら
快
適
だ
。

写
真
撮
影
が
終
わ
っ
て
か
ら
一
同
は
ぞ
ろ

ぞ
ろ
と
歩
い
て
コ
ン
タ
ク
ト
地
点
へ
向
か
っ

た
。
車
を
降
り
た
パ

l
カ
l
街
道
か
ら
コ
ン

タ
ク
ト
地
点
ま
で
は
六

0
0メ
ー
ト
ル
あ
る
。

こ
れ
は
以
前
に
来
た
と
き
に
メ
ン
バ

ー
が
巻

尺
で
計
っ
た
の
で
正
確
に
分
か

っ
て
い
る
。

だ
だ
っ
ぴ
ろ
い
地
面
な
の
で
遠
方
が
す
ぐ
近

く
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
実
際
は
東
京
の
銀

座
一
丁
目
か
ら
六
丁
目
の
松
坂
屋
ま
で
の
距

離
が
あ
る
の
だ
。
こ
こ
へ
来
る
た
び
に
人
間

の
自
が
起
こ
す
錯
覚
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。

ま
た
も
U
F
Oが
出
現
！

;i 

こ
の
コ
ン
タ
ク
ト
地
点
は
、
一
九
八
九
年

一
月
一
二
日
に
ロ
ス
氏
夫
妻
を
加
え
て
日
本

G
A
P
の
計
七
名
の
グ
ル
ー
プ
で
調
査
に
来

た
と
き
に
、
私
が
ジ
ョ

ー
ジ

・
ウ
ィ
リ
ア
ム

ソ
ン
の
著
書
『
宇
宙
語

・
宇
宙
人
』
の
中
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
コ
ン
タ
ク
ト
地
点
の
写
真

を
参
考
に
し
な
が
ら
探
し
ま
わ
っ
て
全
く
偶

然
に
見
つ
け
た
場
所
で
あ
る
。
偶
然
と
い
う

よ
り
も
、
上
空
の
U
F
O
か
ら
何
か
の
波
動

に
よ
る
リ
モ
コ
ン
操
作
で
私
が
そ
こ
へ
引
っ

張
ら
れ
て
行
っ
た
の
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
広
大
な
砂
漠
地
帯
で
こ
ん

な
特
殊
な
場
所
が
偶
然
に
発
見
さ
れ
る
と
は

考
え
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
は
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
が
こ

こ
で
金
星
人
と
コ
ン
タ
ク
ト
し
た
と
き
に
遠

く
か
ら
目
撃
し
た
六
名
の
同
行
目
撃
者
の
一

人
で
、
コ
ン
タ
ク
ト
の
直
後
、
人
類
学
者
の

彼
は
金
星
人
の
足
跡
の
不
思
議
な
図
形
を
石

膏
に
と
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
写
真
が
絶

大
な
役
割
を
果
た
し
た
の
だ
。

あ
の
不
思
議
な
図
形
は
宇
宙
船
の
推
進
原

理
の
一
部
分
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
、
こ
れ

は
日
本
G
A
P
本
部
役
員
の
遠
藤
昭
則
君
が

ほ
ぼ
解
明
し
て
お
り
、
そ
の
論
文
は
本
誌
に

た
び
た
び
掲
載
さ
れ
た
。

つ
い
で
な
が
ら
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
は
、
そ

の
後
ア
ダ
ム
ス
キ
！
の
グ
ル
ー
プ
を
離
れ
て

単
独
で
南
米
の
古
代
遺
跡
の
研
究
を
続
け
た

が
、
私
と
文
通
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

な
ぜ
か
私
に
親
近
感
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た

ら
し
く
、
一
度
ロ
ン
グ
ビ

l
チ
の
自
宅
へ
訪

ね
て
来
い
、
砂
漠
の
コ
ン
タ
ク
ト
事
件
に
つ

い
て
詳
細
な
情
報
を
伝
え
て
や
る
と
い
う
書

簡
を
よ
こ
し
、
彼
の
電
話
番
号
を
内
密
に
知

ら
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
内
い

つ
か
会
え
る
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
今
か
ら
一

O
年
以

上
前
に
彼
が
他
界
し
た
と
聞
い
て
全
く
残
念

な
思
い
を
し
た
。
物
事
は
迅
速
な
実
行
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
腹
の
底
か
ら
感
じ
た
一
件

で
あ
っ
た
。

こ
の
コ
ン
タ
ク
ト
地
点
で
ま
ず
全
員
の
記

念
写
真
を
縁
影
す
る
た
め
に
並
ん
で
い
た
と

き
、
私
は
ふ
と
西
の
方
向
の
遠
い
空
中
に
突

然
ピ
カ
ツ
と
光
る
物
体
を
見
た
。

4
一
九
五
二
年
一
一
月
二
O
目
、
デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
タ
ク
ト
地
点

に
着
陸
し
た
円
盤
か
ら
降
り
立
っ
た
金
星
人
が
砂
地
に
残
し
た
足
跡
の
奇
妙

な
図
形
を
、
し
ゃ
が
み
込
ん
で
石
膏
を
と
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
（
右
端
）
。

左
か
ら
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
夫
人
の
べ
テ
ィ
ー
、
ア
ル
・

ベ
イ
リ
｜
、
ル
｜
シ

ー
・
マ
ク
ギ
ニ
ス
、
ア
リ
ス
・
ウ
エ
ル
ズ
。
こ
の
写
真
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン

の
著
書

「
宇
宙
語
・
宇
宙
人
」
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
。

4
上
の
コ
ン
タ
ク
ト
地
点
と
同
じ
場
所
に
立
つ
繁
明
会
旅
行
団
。
後
列
の
右
端
は
ダ

ニ
エ
ル

・
ロ
ス
氏
。
写
真
の
右
端
を
カ
ッ
ト
し
て
上
の
写
真
の
画
面
と
一
致
さ
せ
た
。

服
影
／
久
保
田
八
郎
（
セ
ル
フ
ヲ
イ
マ
｜
）

司

副

‘保－



6 

「
出
た

l
っ
1

」
と
叫
ん
で
指
さ
す
と
一
同

い
っ
せ
い
に
そ
の
方
を
見
る
。
ド
ッ
と
歓
声

が
あ
が
り
、
し
ば
ら
く
縁
影
中
止
。
今
日
は

沢
山
の
お
土
産
が
出
来
る
ぞ
と
言
い
な
が
ら
、

各
自
で
撮
影
を
続
け
る
。

そ
の
あ
と
各
自
で
広
大
な
土
地
を
散
策
し

た
り
休
憩
し
た
り
し
て
自
由
行
動
に
移
る
。

そ
し
て
何
度
か
U
F
O
を
目
撃
し
た
ら
し
い

が
、
私
は
一
同
が
コ
ン
タ
ク
ト
地
点
に
残
し

た
バ
ッ
グ
類
の
見
張
り
を
す
る
役
目
を
に
な

う
こ
と
に
な
っ
て
岩
に
腰
か
け
て
い
た
。
そ

の
問
、
遠
い
裏
山
の
上
の
彼
方
に
真
っ
白
い

大
母
船
型
の
細
長
い
物
体
が
出
現
し
た
の
を

見
た
が
、
本
物
か
ど
う
か
確
信
が
も
て
な
い
。

そ
の
あ
と
各
自
で
砂
漠
地
帯
を
散
策
し
な

が
ら
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
三
時
半
頃
に
パ

ス
で
帰
途
に
つ
い
た
。
パ
ス
の
運
転
手
さ
ん

は
ジ
ヨ
シ
ユ
パ
さ
ん
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
系
米
人

で
、
非
常
に
陽
気
な
親
切
な
人
で
あ
る
。
三

年
前
ま
で
日
本
に
二
年
間
滞
在
し
、
英
語
を

教
え
な
が
ら
日
本
各
地
を
歩
い
た
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
日
本
の
各
都
市
に
つ
い
て
驚
く

ほ
ど
よ
く
知
っ
て
い
た
。
明
る
く
て
底
ぬ
け

に
親
切
な
人
柄
と
い
う
も
の
は
人
聞
に
と
っ

て
最
高
に
高
貴
な
資
質
で
あ
る
こ
と
を
ア
メ

リ
カ
の
砂
漠
地
帯
で
痛
感
す
る
。

パ
l
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ズ
の
宿
舎
へ
帰
っ
て

か
ら
一
同
で
付
近
の
大
き
な
レ
ス
ト
ラ
ン
へ

入
り
、
夕
食
会
を
開
催
後
、
宿
舎
の
加
藤
君

の
部
屋
で
質
疑
応
答
会
を
開
催
す
る
。
こ
こ

で
、
人
聞
は
本
来
他
人
を
傷
つ
け
る
よ
う
な

想
念
を
絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
の
だ

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
話
し
た
と
思
う
が
、

よ
く
覚
え
て
い
な
い
。
約
一
時
間
で
終
了
後
、

ロ
ス
さ
ん
を
ま
じ
え
て
雑
談
に
移
る
。
こ
う

し
て
愉
快
な
一
夜
を
す
ご
し
た
。

霧
に
包
ま
れ
た
パ
ロ
マ
｜
山

翌
二
日
は
パ
ロ
マ

l
山
へ
登
り
、
む
か
し

ア
ダ
ム
ス
キ
ー
が
住
ん
で
い
た
パ
ロ
マ

l
ガ

ー
デ
ン
ズ
へ
行
く
。
あ
い
に
く
こ
の
日
は
全

山
が
霧
で
覆
わ
れ
て
視
界
が
定
か
で
な
い
。

正
月
の
こ
と
と
て
人
気
が
全
く
な
く
て
寂
琴

感
が
た
だ
よ
う
。
頂
上
の
天
文
台
は
こ
ん
な

日
に
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
の
で
、
天
文
台
見
学
は
中
止
し
て
、
霧
に

ぬ
れ
た
ガ
ー
デ
ン
ズ
の
野
外
の
テ
ー
ブ
ル
で

昼
食
を
す
ま
す
。
た
だ
し
パ
ロ
マ

l
ガ
ー
デ

ン
ズ
と
い
う
の
は
昔
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
が
つ
け

た
名
称
で
、
現
在
は
寸
オ
ウ
ク

・
ノ
ル

・
キ

ャ
ン
プ
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
の
看
板
が
出
て
い
る
。

「
樫
の
木
の
丘
キ
ャ

ン
プ
地
」
と
い
う
・意
味

だ
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
が
築
い
た
石
組
み
な
ど
は

ま
だ
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
。
む
か
し
弟
子

の
ア
リ
ス

・
ウ
ェ
ル
ズ
女
史
が
経
営
し
た
レ

ス
ト
ラ
ン
の
跡
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
て

あ
る
が
、
こ
れ
は
永
久
に
残
さ
れ
る
ら
し
い
。

ア
氏
亡
き
後
に
弟
子
で
あ
っ
た
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
の
女
性
が
こ
の
土
地
を
買
い
取
っ
て
記
念

公
園
化
し
た
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
女

性
の
身
元
に
つ
い
て
詳
細
を
知
り
た
く
な
り
、

管
理
人
に
質
問
し
よ
う
と
ロ
ス
さ
ん
を
う
な

が
し
て
管
理
室
の
戸
を
叩
い
た
が
不
在
だ
っ

た
。
鯵
蒼
た
る
樫
の
大
木
群
は
昔
の
ま
ま
で

J
S
 

込
冒

』
F

パ
口
マ
ー
ガ
ー
デ
ン
ズ
の
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
住
居
跡
。
下
は
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
が
セ
メ
ン
ト
に
彫
り
込
ん
だ
円
盤
の
鎗
。

服
影
／
三
昌
孝
隠

あ
る
。こ

こ
で
ロ
ス
さ
ん
と
別
れ
た
。
彼
は
こ
こ

か
ら
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
へ
直
行
す
る
と
い
う
。

こ
れ
以
上
の
素
晴
ら
し
い
車
は
な
い
と
い
う

一
九
七

0
年
代
の
愛
車
プ
リ
マ
ス
を
駆
っ
て

下
山
す
る
彼
を
一
同
で
見
送
っ
た
あ
と
、
私

達
も
下
山
し
て
、
そ
の
ま
ま
ロ
サ
ン
ジ
エ
ル

ス
へ
向
か

っ
た
。
そ
し
て
夜
、
映
画
の
都
ハ

リ
ウ
ッ
ド
の
町
を
散
策
し
、
翌
日
ロ
サ
ン
ジ

エ
ル
ス
空
港
か
ら
帰
途
に
つ
い
た
。
わ
ず
か

五
日
間
だ
っ
た
が
、
こ
よ
な
く
有
意
義
な
旅

で
あ
っ
た
。



－
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加
藤
純

今
回
で
三
回
目
を
迎
え
た
繋
明
会
主
催
の

ア
メ
リ
カ
ツ
ア
ー
も
、
行
く
先
々
で
久
保
田

先
生
に
よ
る
懇
切
丁
寧
な
ご
指
導
に
よ
り
大

成
功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。
旅
行
中
は
た
び

た
び
U
F
O
が
出
現
し
、
写
真
や
ビ
デ
オ
に

し
っ
か
り
と
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

久
保
田
先
生
の
予
言
、か
的
中

7 

特
筆
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
U
F
O出
現

に
関
し
て
、
先
生
は
出
発
前
か
ら
確
実
に
予

知
し
て
お
ら
れ
、
撮
影
に
成
功
し
た
鑑
定
ず

み
の
U
F
O
の
写
真
を
見
る
た
び
に
「
こ
の

こ
と
だ
っ
た
の
か
1

」
と
先
生
の
テ
レ
パ
シ

ッ
ク
な
能
力
へ
の
賛
嘆
で
胸
が
一
杯
に
な
る

ほ
ど
の
驚
異
的
な
目
撃
を
メ
ン
バ

ー
と
共
に

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
ツ
ア
ー
は
全
体
の
行
程
に
ア
ダ
ム

ス
キ
l
氏
に
関
連
の
あ
る
土
地
を
訪
問
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
最
大
の
特
徴
と

し
て
久
保
田
先
生
に
よ
る
研
修
を
感
り
込
ん

だ
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
次
の
と

お
り
で
す
。

A
、
デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
コ
ン
タ
ク
ト

事
件
に
関
す
る
現
地
解
説
。

B
、
コ
ン
タ
ク
ト
地
点
で
の
大
宇
宙
思
念
法

の
実
践
指
導
。

c、
宿
泊
地
パ

l
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ズ
で
の
第

三
回
久
保
田
先
生
と
の
質
疑
応
答
会
。

D
、
パ
ロ
マ

l
ガ
ー
デ
ン
ズ
で
の
ア
ダ
ム
ス

キ
｜
氏
の
生
活
と
ネ
ガ
ホ
ル
ダ
ー
投
下
事
件

に
関
す
る
解
説
。

こ
の
他
、
先
生
に
は
渡
米
二
十
数
回
と
い

う
ご
経
験
か
ら
ツ
ア

1
全
体
の
ガ
イ
ド
役
を

お
願
い
し
、
移
動
中
は
車
内
で
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
各
地
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
研
修
様
式

に
よ
る
今
回
の
ツ
ア
ー
は
先
生
の
宇
宙
的
な

思
想
を
一
同
で
理
解
し
、
ア
ダ
ム
ス
キ

l
問

題
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
実
り
あ
る
旅
と

な
り
ま
し
た
。

出
発
前
に

U
F
Oが
出
現
l

出
発
前
の
九
六
年

一
二
月
二

O
日、

H
市

に
い
た
私
は
朝
八
時
二
五
分
か
ら
一
五
分
間
、

小
型
の
U
F
O
を
目
撃
、
撮
影
し
ま
し
た
。

こ
の
日
早
朝
、
大
変
不
思
議
な
夢
で
目
覚
め

た
私
は
「
い
ま
出
現
す
る
！
L

と
い
う
強
烈

な
予
感
を
起
こ
し
て
、

8
ミ
リ
ビ
デ
オ
と
コ

ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
を
下
げ
、
左
腕
で
娘
を
抱

い
て
外
へ
出
る
と
、
ま
る
で
私
を
待
っ
て
い

た
か
の
よ
う
に
澄
ん
だ
青
空
の
中
を
鮮
明
に

郷
き
な
が
ら
飛
ん
で
来
る
物
体
は
ま
ぎ
れ
も

な
い

U
F
O
で
し
た
！

Y
街
道
を
横
切
り
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
私

の
い
た
駐
車
場
ま
で
並
行
移
動
し
て
き
た
物

体
は
、
や
が
て
直
角
に
方
向
を
変
え
て
、
し

か
も
最
後
に
は
垂
直
上
昇
を
し
な
が
ら
消
え

て
行
き
ま
し
た
。
こ
の
臼
の
午
後
、
念
の
た

め
に
地
元
の
自
衛
隊
に
問
い
合
わ
せ
て
み
た

と
こ
ろ
、
丁
寧
に
答
え
て
下
さ
っ
た
気
象
隊

の
方
が
「
そ
れ
は
U
F
O
で
し
ょ
う
ね
」
と

言
わ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
大
変
驚
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
旅
行
出
発
当
日

の
三
一
日
に
も
小
型
の
U
F
O
を
目
撃
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
お
迎
え
に
行
っ
た
久
保
田
先

生
宅
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
出
て
か
ら
ま
も
な
く

の
こ
と
で
、
時
刻
は
一
二
時
五

O
分
前
後
だ

っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
こ
の
物
体
は
五

階
か
ら
見
え
る
住
宅
街
の
上
空
に
ゆ
っ
く
り

と
降
下
し
て
お
り
、
船
体
は
タ
マ
ゴ
型
で
色

は
グ
レ
ー
で
す
。
立
ち
止
ま
っ
て
観
察
し
て

み
る
と
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
銀
色
に
も
見
え
ま

し
た
が
、
不
思
議
な
の
は
突
然
ピ
タ
ッ
と
静

止
し
て
数
秒
間
滞
空
し
た
こ
と
で
す
。
な
お

も
見
て
い
る
と
、
ま
た
ゆ
っ
く
り
と
降
下
し

て
、
つ
い
に
は
突
然
空
中
で
パ
ツ
と
消
え
た

の
で
す
。
そ
の
問
、
一
分
も
な
か
っ
た
の
で
、

先
を
歩
く
先
生
、
津
田
氏
、
城
さ
ん
に
い
ち

早
く
知
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
こ
れ
に
似
た
よ
う
な
出
現
事
件
が
九
五
年

一
月
に
も
先
生
宅
の
そ
ば
で
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
記
事
は
本
誌
一
二
九
号
に
出
て
い

ま

す）パ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ズ
で

U
F
Oが
降
下
！

さ
て
、
旅
行
中
は
参
加
メ
ン
バ

ー
全
員
が

協
力
し
あ
い
、
自
分
の
役
割
を
し
っ
か
り
と

認
識
し
て
協
調
性
た
っ
ぷ
り
の
ツ
ア
ー
と
な

り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
に

U
F
O
の
目
撃
を
体
験
し
た
よ
う
で
す
が
、

特
に
一
月
一
日
の
朝
に
宿
泊
地
で
あ
っ
た
パ

l
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ズ
の
宿
舎
上
空
に
出
現
し

た
円
盤
型
U
F
O
は、

ま
る
で
デ
ザ
l
争
セ

ン
タ
ー
へ
出
発
す
る
一
行
を
祝
福
す
る
か
の

よ
う
に
超
低
空
で
出
現
し
、
西
川
氏
に
よ
っ

て
見
事
に
カ
メ
ラ
に
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
出
現
に
関
し
て
は
や
は
り
U
F
O
の

出
現
時
の
独
自
な
高
揚
感
と
街
動
、
そ
し
て

見
ら
れ
て
い
る
と
い
う
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
が
役

立
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

眼
前
の
空
間
で
は
な
く
、
後
ろ
を
振
り
返
っ

た
（
な
ぜ
そ
う
し
た
の
か
は
自
分
で
も
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
た
だ
そ
の
衝
動
、
フ
ィ

ー
リ
ン
グ
に
心
の
意
見
を
は
さ
ま
ず
に
従
う

こ
と
が
目
撃
の
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
）
そ
の
視
線
上
で
目
撃
出
来
た

と
い
う
こ
と
自
体
が
、
い
つ
も
の
こ
と
な
が

ら
自
分
で
も
全
く
不
思
議
で
す
。

発
見
の
時
間
は
集
合
時
間
前
の
八
時
五

O

分
頃
で
、

目
撃
時
聞
は
約
一

0
分
間
ほ
ど
で

し
た
。
発
見
時
に
は
私
以
外
に
木
多
見
さ
ん

と
城
さ
ん
が
お
り
、
テ
ラ
ス
で
軽
い
朝
食
を

と
り
な
が
ら
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
最
初
は

本
当
に
超
低
空
で
、
お
そ
ら
く
地
上
約
五

0

メ
ー
ト
ル
前
後
の
位
置
に
滞
空
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
船
体
は
黒
く
（
と
き
ど
き
赤
黒

く
）
見
え
ま
し
た
が
、
各
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

っ
て
き
た
頃
に
は
太
陽
の
反
射
か
ど
う
か
判

別
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
鈍
く
光
り

な
が
ら
無
音
で
上
昇
し
、
雲
の
か
か
る
高
空

へ
と
移
動
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

我
々
の
騒
ぎ
を
聞
き
つ
け
た
宿
泊
者
の
何

人
か
が
（
ア
メ
リ
カ
人
の
方
々
）
そ
の
物
体

を
見
た
後
、
呆
れ
顔
で
部
屋
に
戻
っ
て
行
く

の
と
、
み
ん
な
が
「
風
船
？
」
と
言
っ
て
い
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る
の
を
聞
い
て
、
「
あ
れ
は
U
F
O
だ
1

別
な
惑
星
か
ら
来
た
友
人
達
だ
よ
！
L

と
ハ

ツ
キ
リ
一
言
え
な
か
っ
た
（
実
は
自
信
が
な
か

っ
た
の
で
す
）
こ
と
に
対
し
て
、
私
は
今
後

自
分
が
持
つ
べ
き
能
力
と
し
て
寸
宇
宙
的
な

現
象
を
見
極
め
る
力
」
「
受
け
取
っ
た
フ
ィ

ー
リ
ン
グ
を
確
実
に
理
解
す
る
力
」
ま
た

「
そ
れ
ら
を
上
手
に
表
現
す
る
方
法
」
が
必

要
な
時
期
に
き
て
い
る
の
だ
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
そ
の
逆
も
し
か
り
で
、
絶
対
に

U
F
O
だ
と
思

っ
て
い
て
も
、
何
か
を
見
間

違
え
て
い
る
場
合
だ
つ
で
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
ら
旅
行
中
の
目
撃
体
験
か
ら
自
分
が

常
識
だ
と
思
っ
て
い
た
、
あ
る
い
は
こ
う
あ

る
べ
き
だ
と
い
う
習
慣
的
な
想
念
の
危
険
性

が
自
分
の
中
に
も
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を

発
見
し
、
身
に
し
み
て
理
解
で
き
た
貴
重
な

ツ
ア
！
と
な
り
ま
し
た
。

話
は
も
ど
り
ま
す
が
、
そ
の
円
盤
は
久
保

田
先
生
を
宿
舎
の
部
屋
ま
で
お
迎
え
に
行
く

と
き
に
は
も
う
見
え
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
私
が
確
信
し
た
の
は
、
お
迎
え
に
行

く
途
中
、
岡
田
君
の
話
を
聞
い
た
と
き
で
す
。

彼
は
二
階
の
通
路
か
ら
双
眼
鏡
で
観
察
し
て

お
り
、
写
真
の
よ
う
な
銀
色
の
円
盤
で
あ
っ

た
と
証
言
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
た
だ
し
円

盤
の
縁
の
部
分
は
写
真
と
は
違
っ
て
白
く
光

っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
不
思
議
な
の
は
、
私
も
カ
メ
ラ
で
撮

っ
た
の
で
す
が
、
写
し
た
と
き
に
は
確
か
に

船
体
全
体
が
光
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
な

ぜ
か
出
来
上
が
っ
た
写
真
は
黒
く
写
っ
て
い

ま
し
た
。
西
川
氏
の
場
合
は
そ
の
逆
で
、
レ

ン
ズ
ご
し
で
は
黒
く
つ
ぶ
れ
て
見
え
た
そ
う

で
、
帰
国
後
こ
ん
な
に
も
鮮
明
に
プ
リ
ン
ト

さ
れ
た
円
盤
の
姿
に
大
変
驚
い
て
い
ま
し
た
。

印
象
に
従
う
こ
と
の
重
要
性

さ
て
実
は
こ
の
日
の
朝
は
空
に
雲
が
多
く
、

デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
行
く
べ
き
か
否
か
を

津
田
氏
と
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
先
生
は

U
F
O出
現
の
報
告
を
受

け
る
や
「
よ
し
、
デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
行

こ
う
1

」
と
即
決
さ
れ
、
な
お
か

つ
「
現
地

に
行
け
ば

J

必
ず
晴
れ
る
よ
」
と
や
さ
し
く
言

わ
れ
た
の
で
す
。
再
度
確
認
す
る
と
「
現
地

が
晴
れ
る
こ
と
は
経
験
と
印
象
で
分
か
る
ん

だ
L

と
言
わ
れ
る
の
で
、
私
と
津
田
氏
は
先

生
の
一
言
葉
に
従
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

先
生
の
予
言
ど
お
り
、

一
行
は
青
空
の
現

地
で
強
い
日
ざ
し
を
受
け
、
時
折
山
を
駆
け

抜
け
る
心
地
良
い
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
素

晴
ら
し
い
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
日
本
G
A
P
を
三
六
年
も
の
長

き
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
そ
の
秘
訣

は
、
久
保
田
先
生
に
よ
る
こ
ん
な
時
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
で
は
な
い
か
と
思

っ

た
次
第
で
す
。
（
直
感
力
と
決
断
力
が
組
織

の
維
持
と
方
向
性
に
絶
対
に
必
要
と
さ
れ
る

要
素
な
の
で
し
ょ
う
か
、
先
生
？
）

こ
う
し
た
待
ち
に
待
っ
た
デ
ザ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
見
学
の
出
発
前
に
円
盤
出
現
騒
ぎ
が
あ

っ
て
も
、
メ
ン
バ
ー

一
同
は
浮
か
れ
騒
ぐ
こ

と
も
な
く
、
こ
の
旅
の
も
う
一
つ
の
大
き
な

目
的
で
も
あ
る
先
生
に
よ
る
プ
ロ
の
写
真
娘

影
中
も
指
示
ど
お
り
、
静
か
に
見
守
っ
て
お

り
ま
し
た
。

ま
た
も
U
F
Oが
！

そ
の
後
は
全
員
で
砂
漠
地
帯
を
横
断
し
て

先
生
に
よ
る
正
確
な
コ
ン
タ
ク
ト
地
点
や
ス

カ
ウ
ト
シ
ツ
プ
（
円
盤
）
着
陸
地
点
の
説
明

を一

同
で
拝
聴
し
な
が
ら
時
間
は
ゆ
っ
く
り

と
流
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
が
、

U
F
O
研
究
で

は
現
地
調
査
を
基
本
と
し
た
実
証
主
義
の
姿

勢
を
徹
底
的
に
つ
ら
ぬ
い
て
こ
ら
れ
た
先
生

の
ご
説
明
は
自
信
に
満
ち
溢
れ
、
ま
る
で
眼

前
に
ア
ダ
ム
ス
キ
l
氏
と
オ

l
ソ
ン
氏
が
い

る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

感
動
的
だ
っ
た
の
は
、
み
ん
な
で
行
な
っ

た
大
宇
宙
思
念
法
の
実
践
で
し
た
。
こ
ん
な

歴
史
的
な
場
所
で
み
ん
な
と
と
も
に
永
遠
の

時
間
を
共
有
で
き
る
と
は
本
当
に
嬉
し
か
っ

た
ー
そ
の
他
に
新
し
い
試
み
と
し
て
今
回

4

司
大
宇
宙
思
念
法
を
行
な
う
。

d

司「
馬
の
鞍
」
と
呼
ば
机
る
位
置
を
探
査
。

4
夜
の
質
疑
応
答
会
。
織
影
／
西
川
太



は
特
別
に
一
時
間
の
自
由
時
聞
を
設
け
て
頂

き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
土
地
の
波

動
を
存
分
に
自
分
な
り
に
受
け
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

現
地
で
の

U
F
O
の
目
撃
に
関
し
て
は
何

人
か
が
そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
コ
ン
タ
ク
ト
地

点
で
の
恒
例
の
全
員
記
念
撮
影
時
に
先
生
ご

自
身
が
西
の
方
角
に
発
見
さ
れ
た

U
F
O
を

目
撃
で
き
た
こ
と
で
す
。

最
後
の

U
F
O出
現

9 

さ
て
、
こ
の
日
最
後
の
見
学
と
し
て
、
ア

ダ
ム
ス
キ
l
の
著
書
中
の
写
真
で
「
馬
の

鞍
」
と
呼
ば
れ
る
山
の
稜
線
の
説
明
を
聞
き

終
え
て
、
パ

l
カ
1
街
道
に
駐
車
し
て
い
た

パ
ス
へ
戻
る
途
中
で
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は

四
時
二
三
分
頃
の
こ
と
で
し
た
。
列
の
最
後

に
い
た
私
、
小
原
さ
ん
、
会
田
さ
ん
の
三
人

は
名
残
り
惜
し
そ
う
に
何
度
も
ふ
り
む
い
て

山
々
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き

ふ
と
私
は
「
繋
明
会
で
は
テ
レ
パ
シ
ー
コ
ー

ル
の
後
に
は
、
ス
ペ

ー
ス
ピ

l
プ
ル
の
方
々

に
お
礼
を
す
る
ん
だ
よ
」
と
言
っ
て
、
い
つ

も
の
よ
う
に
帽
子
を
取
っ
て
ヒ
ヨ
イ
と
頭
を

下
げ
ま
し
た
。

す
る
と
二
人
も
私
を
ま
ね
て
コ
ン
タ
ク
ト

地
点
の
方
向
に
一
礼
を
し
て
見
上
げ
た
そ
の

瞬
間
に
、
ま
る
で
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
っ
た
か

の
よ
う
に
白
い
円
盤
型
U
F
O
が
出
現
し
た

の
で
す
！

私
は
双
眼
鏡
で
確
認
し
た
の
で
す
が
、
先

端
部
分
が
少
し
と
が
っ
た
よ
う
に
見
え
、
船

体
の
全
体
が
ツ
ル
ツ
と
し
た
滑
ら
か
な
感
じ

で
、
全
体
が
乳
白
色
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
す
ぐ
近
く
に
三
島
氏

も
い
て
、
自
分
で
は
肉
眼
で
確
認
出
来
な
か

っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
見
事
に
撮
影
に
成

功
し
て
い
ま
す
。
ま
た
津
田
氏
、
城
さ
ん
の

ご
人
も
偶
然
ふ
り
む
い
た
時
に
出
現
し
て
い

た
の
を
目
撃
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
の
最
後
の
最
後
に
ニ
ク
イ
演
出
を
し
て

絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出
現
し
て
下
さ
っ
た

円
盤
さ
ん
と
ス
ペ

ー
ス
ピ

l
プ
ル
の
方
々
に

も
う
一
度
お
礼
が
し
た
く
な
る
よ
う
な
嬉
し

い
新
年
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
て
「
そ
う
だ
、

わ
れ
わ
れ
は
あ
の
人
達
と
い
つ
も
い
つ
も
一

緒
な
の
だ
！
」
と
い
う
強
い
確
信
を
得
る
に

至
り
ま
し
た
。

異
星
人
の
援
助
は
す
べ
て

平
等

さ
て
、
こ
の
報
告
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て

最
後
に
ぜ
ひ
と
も
読
者
の
方
々
に
ご
紹
介
さ

せ
て
頂
き
た
い
の
は
、
こ
の
日
の
夜
に
宿
舎

で
行
な
わ
れ
た
「
久
保
田
先
生
と
の
質
疑
応

答
会
」
の
最
後
に
お
答
え
頂
い
た
ス
ペ

ー
ス

ピ
1
プ
ル
の
地
球
人
に
対
す
る
真
の
援
助
に

つ
い
て
の
回
答
で
、
先
生
は
以
下
の
よ
う
な

に
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
秋
山
異
人
氏
も
言
っ
て
お
ら
れ
る

こ
と
だ
が
、
ス
ペ
ー
ス
ピ

l
プ
ル
は
ア
ダ
ム

ス
キ
ー
を
信
じ
て
い
る
人
間
だ
け
を
援
助
し

て
い
る
の
で
は
な
い
ん
だ
。
ア
ダ
ム
ス
キ
ー

問
題
を
信
じ
な
い
人
や
妨
害
す
る
人
間
も
字

宙
の
創
造
主
の
子
で
あ
る
か
ら
こ
れ
ら
を
平

等
に
尊
重
し
て
い
る
ん
だ
。
大
体
に
ス
ペ

ー

ス
ピ

l
プ
ル
の
本
当
の
援
助
と
い
う
の
は
、

地
球
全
体
が
早
く
太
陽
系
の
仲
間
入
り
が
出

来
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
に
上
が
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
意
味
で
援
助
し
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
個
人
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
地
球
社
会

全
体
の
援
助
を
し
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
L

こ
の
夜
の
質
疑
応
答
に
よ
り
、
ツ
ア
l
中

に
た
び
た
び
目
撃
し
た

U
F
O群
、
そ
し
て

き
っ
と
乗
っ
て
お
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
ス
ペ
ー

ス
ピ
l
プ
ル
の
方
々
が
何
を
言
わ
ん
と
し
て

い
た
の
か
と
い
う
疑
問
に
対
す
る
解
答
が
、

今
ま
さ
に
先
生
を
通
じ
て
与
え
ら
れ
た
よ
う

な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
き
っ
と
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
久
保

田
先
生
や
ロ
ス
氏
や
皆
さ
ん
と
共
に
心
を
は

ず
ま
せ
な
が
ら
母
な
る
大
地
を
走
り
抜
け
た

こ
と
、
人
々
の
疑
惑
を
よ
そ
に
出
現
し
続
け

る
宇
宙
船
の
輝
き
、
そ
し
て
丘
の
上
で
テ
レ

パ
シ
ー
で
呼
び
か
け
た
あ
の
瞬
間
を
。
今
は

す
べ
て
を
分
か
ち
合
え
な
く
て
も
、
こ
こ
で

紹
介
さ
せ
て
頂
い
た
円
盤
の
写
真
や
メ
ン
バ

ー
の
報
告
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々

が
こ
の
問
題
に
関
心
を
持
た
れ
る
こ
と
を
、

今
回
の

U
F
O
出
現
と
い
う
祝
福
が
等
し
く

G
A
P会
員
の
皆
様
の
頭
上
に
も
た
ら
さ
れ

る
こ
と
を
、
そ
し
て
こ
の
永
遠
な
る
G
A
P

活
動
の
励
み
に
な
る
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
し

て
報
告
の
ペ
ン
を
お
き
ま
す
。

（
筆
者
は
日
本
G
A
P
本
部
役
員
幹
事
。
国

内
で
も
ひ
ん
ぱ
ん
に

U
F
O
を
目
撃
す
る
特

殊
な
宿
命
を
持
つ
人
）

－
R

木
多
見
昌
弘

先
頃
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
研
修
旅
行
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
ま
こ
と
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
私
に
は
入
会
以
来
、
始
め
て
の

研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

実
は
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
大
地
を
踏
む

の
は
一
二
年
ぶ
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
当
時

の
私
は
ア
ダ
ム
ス
キ
l
氏
の
こ
と
な
ど
は
す

っ
か
り
忘
れ
て
、
た
だ
た
だ
好
奇
心
の
み
の

滞
在
で
し
た
の
で
、
今
回
の
訪
問
で
の
愉
快

な
中
に
も
身
の
引
き
締
ま
る
よ
う
な
気
持
ち

と
比
べ
て
み
る
と
、
何
か
し
ら
不
思
議
な
感

慨
を
抱
い
て
お
り
ま
し
た
。

パ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ズ
で
の

目
撃

さ
て
、
今
回
最
初
の

U
F
O
目
撃
と
な
り

ま
し
た
二
日
目
の
朝
、
パ

1
ム
ス
プ
リ
ン
グ

ズ
で
の

U
F
O
の
出
現
は
次
の
よ
う
で
し
た
。

加
藤
さ
ん
の
声
で
見
上
げ
る
と
、
宿
舎
の

上
空
に
丸
く
て
黒
い
物
体
が
風
の
向
き
と
は

反
対
方
向
に
ゆ
っ
く
り
と
浮
遊
し
て
い
ま
し

た
。
私
は
肉
眼
で
見
て
お
り
ま
し
た
が
、
中

心
部
が
オ
レ
ン
ジ
色
に
な
っ
た
り
下
側
に
突

起
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
た
り
し
て
、
や
が

て
上
空
に
昇
っ
て
行
く
に
つ
れ
て
全
体
が
銀

色
に
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
様
子
は
一
見
風
船
の
よ
う
で
も
あ
り

ま
し
た
が
、
物
体
が
見
え
な
く
な
っ
た
直
後

に
、
反
対
側
の
山
の
方
に
あ
き
ら
か
に
そ
れ
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と
分
か
る
風
船
が
風
の
方
向
に
流
れ
て
行
き

ま
し
た
の
で
、
き
っ
と
両
者
を
比
較
で
き
る

よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
目
撃
さ
せ
て
頂
け
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
デ

ィ
ス
ク
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
後

の
秋
山
先
生
の
写
真
鑑
定
で
は
有
人
タ
イ
プ

だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
感
激
も
ひ
と
し

お
で
し
た
。

そ
の
出
現
に
励
ま
さ
れ
て
向
か

っ
た
デ
ザ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
写
真
で
は
何
度
も
見

さ
せ
て
頂
い
て
い
た
場
所
で
す
が
、

実
際
に

自
分
の
足
で
歩
い
て
み
て
初
め
て
そ
の
立
体

的
な
構
造
が
理
解
で
き
る
と
と
も
に
、
コ

ン

タ
ク
ト
地
点
で
大
宇
宙
思
念
法
を
ご
指
導
頂

い
た
こ
と
も
あ
り
、
力
強
く
も
暖
か

い
フ
ィ

ー
リ
ン
グ
に
包
ま
れ
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
大
地
の
果
て
か
ら
頬
を
な
で
る
よ
う
に

流
れ
て
く
る
風
に
は
、
い
っ
た
い
何
年
ぶ
り

に
感
じ
る
心
地
よ
さ
だ
ろ
う
か
と
思
う
ほ
ど

で
し
た
。

銀
色
の
光
体
に
感
動

現
地
で
は
四
回
の
光
体
出
現
が
あ
り
、
私

は
三
度
目
撃
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
特
に

「
馬
の
鞍
」
と
呼
ば
れ
る
地
点
に
着
陸
し
た

円
盤
を
ア
ダ
ム
ス
キ

l
氏
が
撮
影
し
た
場
所

を
見
る
た
め
に
全
員
が
移
動
し
た
と
き
出
現

し
た
銀
色
に
光
り
輝
く
光
体
に
は
、
私
に
と

っ
て
は
ま
さ
に
こ
の
た
め
に
は
る
ば
る
や
っ

て
来
た
の
だ
と
思
え
る
ほ
ど
感
謝
感
激
し
ま

し
た
。私

が
撮
っ
た
幾
枚
か
の

U
F
O写
真
（
光

体
自
体
は
あ
ま
り
写
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
）
を
あ
る
会
員
の
方
に
見
て
頂
い
た
と
こ

ろ
、
次
の
よ
う
な
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
を
感
じ
る

と
言
っ
て
頂
け
ま
し
た
。

「
私
達
は
あ
な
た
方
の
こ
と
を
心
か
ら
応
援

し
て
い
ま
す
よ
」

三
日
目
の
パ
ロ
マ

1
ガ
ー
デ
ン
ズ
は
静
か

で
暖
か
く
、
こ
こ
は
本
当
に
ア
メ
リ
カ
な
の

だ
ろ
う
か
と
思
う
ほ
ど
懐
か
し
い
空
気
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
こ
に
生
い
茂
る
樫
の
木
々
を

見
上
げ
る
と
、
彼
ら
は
ア
ダ
ム
ス
キ

l
氏
を

覚
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
、
ふ
と
聞
い
て

み
た
い
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
で
は
久
保
問
先
生
の
懇
切
丁

寧
な
ご
案
内
と
ご
説
明
を
随
所
で
お
聞
き
す

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
繋
明
会
の
方
々
の
献

身
的
な
努
力
に
助
け
ら
れ
ま
し
て
充
実
し
た

レ
ッ
ス
ン
を
学
べ
ま
し
た
こ
と
を
日
本
に
戻

っ
て
か
ら
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
深
く
感
じ
ま

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
筆
者
は
京
大
工
学
部
出
の
宇
宙
開
発
科
学

技
術
者
）－

R

三
島
孝
博

今
回
の
ア
メ
リ
カ
ツ
ア
ー
で
は
久
保
田
先

生
に
現
地
で
の
解
説
等
、

じ
き
じ
き
に
ご
指

導
を
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ス
氏
に
は
現

地
で
の
貴
重
な
情
報
を
沢
山
与
え
て
頂
き
、

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

旅
行
中
は
参
加
メ
ン
バ

ー
の
目
的
意
識
が

一
つ
に
ま
と
ま
っ

て
い
た
せ
い
か
、
終
始
と

て
も
楽
し
い
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
に
満
た
さ
れ
て

旅
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
一
生
忘
れ

得
ぬ
素
晴
ら
し
い
思
い
出
に
な
り
そ
う
で
す
。

今
回
の
旅
行
で
は
な
ん
と
い

っ
て
も
デ
ザ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
調
査
を
行
な
う
日
の
出

来
事
が
驚
異
的
で
し
た
。
朝
、
宿
を
と
っ
て

い
た
パ

l
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ズ
の
宿
舎
を
出
発

す
る
際
、
我
々
の
ほ
ぽ
真
上
に
黒
っ
ぽ
い

U

F
O
が
出
現
し
ま
し
た
。
そ
の
形
は
明
ら
か

に
円
盤
状
を
し
て
お
り
、
色
は
逆
行
の
た
め

も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
黒

っ
ぽ
い
色
で

し
た
。
周
囲
の
雲
が
一
様
に
流
れ
て
行
く
中
、

そ
の
物
体
は
ほ
と
ん
ど
静
止
し
て
い
ま
し
た

が
、
五
分
以
上
か
け
て
、
雲
の
流
れ
る
向
き

と
は
違
う
東
向
き
の
方
向

へ
ゆ
っ
く
り
と
移

動
、
い
つ
の
ま
に
か
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
緊
張
感
と
と
も
に
デ
、
ザ

1
ト
セ

ン
タ
ー
に
到
着
し
た
我
々
は
素
晴
ら
し
い
体

験
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
ア
ダ
ム
ス
キ
l
氏

の
コ
ン
タ
ク
ト
地
点
で
の
久
保
田
先
生
に
よ

る
検
証
撮
影
の
終
了
後
、
皆
で
記
念
撮
影
を

し
て
い
る
時
の
出
来
事
で
し
た
。
先
生
み
事
す

か
ら
「
あ
れ
は
何
だ
？
」
と

U
F
O
ら
し
き

物
体
を
見
つ
け
ら
れ
、
皆
で
そ
の
物
体
を
確

認
し
ま
し
た
。
明
ら
か
に
飛
行
機
と
は
違
う

動
き
を
す
る
光
り
輝
く
U
F
O
の
タ
イ
ミ
ン

グ
の
よ
い
出
現
は
ま
さ
に
「
そ
こ
は
ア
ダ
ム

ス
キ
｜
氏
の
真
実
の
コ
ン
タ
ク
ト
地
点
で
す

よ
！
」
と
ス
ペ

ー
ス
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
我
々
に

語
り
か
け
て
く
る
よ
う
な
様
相
で
し
た。

そ
の
後
、
ス
カ
ウ
ト
シ
ツ
プ
着
陸
地
点
の

あ
る
小
高
い
丘
に
九
名
ほ
ど
で
登
り
、
テ
レ

パ
シ

l
で
U
F
O
へ
の
呼
び
か
け
を
行
な
っ

た
と
き
と
、
円
盤
着
陸
地
点
（
通
称
『
馬
の

鞍
』
）
の
確
認
を
行
な
っ
た
後
に
も
、
不
思

議
な
光
体
が
出
現
し
ま
し
た
。

夕
方
、
デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
調
査
を

終
え
て
、
帰
路
に
つ
く
た
め
に
パ
ス
に
向
か

う
途
中
に
も
、
不
思
議
な
光
体
が
出
現
し
ま

し
た
。

加
藤
氏
を
は
じ
め
と
す
る
数
名
で
、

パ
l
カ
l
街
道
へ
戻
る
途
中
、
「
本
日
は
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
L

と
心

の
中
で
思
っ
て
い
る
と
、
突
然
そ
の
物
体
が

出
現
し
た
の
で
す
。
そ
の
出
現
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
い
う
の
は
、
本
当
に
我
々
の
気
持
ち
ま

で
と
ら
え
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
な
と
確
信
で

き
る
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

あ
い
に
く
私
は
目
が
あ
ま
り
良
く
な
い
せ

い
か
、
そ
の
場
で
は
自
分
の
目
で
そ
の
物
体

を
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
幸
運
に

も
そ
の
と
き
二
0
0ミ
リ
の
望
遠
レ
ン
ズ
付

き
カ
メ
ラ
で
急
い
で
線
影
し
た
三
コ
マ
の
写

真
に
そ
の
物
体
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
白
色
の
円
盤
状
物
体
で
、
だ

ん
だ
ん
と
色
が
薄
く
変
化
す
る
様
子
も
確
認

で
き
ま
す
。

こ
こ
で
ま
と
め
と
し
て
今
回
の
調
査
旅
行

で
私
が
感
じ
た
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま

す。「
我
々
の
行
動
と
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
い

U
F

O
の
出
現
は
、
偶
然
で
は
な
く
て
ス
ペ

ー
ス

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
我
々
の
行
動
に
対
す
る
確
認

の
意
味
合
い
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
て
多
く
の
U
F
O
の

写
真
撮
影
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
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も
ち
ろ
ん
今
回
旅
行
を
し
た
我
々
だ
け
で
な

く
、
全
人
類
へ

『
ア
ダ
ム
ス
キ
l
の
体
験
は

真
実
で
す
1

』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ス
ペ

ー
ス
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
伝
え
て
く
れ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
そ
し
て

『早
く

宇
宙
哲
学
を
マ
ス
タ
ー
し
な
さ
い
1

』
と
激

励
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
」

最
後
に
ス
ペ

ー
ス
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
様
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
て
本
報
告
を
終
え
ま
す
。

「
素
晴
ら
し
い
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
（
筆
者
は

物
理
専
門
の
理
学
博
士
）

Aデザートセンターからパー力 街道へ引き返す途中に出現したUF O。

安
岡
田

茂

久
保
田
先
生
と
共
に
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
の
大

地
に
再
び
立
つ
こ
と
が
で
き
る
！
そ
う
思

う
と
私
の
心
は
こ
の
ツ
ア
l
の
企
画
が
持
ち

上
が
っ
た
約

一
年
前
も
前
か
ら
、
も
う
す
で

に
ワ
ク
ワ
ク
し
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

私
に
と
っ
て
今
回
の
デ
ザ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

行
き
は
二
度
目
と
な
り
、
海
外
旅
行
は
三
度

目
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
非
常
に
幸
運
に
も
、

そ
の
す
べ
て
が
久
保
田
先
生
と
ご
一
緒
さ
せ

て
頂
き
、
お
世
話
に
な
っ
た
旅
行
で
し
た
。

今
回
の
ツ
ア
ー
も
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
祝
福
と

久
保
田
先
生
の
暖
か
い
宇
宙
的
波
動
と
共
に

私
に
と
っ
て
け
っ
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
素
晴
ら
し
い
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

他

の
参
加
者
の
方
々
も
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
意
味

を
も
っ
旅
行
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ツ
ア
ー
出
発
前
に
は
ツ
ア
l
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
で
あ
る
加
藤
氏
の
自
宅
で
旅
行
メ
ン
バ
ー

全
員
が
集
ま
っ
て
、
親
睦
会
を
か
ね
た
打
合

せ
を
行
な
い
ま
し
た
。
通
訳
を
イ
ギ
リ
ス
留

学
経
験
者
の
高
橋
美
貴
子
さ
ん
、
ビ
デ
オ
撮

影
を
三
島
さ
ん
、
写
真
撮
影
を
西
川
さ
ん
な

ど
と
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
決
め
て
万
全
の
態

勢
で
の
ぞ
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

英
語
の
重
要
性
を
痛
感

今
回
の
旅
行
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
が
二

つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
英
語
で
す
。
二

一
世
紀
の
ま
っ
た
だ
な
か
を
生
き
る
だ
ろ
う

と
思
う
私
に
と
っ
て
英
語
は
死
活
問
題
で
す
。

固
と
固
と
い
う
概
念
が
薄
ま
り
、
世
界
中
の

交
流
が
深
ま
っ
て
英
語
が
世
界
語
に
な
っ
て

い
く
な
か
で
、
私
に
と
っ
て
英
語
は
必
要
不

可
欠
な
酸
素
の
よ
う
な
も
の
だ
と
痛
感
し
ま

し
た
。
旅
行
中
、
久
保
田
先
生
が
ダ
ニ
エ

ル・

ロ
ス
氏
や
パ
ス
の
運
転
手
の
ジ
ヨ
シ
ユ

パ
さ
ん
な
ど
と
英
語
で
楽
し
く
談
笑
し
て
お

ら
れ
る
お
姿
を
拝
見
し
て
、
頭
を
か
ち
割
ら

れ
た
よ
う
な
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
た
し
だ
い
で

す。
ま
た
久
保
田
先
生
が
個
人
的
に
毎
月
発
行

さ
れ
て
い
る
エ
ッ
セ
イ

『意
識
の
声
』
の一

月
号
に
も
英
語
上
違
法
に
つ
い
て
警
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
、
「
自
分
の
中

に
英
語
で
発
言
す
る
こ
と
の
で
き
る
英
語
圏

独
立
国
を
作
る
こ
と
」
を
読
ん
で
、
私
も
貧

弱
な
が
ら
こ
の
独
立
国
を
建
設
し
、
い
つ
の

日
か
久
保
田
先
生
と
英
語
で
談
笑
し
て
い
る

自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
勉
強
し
て
い
ま
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す。
次
に
二
つ
目
は
「
日
本

G
A
P
の
重
要

性
」
で
す
。
今
回
の
ツ
ア
ー
で
パ

l
ム
ス
プ

リ
ン
グ
ズ
に
滞
在
中
に
ホ
テ
ル
の
一
室
で
、

久
保
田
先
生
と
の
質
疑
応
答
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
ダ
ニ
エ
ル

・
ロ
ス
氏
も

同
席
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

久
保
田
先
生

の
ま
わ
り
に
座
っ
た
私
達
が
質
問
を
し
、
先

生
が
答
え
て
い
る
そ
の
光
景
は
日
本
語
の
や

り
と
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
ス
氏
は
じ
っ

と
見
つ
め
て
、
ど
こ
と
な
く
羨
ま
し
そ
う
な

表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
で
も
私
が
そ
う

感
じ
た
の
は
あ
な
が
ち
間
違
い
で
も
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
現
在
ア
ダ
ム
ス
キ
l
問
題

を
日
本
G
A
P
ほ
ど
に
活
発
に
展
開
し
て
い

る
国
は
世
界
に
な
い
か
ら
で
す
。
ア
氏
の
著

作
は
先
生
の
翻
訳
で
す
べ
て
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
し
、
毎
月
の
月
例
セ
ミ
ナ
ー、

専
門

誌

『己
明
O
no
E
R
Z巾
」
の
発
行
等
で
最
新

の
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
G
A
P
の
主一

催
で
海
外
研
修
旅
行
に
も
行
け
ま
す
。
こ
れ

ら
を
考
え
れ
ば
、
私
が
日
本
G
A
P
の
会
員

と
し
て
今
あ
る
環
境
が
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
こ
と
か
、
ど
ん
な
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
を、

世
界
の
状
況
を
見
る
に
つ
け
、

あ
ら
た
め
て
強
く
感
じ
ま
す
。

久
保
田
先
生
が
ア
ダ
ム
ス
キ
l
氏
の
要
請

に
よ
り
、
一
九
六
一
年
に
日
本
G
A
P
を
設

立
さ
れ
て
、
「
日
本
の
青
少
年
少
女
達
に
宇

宙
的
な
夢
と
希
望
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た

ら
L

と
い
う
思
い
で
活
動
を
続
け
ら
れ
、
今

年
で
三
六
年
目
を
迎
え
ら
れ
た
と
お
聞
き
し

ま
し
た
。
私
は
そ
の
お
か
げ
で
宇
宙
的
な
夢

と
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
楽

し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
回

の
旅
行
に
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
多
大
な
学

習
安
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
イ

ス
ラ
エ
ル
研
修
旅
行
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。

こ
う
し
て
日
本
G
A
P
で
学
ん
で
お
り
ま

す
宇
宙
哲
学
と
豊
か
な
常
識
あ
る
態
度
を
日

常
生
活
に
フ
ル
に
生
か
し
て
楽
し
く
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
久
保
田

先
生
、
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

－
R

西

川

太

今
回
二
度
目
の
デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
訪
問

と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
旅
で
し
た
が
、
大
変

充
実
し
た
良
い
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
撮
影

係
と
し
て
写
真
撮
影
に
専
念
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
が
パ

l
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ズ
で
の
重
要

な
U
F
O撮
影
に
成
功
し
た
一
因
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
参
加
メ

ン
バ

ー
の
皆
様
方
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

大
変
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
の
出
発
集
合
時
刻

の
一
五
分
程
前
に
加
藤
さ
ん
か
ら
「
あ
れ
、

何
に
見
え
る
？
」
と
聞
か
れ
て
空
を
見
上
げ

＃
Av
l
v
れル。

す
る
と
黒
っ
ぽ
い
球
体
が
浮
か
ん
で
い
る

の
が
か
す
か
に
見
え
た
の
で
す
が
、
自
分
に

は
風
船
の
よ
う
に
し
か
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

』

V

デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
一
軒
だ
け

あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン。

奮
ア
ダ
ム
ス
キ

ー
も
こ
こ
へ
立
ち
寄
った
。

』
F

パ
ロ
マ
｜
山
へ
登
る
途
中
の
峠
の

展
望
台
地
。

遠
方
は
パ
ー
ム
ス
ブ
リ

ン
ク
ズ
の
町
。

』
V

パ
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ズ
の
吉田
級
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
」
で
晩
餐

会
。
中
央
奥
は
口
ス
氏
。

照
影
／
西
川

太
（
左
の
写
真
も
）

そ
こ
で
急
い
で
カ
メ
ラ
に
望
遠
レ
ン
ズ
を
付

け
替
え
て
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
い
た
の
で
す

が、

円
盤
の
よ
う
で
も
あ
り
風
船
の
よ
う
で

も
あ
り
、
確
信
が
も
て
な
い
ま
ま
、
と
り
あ

え
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。

帰
国
後
、
現
像
済
み
の
ス
ラ
イ
ド
を
ル
ー

ペ
で
拡
大
し
て
見
た
と
こ
ろ
、
銀
色
の
金
属

質
の
真
円
型
の
物
体
が
写
り
込
ん
で
い
た
の

で
、
撮
影
時
に
受
付
た
印
象
と
は
大
変
違
っ

て
い
ま
し
た
（
写
真
は
三
頁
に
掲
載
）
。

デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
ひ
と
と
き
は
非

常
に
心
地
の
良
い
も
の
で
し
た
。
そ
こ
は
何

も
な
い
荒
れ
地
の
よ
う
に
し
か
見
え
ま
せ
ん

が
、
明
ら
か
に
何
か
次
元
の
違
う
「
力
」
の

よ
う
な
も
の
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
コ
ン
タ
ク
ト
が
あ
っ
た

か
ら
そ
う
し
た
場
に
な
っ
た
の
か
、
も
と
も

と
そ
う
い
う
所
だ
か
ら
コ
ン
タ
ク
ト
が
あ
っ

Vレストラン 「ライオンズ」で談笑する久保田八郎会長と口ス氏。



た
の
か
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

パ
ロ
マ

l
天
文
台
は
霧
の
た
め
行
け
な
か

っ
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
ア
ダ
ム
ス
キ
ー

の
足
跡
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
た
旅

で
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
旅
行
中
に
解
説

を
し
て
頂
い
た
久
保
田
先
生
と
、
途
中
で
合

流
し
た
ダ
ニ
エ
ル

・
ロ
ス
氏
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

－
R

大
根
田
匡
史
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今
回
の
旅
行
は
日
数
は
短
め
で
し
た
が
、

そ
の
分
、
実
に
内
容
的
に
濃
い
も
の
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
三
年
前
の
九
四
年
に
第
一
回

の
繋
明
会
主
催
の
デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
旅
行

を
行
な
い
ま
し
た
が
、
メ
ン
バ

ー
同
士
の
心

の
つ
な
が
り
や
意
識
の
高
さ
な
ど
は
、
そ
の

時
と
は
大
き
く
違
っ
て
お
り
、
日
本
G
A
P

と
し
て
久
保
田
先
生
を
中
心
と
し
て
、
信
念

を
持
ち
、
新
た
な
活
動
を
展
開
さ
せ
て
行
く

こ
れ
か
ら
の
姿
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た。
こ
の
こ
と
は
私
の
個
人
的
な
意
見
で
す
が
、

パ
l
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ズ
ま
た
は
デ
ザ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
の
た
び
重
な
る
円
燦
の
出
現
に
よ

り
、
あ
る
意
味
で
日
本
G
A
P
を
ご
援
助
し

て
下
さ
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
方
々
に
も
、

そ
う
し
た
参
加
メ
ン
バ
ー
の
意
識
の
高
さ
を

立
証
し
て
頂
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
旅
行
は
こ
う
し
た
集
団
活
動
の
際
に

一
体
化
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ

・
和
合
心
と
い
っ

た
も
の
が
、
ど
れ
ほ
ど
大
切
で
暖
か
い
フ
ィ

ー
リ
ン
グ
を
持
っ
か
と
い
う
こ
と
を
、
こ
れ

ま
で
参
加
し
た
G
A
P
関
連
の
旅
行
の
中
で

も
特
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来
た
貴
重
な
も
の

で
し
た
。

ま
た
今
回
は
研
修
的
な
面
も
備
え
て
い
た

こ
と
で
「
久
保
田
先
生
と
の
質
疑
応
答
会

E
C
ω
〉
し
で
は
、
ァ
、
グ
ム
ス
キ

1
氏
と
オ

l
ソ
ン
氏
の
コ
ン
タ
ク
ト
に
関
し
て
、
ま
た

日
頃
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
へ
の
先

生
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
が
、
特
に
心
に
残
っ
た
の
は
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
の
方
々
の
援
助
の
姿
勢
に
関
す
る
質
問
の

回
答
で
す
。
そ
れ
は
久
保
田
先
生
ご
自
身
の

体
験
か
ら
ス
ペ

ー
ス
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
援
助
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
ま
た
私
達
は

そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
心
構
え
を
持
つ

べ
き
な
の
か
を
教
え
て
頂
き
、
私
自
身
、
本

部
役
員
と
し
て
の
心
構
え
を
新
た
に
し
た
思

い
で
す
。
先
生
の
回
答
は
次
の
と
お
り
で
す

0

・
彼
ら
は
地
球
人
に
対
し
て
絶
対
に
平
等
で

＋の
λν
？
」
ト
」
。

－
地
球
全
体
の
向
上
を
望
ん
で
い
る
こ
と

0

・
み
ず
か
ら
努
力
す
る
者
を
導
い
て
下
さ
る

こ
と
。

－
大
宇
宙
思
念
法
の
重
要
性
。

こ
の
回
答
で
は
以
上
の
四
つ
を
今
ま
で
理

解
し
た
「
つ
も
り
」
で
い
た
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

私
は
今
回
の
旅
行
中
に
体
験
し
た
様
々
な

感
覚
、
参
加
メ
ン
バ

ー
と
の
一

体
化
の
暖
か

い
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
、
デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

の
雄
大
な
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
、
「
久
保
田
先
生

と
の
質
疑
応
答
会
」
で
の
新
鮮
な
フ
ィ
ー
リ

ン
グ
、
そ
し
て
ス
ペ
ー
ス
．
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
偉

大
な
フ
ィ
ー
リ
ン
グ

・
・
・
こ
れ
ら
を
決
し

て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

安
福
井
貴
子

個
人
的
に
は
幸
運
に
も
憧
れ
の
地
「
デ
ザ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
へ
今
回
で
三
度
目
の
訪
問

と
な
り
、
久
し
ぶ
り
に
故
郷
に
も
ど
っ
て
き

た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

山
並
み

や
コ
ン
タ
ク
ト
地
点
の
変
わ
り
な
い
様
子
に

安
心
致
し
ま
し
た
。

一
九
九
七
年

一
月
一
日
、
こ
の
日
は
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
一
緒
に
何
度
も
ス
カ
ウ
ト
シ
ツ
プ

や
光
体
を
目
撃
し
た
日
で
あ
る
か
ら
で
す
。

ま
ず
パ

1
ム
ス
プ
リ
ン
グ
ズ
の
宿
舎
の
中

庭
の
集
合
場
所
に
数
名
で
待
っ
て
い
た
時
、

加
藤
さ
ん
の
一
言
で
青
く
晴
れ
た
空
を
見
る

と
、
大
き
な
白
い
雲
を
パ
ッ
ク
に
黒
っ
ぽ
い

も
の
が
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。
飛
行
機
で
も

な
く
鳥
で
も
な
い
よ
う
で
し
た
。
双
眼
鏡
を

出
そ
う
と
カ
バ

ン
か
ら
取
り
出
し
て
い
る
う

ち
に
見
え
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
他
の
方
々

が
確
認
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は

U
F
O
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

デ
ザ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
コ
ン
タ
ク
ト
地
点

で
先
生
の
ご
説
明
の
後
、
一
同
で
記
念
写
真

を
揚
影
し
て
い
た
時
、
先
生
の
一
言
で
空
を

見
上
げ
る
と
、
白
っ
ぽ
い
物
が
雲
と
雲
と
の

聞
の
空
に
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
私

は
あ
っ
と
い
う
ま
に
見
失
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
確
か
に
私
達
を
見
守
っ
て
下
さ
っ
て

い
る
こ
と
を
確
信
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ロ
ス
氏
と
高
橋
美

貴
子
さ
ん
と
共
に
「
馬
の
鞍
L

を
ア
氏
が
撮

っ
た
写
真
の
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
て
い
た
と
き

（
午
後
三
時
台
）
、
銀
色
に
光
る
物
体
を
山
々

の
ラ
イ
ン
上
に
見
か
け
ま
し
た
が
、
双
眼
鏡

で
確
認
し
よ
う
と
し
て
目
を
離
し
た
瞬
間
に

消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
馬
の
鞍
」
を
全
員
で
見
て
い

る
途
中
、
肉
眼
で
見
て
も
光
り
輝
く
物
体
が

現
わ
れ
て
、
私
達
を
激
励
し
て
く
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
引
き
揚
げ

る
途
中
も
皆
さ
ん
は
目
撃
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

年
の
始
め
か
ら
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
体

験
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
大
変
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

－
R

会
田
裕
子

私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
海
外
旅
行
が
デ

ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
の
は
、
と
て
も
ラ

ッ
キ
ー
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ

り
も
全
員
で
た
び
た
び
U
F
O
を
見
る
こ
と

が
出
来
た
の
は
、
こ
の
旅
行
の
一
番
の
成
果

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
初
の
目
撃
は
一
月
一
日
の
朝
、
パ

l
ム

ス
プ
リ
ン
グ
ズ
の
宿
舎
前
の
集
合
場
所
で
す
。

皆
が
空
を
見
上
げ
て

U
F
O
ら
し
い
と
騒
ぐ

の
で
、
目
で
追
う
と
、
薄
曇
り
の
空
に
黒
い

バ
ル
ー
ン
の
よ
う
な
物
が
見
え
ま
し
た
。
正
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直
言
っ
て
心
の
中
で
「
ま
さ
か
、

U
F
O
じ

ゃ
な
い
だ
ろ
う
」
と
疑
っ
て
い
て
、
双
眼
鏡

を
持
参
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ

か
使
う
気
に
な
ら
ず
、
肉
眼
で
見
て
い
ま
し

た。
帰
国
後
、
こ
の
写
真
を
秋
山
員
人
博
士
が

鑑
定
さ
れ
た
結
果
、
本
物
の
U
F
O
だ
と
聞

い
て
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
憧
れ
の
デ
ザ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
へ

行
っ
て
か
ら
の
風
景
は
、
何
度
も
本
誌
で
見

た
青
い
空
と
砂
漠
の
見
事
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

そ
の
ま
ま
で
し
た
。
そ
の
と
き
か
ら
不
思
議

な
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
が
起
こ
り
、
必
ず
出
現
し

て
下
さ
る
と
い
う
確
信
が
出
て
き
た
の
で
す
。

そ
れ
は
現
実
と
な
り
ま
し
た
。

長
い
一
日
の
見
学
と
散
策
が
終
わ
っ
て
皆

で
パ
ス
の
方
へ
帰
ろ
う
と
し
て
い
た
時
、
加

藤
さ
ん
が
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
に
お
礼
を
言
お
う
と

し
て
く
る
り
と
振
り
返
り
、
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
言
っ
た
と
き
で
す
。
私

も
小
原
さ
ん
と
一
緒
に
振
り
返
り
ま
し
た
。

す
る
と
真
っ
青
な
空
に
銀
色
の
丸
い
物
体
が

キ
ラ
ッ
と
光
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
1

双
眼
鏡
の
ピ
ン
ト
が
合
わ
な
く
て
少
し
慌

て
ま
し
た
が
、
肉
眼
で
数
秒
間
見
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

不
思
議
な
こ
と
に
U
F
O
を
共
に
見
た
人

と
は
以
前
よ
り
も
4

親
し
み
ゃ
つ
な
が
り
を
感

じ
る
の
で
す
。
特
に
今
回
の
旅
行
の
メ
ン
バ

ー
全
員
と
は
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ま
る
で

い
つ
も
一
緒
に
い
る
よ
う
な
一
体
感
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
や
は
り
調
和
と
い
う
も
の

が
重
要
で
す
ね
。

も
う
一
つ
素
晴
ら
し
い
の
は
久
保
田
先
生

で
す
。
七
二
歳
と
い
う
年
齢
を
全
く
感
じ
さ

せ
な
い
青
年
の
よ
う
な
パ
ワ
フ
ル
な
行
動
に

皆
で
驚
き
ま
し
た
。
先
生
の
長
年
の
G
A
P

活
動
に
お
け
る
情
熱
を
か
い
ま
見
た
気
が
致

し
ま
す
。
今
回
の
旅
行
で
は
い
ろ
い
ろ
と
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

4町
城

真
美
子

私
が
旅
行
の
一
カ
月
前
に
実
行
し
た
こ
と

は
、
ア
ダ
ム
ス
キ
｜
全
集
の
全
巻
と
久
保
田

先
生
の
著
書
三
冊
に
目
を
通
す
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
は
旅
行
参
加
が
決
ま
っ
た
時
点
で
絶
対

に
必
要
な
こ
と
だ
と
強
く
感
じ
た
た
め
で
す
。

旅
行
中
の
楽
し
い
思
い
出
を
あ
げ
る
と
際

限
が
な
い
の
で
す
が
、
特
に
忘
れ
ら
れ
な
い

の
は
現
地
で
元

E
の
日
に
起
こ
り
ま
し
た
。

朝
、
宿
舎
の
前
で
く
つ
ろ
い
で
い
た
と
き
、

八
時
五

O
分
頃
、
驚
い
た
こ
と
に
ち
ょ
う
ど

真
上
に
赤
黒
い
物
体
が
滞
空
し
て
い
る
の
で

す
。
肉
眼
で
も
確
認
で
き
ま
し
た
。
し
か
し

こ
の
付
近
で
は
昨
夜
、
新
年
の
祝
い
で
沢
山

の
風
船
が
飛
ば
さ
れ
て
い
た
の
で
慎
重
に
確

認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
双
眼
鏡
で
確

認
し
た
一
人
に
聞
く
と
、
そ
れ
は
球
体
で
は

な
く
て
、

皿
の
よ
う
に
平
ら
で
、
銀
色
に
光

っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
私
達
は

そ
の
直
後
に
黄
色
い
風
船
が
風
に
流
さ
れ
て

い
る
光
景
を
見
ま
し
た
が
明
ら
か
に
動
き
方

が
違
う
の
で
比
較
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
瞬
間
、
私
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
ス
カ
ウ

ト
シ
ツ
プ
（
別
な
惑
星
の
探
査
用
円
盤
）
を

目
撃
し
た
の
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。
笑
は
私

に
と
っ
て
こ
れ
が
初
め
て
の
U
F
O
目
撃
で

あ
り
、
し
か
も
か
な
り
間
近
で
、
か
な
り
長

い
時
間
、
観
察
で
き
た
こ
と
は
幸
運
で
し
た
。

デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
午
後
の
時
間
、

ゆ
っ
く
り
と
素
晴
ら
し
い
風
景
の
中
を
過
ご

し
、
四
時
過
ぎ
に
全
員
で
引
き
返
す
途
中
、

も
う
一
度
風
景
を
見
ょ
う
と
振
り
返
っ
た
と

き
、
一
点
の
白
く
光
る
物
体
が
上
空
に
浮
か

ん
で
い
る
の
を
発
見
し
た
の
で
す
。

翌
日
、
パ
ロ
マ

｜
ガ
ー
デ
ン
ズ
で
は
天
候

に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
パ
ス
の
運
転

手
の
ジ
ヨ
シ
ユ
パ
さ
ん
が
、
昨
日
コ
ロ
ラ
ド

州
で
別
な
惑
星
の
母
船
が
出
現
し
た
ニ
ュ

ー

ス
を
C
N
N
放
送
が
流
し
て
い
た
と
語
っ
て

く
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
今
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
素
敵
な
旅
行
で
し
た
。

同
行
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
様
に
な
り

ま
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

－
R

岡
田

茂

（
追
記
）

一
月
一
日
の
朝
、
津
田
氏
と
と
も
に
宿
舎

の
部
屋
に
い
た
私
は
出
発
の
準
備
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
部
屋
の
カ
ー
テ
ン
を
あ
け
な
け

れ
ば
と
思
い
、

カ
ー
テ
ン
を
聞
い
て
外
を
見

る
と
、
加
藤
さ
ん
が
す
で
に
空
を
見
上
げ
て

い
ま
し
た
。
円
盤
が
出
た
ん
だ
！
と
思
い
、

急
い
で
津
田
氏
を
呼
び
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
て

双
眼
鏡
で
観
測
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
お
皿
の
よ
う
な
形
で
、

少
し
厚
み

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
物
体
の
表
面
に
三
個

所
の
丸
い
突
起
物
が
観
測
で
き
ま
し
た
。
物

体
は
銀
色
に
見
え
た
り
白
銀
に
見
え
た
り
黒

く
見
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

茂イラスト／岡田

＠ 

か
ふ
輝
－
u

樹
齢
鎖

、jt
γ
M
m－白け

「

－

A
わ
い
光
州
仏
バ

バ1
．・

’t

右
目
て
一
、

① 
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血1952年12月13日午前日時10分頃、米カリフォルニア州パロマ一山のパロマーガーデンズ

台地で、ジョージ・アダムスキーがEインチ反射望遠鏡にイハゲードレスデン手札判カメ

ラを装驚して撮影した金星の円盤（英語ではスカウトシップという）。直径約l日メートル

のこの観測機は大偲船に積載されて飛来し、地殻上空で発射されるE～ 3人乗りの小型機。

この写真を撮影したときには、アダムスキーの頭上に来てネガホルダーを投下した。之の

ネガホルダーは前月の11月E日日にデザートセンターの砂漠地績で金星人と会見したときに、

相手の要請に応じてアダムスキーが貸したもので、それを返却に来たのである。このネガ

を現像してアダムスキーは驚いた。そこには不思議な図形が多く織かれていたからである。

その後の研究により、この図形類は金星の大母船や円聖書の推進原理を表わした超高度な理

論であることが判明した。後に南アフリカのパシル・パンデンバーグがこれを解説して

磁気応用の重力場推進原理を発表したけれども謎の失Wf.をとげた。しかし日本GAP本部

役員の遠藤昭郎氏がこれを解読して電惚気応用の推進原理をつきとめており、その記事は

本誌にたびたび発表された。 。日本GAP

係議、
終霊童グ

4パロマ一山腹のパロマーガーデンズ（この場所

名はアダムスキーが名づけた）台地で、 6インチ

反射望遠鏡をのぞくアダムスキー。乙の望遠鏡は

友人であったパロマ一天文台職員のジョンソン博

士の母堂でアダムスキーの弟子であった女性が贈

ったもの。木製の手札判カメラが取り付けてある。

この台地は現在、オウク ・ノル ・キャンプグラウ

ンドと呼ばれて、車で天文台を見学に来る人達の

キャンプ地になっている。 。日本GAP
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自
宅
の
す
ぐ
近
く
ヘ
超
低
空
で
舞
い
降
り
た

ア
ダ
ム
ス
キ
｜
型
空
飛
ぶ
円
盤
を
目
撃
し
た

日
本
G
A
P会
員
男
性
の
迫
真
の
手
記
！

車
で
事
故
を
起
こ
す

私
は
何
度
も

U
F
O
を
目
撃
し
ま
し
た
が
、

一
番
最
初
に
見
た
の
か
ら
数
え
て
二
六
機
目

と
二
七
機
自
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

平
成
四
年
の
一
月
の
始
め
頃
、
私
は
車
で

家
を
出
ま
し
て
、

北
に
向
か
っ
て
走
っ
て
行

き
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
複
雑
な
話
が
あ
る
の

で
す
が
、
そ
の
当
時
、
一
つ
の
大
き
な
事
件

が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
が
原
因
で
単
独
事
故

を
起
こ
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
は
異
星
人
の

方
々
も
私
の
こ
と
を
心
配
し
て
、
い
つ
も
上

空
か
ら
見
つ
め
て
下
さ
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

特
に
私
の
命
が
危
険
だ
と
知
っ
た
か
ら
、
単

独
事
故
を
起
こ
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
ア
イ

ス
パ

l
ン
で
ス
リ
ッ
プ
し
た
の
で
す。
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秋
田
の
北
へ
た
ど
り
着
い
た
の
は
、
た
ぶ

ん
一
月
の
中
頃
だ
と
思
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
ブ

を
つ
づ
け
て
い
ま
す
と
、
前
方
に
軽
四
輪
の

ト
ラ
ッ
ク
と
パ
ン
の
車
が
走
っ
て
い
る
の
が

見
え
ま
し
た
。

そ
れ
で
私
は
ち
ょ
っ
と
何
か
お
か
し
い
な

と
い
う
感
じ
が
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
ま
ま

走
り
続
け
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
急
に
左
へ

ハ
ン
ド
ル
を
切
り
か
え
た
と
い
う
か
何
と
い

う
か
、
瞬
間
的
に
ハ

ン
ド
ル
を
切
っ
て
い
た

ん
で
す
。

す
る
と
衛
石
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
衛
石

を
乗
り
越
え
ま
し
て
、
前
輪
が
向
こ
う
側
へ

入
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
私
は
急

い
で
パ
ッ
ク
に
ギ
ヤ
を
入
れ
て
、
今
度
は
思

い
き
り
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
だ
わ
ザ
で
す
。

衛
石
の
高
さ
は
二
二
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
あ
り

ま
す
の
で
、
普
通
の
車
で
ゆ
っ
く
り
パ
ッ
ク

し
た
の
で
は
出
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
思
い
き

り
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
出
た
ん
で
す
。

そ
し
て
率
を
見
ま
し
た
ら
、
左
側
の
フ
エ

ン
ダ
ー
が
タ
イ
ヤ
に
触
れ
る
ほ
ど
に
グ
シ
ャ

ツ
と
つ
ぶ
さ
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を

修
理
す
る
の
に
ど
こ
か
広
い
場
所
は
な
い
か

な
と
思
っ
て
探
し
て
い
ま
し
た
ら
、
パ
ス
の

停
留
所
と
か
、
ド
ラ
イ
バ
ー
達
が
休
憩
を
と

る
広
い
場
所
が
あ
っ
た
の
で
、
私
は
車
を
動

か
し
て
、
そ
こ
へ
移
動
し
ま
し
て
、
そ
こ
で

修
理
を
す
る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
私
が
金
鋸
で
も
っ
て
フ
ェ
ン
ダ
ー

を
切
り
取
っ
て
タ
イ
ヤ
か
ら
雌
さ
な
い
と
タ

イ
ヤ
の
方
が
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
フ

エ
ン
ダ
l
の
鋭
く
と
が
っ
た
部
分
を
金
鋸
で

中里信彦

切
り
取
る
作
業
を
し
て
い
た
ん
で
す
。

巨
大
な

U
F
Oが
出
現

夜
中
の
一
二
時
頃
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す

が
、
ふ
と
目
を
空
に
向
け
ま
し
た
ら
、
そ
こ

に
巨
大
な
月
型
（
月
の
よ
う
な
模
様
の
あ

る）

U
F
O
と
で
も
言
う
の
で
し
ょ
う
か
、

そ
れ
が
い
ま
し
た
。
私
は
そ
ん
な
に
驚
い
た

と
い
う
感
じ
は
し
な
く
て
、
そ
の
ま
ま
作
業

を
続
け
ま
し
た
。

そ
う
し
て
、
二

1
三
時
間
た
っ
た
頃
で
し

ょ
う
か
、
ふ
と
ま
た
見
上
げ
ま
し
た
ら
、
ま

た
も
月
型
（
月
の
よ
う
な
模
様
の
あ
る
）
の

丸

い

も

っ

と

詳

し

く
話
し
ま
し
ょ
う
か
、

色
は
イ
エ
ロ
ウ
よ
り
も
澄
ん
だ
黄
土
色
で
し

ょ
う
か
、
そ
ん
な
色
を
し
て
い
ま
し
た
。
窓

ゃ
く
び
れ
な
ど
は
全
然
見
当
た
ら
ず
、
ツ
ル

ツ
と
し
た
物
で
し
た
。
見
上
げ
た
と
き
に

U

F
O
の
一扉
が
縦
に
内
側
に
向
か
っ
て
聞
い
て

い
た
ん
で
す
。
私
は
そ
こ
か
ら
何
が
出
て
来

る
の
か
な
あ
と
思
い
な
が
ら
、
ま
た
も
修
理

を
つ
づ
け
て
い
た
わ
け
で
す
。

男
女
の
異
星
人
？
が
来
る

そ
れ
で
フ
ェ
ン
ダ
ー
を
切
り
終
わ
っ
た
頃

に
外
車
の
オ
ー
プ
ン
カ
ー
が
来
た
ん
で
す
が
、

車
に
は
寒
い
の
に
男
性
は
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
の

セ
ー
タ
ー
を
着
て
お
り
、
女
性
は
ピ
ン
ク
の

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
を
着
て
男
性
の
横
に
乗
っ
て

い
ま
し
た
。
女
性
の
方
は
全
然
言
葉
を
発
し

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
男
性
の
方
が
「
何
か

お
手
伝
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
と
、

お
っ
し
ゃ
っ
た
ん
で
す
。

私
は
す
ぐ
に
相
手
が
異
星
人
で
あ
る
こ
と

を
確
信
し
ま
し
た
の
で
、

「
別
に
手
伝
っ
て

も
ら
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
こ

と
な
ら
自
動
車
の
修
理
工
を
呼
ん
で
下
さ
い

ま
せ
ん
か
」
と
言
っ
た
ら
、
「
あ
あ
、
い
い

で
す
よ
」
と
、
こ
こ
ろ
よ
い
返
事
を
さ
れ
ま

し
て
、
そ
の
ま
ま
立
ち
去

っ
た
わ
け
で
す
。

修
理
工
は
実
際
に
は
来
な
か
っ
た
ん
で
す

が
、
私
一
人
の
修
理
で
充
分
で
し
た
か
ら
、

修
理
を
終
え
て
か
ら
仮
眠
を
す
る
こ
と
も
な

く、

他
に
も
傷
の
つ
い
た
所
は
な
い
か
と
い

ろ
い
ろ
調
べ
て
い
ま
し
た
。

フ
ェ
ン
ダ
l
は
切
り
取
り
ま
し
た
が
、
車

体
の
凹
み
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
を
引

っ
張
っ
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
し
て
、
ト
ラ

ッ
ク
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
来
た
と
き
に
、
チ
ェ

ー
ン
を
用
い
て
車
体
の
凹
ん
だ
部
分
を
引
っ

張
り
出
そ
う
と
思
っ
て
、
エ
ン
ジ
ン
ル
｜
ム

を
あ
け
て
、
そ
こ
に
チ
ェ

ー
ン
を
通
し
て
、

引
っ
張
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。

私
が
セ
ン
タ
ー
ギ
ア

l
を
引
き
ま
し
て
、

ギ
ア
ー
を
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
、
ブ
レ
ー
キ
を

踏
ん
で
、
ガ
ツ
と
こ
ら
え
た
わ
け
で
す
。

し
か
し
引
っ
張
り
出
す
こ
と
は
出
来
な
く

て
、
チ
ェ
ー
ン
が
途
中
で
切
れ
た
ん
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
運
転
手
さ

ん
も
「
こ
の
車
に
は
乗
ら
な
い
ほ
う
が
い
い

で
す
よ
」
と
か
言
わ
れ
ま
し
た
。

で
も
私
は
修
理
工
を
や
っ
て
い
た
頃
に
い

ろ
ん
な
車
に
乗
っ
た
ん
で
す
。
ブ
レ
ー
キ
が

き
か
な
い
車
と
か
、
ほ
と
ん
ど
の
車
を
乗
り



こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

大
抵
の
車
は
ジ
ャ
ッ
キ
を
一
つ
し
か
積
み

込
ん
で
い
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
ジ
ャ
ッ
キ

が
欲
し
い
な
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
し
た

ら
パ
ス
が
通
り
か
か
り
ま
し
て
、
停
留
所
で

停
車
し
た
の
で
す
。
広
場
の
中
に
は
い
っ
て

行
き
ま
し
て
、
そ
こ
へ
停
車
し
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
パ
ス
の
運
転
手
さ
ん
に
「
ジ
ャ
ッ
キ

は
な
い
で
す
か
」
と
聞
い
た
ら
、
「
あ
り
ま

す
よ
L

と
い
う
こ
と
で
、
ジ
ャ
ッ
キ
を
借
り

る
こ
と
に
し
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
パ
ス

は
限
ら
れ
た
時
聞
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
ら
、

「
い
い
よ
、
こ
れ
は
あ
げ
る
よ
」
と
い
う
こ

と
で
、
ジ
ャ
ッ
キ
を
も
ら
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
修
理
を
続
け
た
わ
け
で
す
。

帰
っ
て
行
く
宇
宙
船
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そ
し
て
明
け
方
近
く
に
な
り
ま
し
て
、
ふ

と
目
を
宇
宙
船
に
向
け
た
わ
け
で
す
。
す
る

と
そ
の
宇
宙
船
が
タ
マ
ゴ
の
殻
の
よ
う
な
感

じ
で
、
宇
宙
へ
帰
っ
て
行
く
そ
の
場
面
を
ち

ょ
う
ど
見
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す

と
、
じ
よ
じ
よ
に
小
さ
く
な
り
な
が
ら
月
と

同
じ
よ
う
な
形
に
姿
を
変
え
て
い
っ
た
と
い

う
状
態
で
す
。

そ
れ
が
本
当
の
月
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
明

暗
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
し
て
、
地
球
の
海

と
大
陸
み
た
い
な
感
じ
で
す
。
私
は
直
接
地

球
を
外
か
ら
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

テ
レ
ビ
で
地
球
人
が
造
っ
た
宇
宙
船
か
ら
地

球
を
見
た
光
景
と
か
、
写
真
と
か
、
そ
ん
な

も
の
し
か
地
球
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
っ
ち
か
と
い
う
と
、
月
型
と
い
う
よ
り
も
、

地
球
型
（
地
球
の
表
面
を
見
た
よ
う
な
光

景
）
と
一
言
う
ほ
う
が
い
い
よ
う
な
感
じ
で
し

た。
そ
れ
を
見
て
い
ま
す
と
、
私
は
北
へ
向
か

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
物
体
は
東
の
方
へ

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
動
き
な
が
ら
、
バ
ス
停

の
所
に
あ
る
竹
ヤ
プ
の
か
や
け
に
隠
れ
る
よ
う

に
し
て
ス

1
ッ
と
消
え
て
行
き
ま
し
た
。
そ

れ
が
平
成
四
年
の
月
型
U
F
Oを
見
た
内
容

で
す
。

金
星
の
円
盤
が
至
近
距
離
に
来

た
！も

う
一
つ
の
目
撃
体
験
は
、
久
保
田
先
生

に
お
話
し
し
た
と
き
は
六
カ
月
品
別
で
し
た
が
、

今
か
ら
八
カ
月
ぐ
ら
い
前
で
し
ょ
う
か
、
私

の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
五
階
で
す
が
、
私
が

た
ま
た
ま
ベ
ラ
ン
ダ
側
の
ガ
ラ
ス
戸
を
あ
げ

て
降
り
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
な
に
げ
な
く
窓
の
外
を
見
た
瞬
間

に
、
金
星
の
ス
カ
ウ
ト
シ
ツ
プ
を
見
ま
し
た
。

（
編
注
H
ス
カ
ウ
ト
シ
ッ
プ
と
い
う
の
は
、

ア
ダ
ム
ス
キ
l
型
小
型
円
盤
の
英
語
名
）

し
か
も
窓
を
通
じ
て
内
部
が
素
通
し
に
見
え

る
ん
で
す
。
異
星
人
達
は
見
え
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
内
部
に
雲
み
た
い
な
も
の
が
湧
い
て

い
ま
し
て
、
パ
ネ
ル
だ
と
か
人
間
違
を
隠
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
見
え
た
の
は
ペ
ン
チ

で
す
。
中
心
を
取
り
囲
む
よ
う
に
置
い
て
あ

る
曲
が
っ
た
ベ
ン
チ
の
一
つ
が
見
え
た
の
で

す
。
も
う
一
つ
の
ベ
ン
チ
は
、
ほ
ん
の
ち
ょ

っ
と
角
の
所
が
見
え
た
だ
け
で
し
た
。

何
の
目
的
か
自
分
で
も
よ
く
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
私
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
空
中
に
向
か
っ

て
「
異
星
人
の
方
々
へ
。
聞
こ
え
ま
す
か
？

も
し
急
ぎ
の
用
事
が
な
け
れ
ば
、
私
の
所
へ

現
わ
れ
て
下
さ
い
」
と
年
中
、
心
の
中
で
テ

レ
パ
シ
ー
で
言
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、

そ
れ
で
も
っ
て
現
わ
れ
た
確
率
は
高
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
全
部
で
二
七
機
U
F
O
を
見
て
い

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
二
つ
を
お
話
し
し
ま

し
た
。

最
初
に
見
た
U
F
O

つ
い
で
な
が
ら
一
番
最
初
に
見
た

U
F
O

に
つ
い
て
お
話
し
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す。
一
九
七

O
年
の
冬
の
こ
と
で
す
。
あ
る
夜
、

眠
れ
な
い
の
で
窓
の
戸
を
あ
け
て
い
た
ん
で

す
。
そ
し
て
私
の
家
か
ら
五

i
六
0
メ
ー
ト

ル
の
所
を
国
道
一
六
号
線
が
前
を
通
っ
て
い

て
、
私
の
所
か
ら
小
さ
な
市
道
を
通
っ
て
左

の
方
が
柏
市
に
な
り
ま
す
。
右
は
ま
っ
す
ぐ

行
け
ば
千
葉
大
学
の
方
へ
行
き
ま
す
。
西
千

葉
の
方
で
す
ね
。

そ
の
と
き
が
最
初
の
目
撃
だ
っ
た
の
で
す

が
、
ふ
と
な
に
げ
な
く
国
道
の
方
を
見
ま
し

た
ら
、
樹
木
の
葉
は
全
部
下
に
落
ち
て
、
見

通
し
が
よ
く
な
っ
て
、
国
道
が
よ
く
見
え
る

ん
で
す
。

何
月
だ
っ
た
か
記
憶
が
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
見
た
物
は
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
の
物
体
も
満
月
の
よ
う
な
色
で
し
た
。

国
道
一
六
号
線
の
上
空
を
西
千
葉
の
方
へ
ゆ

っ
く
り
と
動
い
て
行
く
の
で
す
が
、
真
ん
丸

で
し
て
、
動
い
て
行
く
方
向
は
、
私
の
体
で

言
え
ば
左
か
ら
右
へ
ゆ
っ
く
り
と
動
い
て
行

く
方
向
の
右
側
に
、
三
日
月
の
真
っ
赤
な
色

に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。

私
は
最
初
は
何
を
見
て
い
る
の
か
よ
く
分

か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
明
く
る
朝
に
な

り
ま
し
て
、
異
星
人
か
ら
呼
び
か
げ
が
あ
っ

た
ん
で
す
。
「
外
へ
出
て
来
な
さ
い
。
外
へ

出
て
来
な
さ
い
L

と
何
度
も
呼
び
か
け
が
あ

nノ
宇
品

l
u
h
ι

。

し
か
し
私
は
そ
れ
が
怖
く
て
出
て
行
か
れ

な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の
声
も
ス
ピ
ー
カ

ー
の
よ
う
な
声
で
は
な
く
て
、
私
の
心
に
直

接
働
き
か
け
る
テ
レ
パ
シ
ー
で
す
。
そ
の
声

が
私
の
心
に
直
接
働
き
か
げ
ま
し
た
。

し
か
し
私
は
出
て
行
か
な
か
っ
た
ん
で
す
。

そ
れ
が
私
が
最
初
に
目
撃
し
た
U
F
O
で
し

た。U
F
O
、
六
時
間
の
滞
空
！

も
う
少
し
詳
し
く
お
話
し
し
た
い
こ
と
が

一一

1
三
あ
り
ま
す
の
で
、
つ
け
加
え
ま
し
ょ

h

つ。
平
成
四
年
に
見
た
と
き
の
物
体
の
滞
空
時

聞
は
約
六
時
間
で
す
。
そ
の
時
間
中
、
頭
上

に
滞
空
し
て
い
ま
し
た
。
八
カ
月
ぐ
ら
い
前

の
目
撃
は
、
見
た
時
聞
は
何
秒
か
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
た
ぶ
ん
五
秒
間
ぐ
ら
い
で
す
。

そ
し
て
一
番
最
初
に
見
た
U
F
O
は
、
時

聞
に
し
て
一
一
一

1
三
秒
間
で
す
。



頻
繁
に
U
F
Oを
見
る
特
殊
人
聞
の
筆
者
は
、

今
年
一
月
ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
国
以
来
、
連
続

U
F
Oを
目
撃
。
特
に
サ
イ
ン
と
し
て
知
ら

れ
る
奇
妙
な
現
象
を
見
た
。

ス
ペ
ー
ス
ピ
l
プ
ル
来
訪
の
夢

今
年
一
月
四
日
に
デ
ザ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
旅

行
か
ら
帰
国
し
て
以
来
、
私
の
周
辺
で
は
以

前
に
も
ま
し
て
不
思
議
な
現
象
が
相
次
い
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

本
号
の
冒
頭
記
事
「
U
F
O頻
出
の
デ
ザ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
！
」
で
も
ど
報
告
さ
せ
て
頂

い
た
と
お
り
、
個
人
的
な
U
F
O
の
目
撃
の

他
に
も
、
帰
国
直
後
か
ら
夢
の
中
で
ス
ペ

ー

ス
ピ
l
プ
ル
の
方
々
や

U
F
O
が
た
び
た
び

現
わ
れ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
ぜ
か
昨
年
一
年
間
は
夢
の
中
で
の
交
流

が
例
年
よ
り
も
少
な
く
感
じ
ら
れ
、
大
変
寂

し
い
思
い
を
し
て
い
た
の
で
す
。

し
か
し
一
月
五
日
（
帰
国
の
翌
日
）
の
朝

に
、
四
人
の
ス
ペ
ー
ス
ピ
l
プ
ル
が
や
っ
て

く
る
夢
を
見
て
か
ら
は
、
彼
ら
の
新
し
い
ア

プ
ロ

ー
チ
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
予
感
さ
せ
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
の
日
の
う
ち
に

U
F
O
を

目
撃
し
た
事
実
は
、
私
に
大
き
な
自
信
を
芽

生
え
さ
せ
ま
し
た
。

逆

U
の
字
の
予
知
夢
が
実
現

一
月
一
一
日
に
は
川
崎
市
に
て
青
空
を
飛

刻
す
る

U
F
O
を
目
撃
し
、
録
影
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

つ
づ
く
一
月
一二

日
に
は
通
勤
途
中
で

U

F
O
を
目
撃
し
、
ま
た
同
日
の
昼
過
ぎ
に
は

写
真
に
あ
る
と
お
り
の
U
F
O
の
典
型
的
な

サ
イ
ン
も
出
現
し
ま
し
た
。

こ
の
サ
イ
ン
雲
に
関
し
て
は
久
保
田
先
生

や
秋
山
田県
人
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
さ
ま
ざ

ま
な
形
状
が
あ
り
ま
す
が
、
私
が
経
験
し
た

限
り
で
は
、
こ
の
写
真
の
よ
う
に
、
サ
イ
ン

と
し
て
の
形
状
が
ハ
ツ
キ
リ
と
し
て
お
り
、

ま
た
他
の
雲
と
比
較
し
て
も
、
そ
の
形
が
一

定
時
間
崩
れ
な
い
、
サ
イ
ン
自
体
が
脈
動
し

て
い
る
、
ま
た
は
光
っ
て
い
る
な
ど
の
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

後
に
な
っ
て
手
帳
を
調
べ
て
み
ま
し
た
と

こ
ろ
、
こ
の
目
撃
に
関
し
て
は
予
知
夢
と
い

う
べ
き
メ
モ
を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
こ

の
目
撃
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
週
間
前
の
一
月
一

四
日
に
見
た
夢
で
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

「
U
F
O
が
放
つ
光
で
作
ら
れ
た
逆
U
の
字

の
サ
イ
ン
が
空
中
を
動
い
て
い
る
」

ま
た
こ
の
日
の
夜
八
時
頃
に
都
内
に
あ
る

G
社
の
編
集
部
へ
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
に
立

ち
寄
っ
た
と
き
に
は
、
実
際
に
オ
レ
ン
ジ
色

に
光
る

U
F
Oを
目
撃
し
ま
し
た
。

未
来
透
視
現
象
が
発
生

さ
て
今
回
の
撮
影
に
関
し
て
は
、

U
F
O

の
目
撃
と
同
様
に
、
強
烈
な
印
象
が
先
立
っ

て
わ
き
起
こ
っ
て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
自
身
、
大
変
篤
い
て
い

る
事
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
撮
影
の
数

分
前
に
、
突
然
額
の
あ
た
り
に
円
盤
の
映
像

が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
見
え
た

か
ら
で
す
。

イ
メ
ー
ジ
ま
た
は
空
想
に
し
て
は
あ
ま
り

に
鮮
明
で
、
し
か
も
突
然
の
出
来
事
だ
っ
た

の
で
少
々
戸
惑
い
ま
し
た
が
（
た
だ
し
歩
行

中
の
通
常
の
風
景
は
正
常
に
見
え
て
お
り
、

不
快
感
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）
、
な

お
も
駅
の
方
へ
歩
い
て
行
く
と
、
今
度
は
眼

前
の
空
中
に
写
真
の
よ
う
な
サ
イ
ン
を
見
つ

け
た
と
い
う
次
第
で
す
。

じ
つ
は
、
こ
の
よ
う
な
目
撃
に
至
る
特
殊

な
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
て
は
、
自
分
に
と

っ
て

重
大
な
局
面
で
何
度
か
経
験
し
て
お
り
ま
し

て
、
特
に
ス
ペ
ー
ス
ピ

1
プ
ル
に
テ
レ
パ
シ

・

ー
で
個
人
的
に
強
烈
に
呼
び
か
け
た
り
し
た

と
き
と
か
、
彼
ら
が
意
図
的
に
見
せ
て
下
さ

る
と
き
に
は
、
こ
の
よ
う
な
映
像
が
見
え
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
い
つ
も
そ
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

通
常
の
出
現
や
目
撃
に
伴
う
感
覚
以
外
に
映

像
が
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
か
ら
。

繋
明
会
メ
ン
バ
ー
達
も

U
F
O

を
見
る

ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
後
の
不
思
議
な
体
験

は
私
だ
け
で
は
な
く
、
参
加
メ
ン
バ
ー
で
あ

っ
た
大
根
田
君
や
岡
田
君
ら
も
目
撃
し
て
お

り
、
特
に
二
月
一
一
日
に
は
埼
玉
県
の
大
宮

市
に
お
い
て
、
五
分
間
に
も
わ
た

っ
て
空
中

に
滞
空
し
て
い
る

U
F
O
を
目
撃
し
た
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

こ
の
U
F
O
は
回
転
し
て
い
る
の
か
、
船

体
の
色
が
白
と
黒
と
に
変
化
し
、
途
中
で
見

え
な
く
な
っ
た
り
、
ま
た
出
現
し
て
同
じ
パ

タ
ー
ン
を
く
り
返
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

埼
玉
県
方
面
で
は
四
月
に
開
催
予
定
の
U

F
O写
真
展
や
本
誌
の
直
販
活
動
で
、
日
本

G
A
P
本
部
役
員
を
は
じ
め
、
察
明
会
の
メ

ン
バ

ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
と
し
て
精
力
的

に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

久
保
田
先
生
は
こ
れ
ら
の
報
告
か
ら
、
ス

ペ
ー
ス
ピ
l
プ
ル
が
祝
福
の
意
味
で
出
現
し

て
下
さ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
、
こ
れ
か

ら
も
出
現
は
つ
づ
く
だ
ろ
う
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

こ
の
目
撃
に
つ
い
て
、
第
一
発
見
者
の
大

根
回
君
は

「
な
ん
と
な
く
上
空
が
気
に
な
っ

て
見
上
げ
た
ら
、
そ
こ
に

U
F
O
が
い
た
」

と
証
言
し
て
い
ま
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
ピ
l
プ

ル
の
方
々
が
発
す
る
テ
レ
パ
シ
ッ
ク
な
印
象

や
波
動
を
正
確
に
受
け
取
る
方
法
に
つ
い
て

の
最
良
の
テ
キ
ス
ト
は
、
ア
ダ
ム
ス
キ
l
の

書
物
、
特
に
全
集
第
二
巻

『超
能
力
開
発



法
』
や
第
三
巻

『生
命
の
科
学
』
の
中
に
詳

述
し
て
あ
り
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
大
阪
支
部
の
感
覚

開
発
実
践
法

そ
の
実
践
に
つ
い
て
の
重
要
性
に
つ
い
て

は
、
去
る
二
月
一
六
日
に
行
な
わ
れ
た
大
阪

支
部
の
月
例
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て
頂
い

た
際
に
非
常
に
強
く
感
じ
ま
し
た
し
、
ま
た

勉
強
に
も
な
り
ま
し
た
。

平
塚
代
表
の
指
導
に
よ
る
宇
宙
の
意
識
か

ら
来
る
印
象
の
感
受
法
に
つ
い
て
の
重
要
性

の
お
話
は
興
味
深
く
、
出
席
者
全
員
に
よ
る

透
視
実
験
や
テ
レ
パ
シ
ー
実
験
は
、
い
ず
れ

も
ア
ダ
ム
ス
キ
l
の
宇
宙
哲
学
を
ぺ

1
ス
に

し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
延
長
上
で
大
阪
の

会
員
の
方
々
は
頻
繁
に

U
F
O
を
目
撃
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
な
と
い
う
こ
と
が
よ
く

理
解
で
き
ま
し
た
。

ま
た
驚
く
べ
き
は
、
今
回
の
私
の
大
阪
行

き
は
事
前
に
現
地
に
連
絡
も
せ
ず
に
内
密
に

し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
誰
も
知
る
人
は
い

な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
す
が
、
平
塚
代
表
、

宇
野
副
代
表
の
ほ
か
数
名
の
会
員
の
方
々
が

朝
か
ら
「
今
日
の
月
例
セ
ミ
ナ
ー
に
は
何
か

珍
し
い
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
印
象

で
感
じ
取
っ
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
1

と
こ
ろ
で
、
支
部
の
会
場
に
は
宇
宙
の
意

識
に
関
す
る
六
カ
条
か
ら
成
る
標
語
が
貼
ら

れ
て
お
り
、
特
に

「
宇
宙
の
意
識
を
完
全
に

信
頼
し
ま
し
ょ
う
L

と
い
う
文
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

震
災
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
平
塚
代
表
を
は

じ
め
と
す
る
日
本
G
A
P会
員
の
皆
さ
ん
の

精
神
的
な
支
え
や
べ

l
ス
は
、
や
は
り
宇
宙

の
意
識
な
の
だ
！
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら
た

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

帰
国
後
の
こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
、
私
に

と
っ
て
ア
ダ
ム
ス
キ
l
氏
が
説
い
た
こ
の
素

晴
ら
し
い
宇
宙
の
法
則
に
関
す
る
哲
学
を
、

も
っ
と
身
近
な
喜
び
に
し
て
ゆ
け
る
よ
う
に
、

U
F
O
や
ス
ペ
ー
ス
ピ

l
プ
ル
の
存
在
を
今

以
上
に
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も
活
動

を
っ
さ
つ
け
て
ゆ
き
た
い
と
患
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
空
中
の
サ
イ
ン
に
関
し
て
は
、
三
年

前
に
な
り
ま
す
が
、
久
保
田
先
生
、
前
本
部

役
員
の
田
中
淳
氏
と
私
の
三
人
で
デ
ザ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
と
メ
キ
シ
コ
の
テ
ィ
フ
ア
ナ
へ
旅

行
し
た
と
き
に
も
、

テ
イ
フ
ァ
ナ
で
逆

U
の

字
の
サ
イ
ン
が
現
わ
れ
て
撮
影
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
本
誌
一
二
五
号
五
頁
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
編
注
H
宇
宙
の
意
識
と
い
う
の
は
ア
ダ
ム

ス
キ

l
の
造
語
で
宇
宙
の
創
造
主
ま
た
は
神

と
も
い
う
べ
き
意
味
。
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
に
よ

れ
ば
人
体
を
生
か
す
宇
宙
の
意
識
か
ら
マ
イ

ン
ド
（
心
）
に
来
る
印
象
を
感
受
す
る
カ
を

開
発
す
れ
ば
テ
レ
パ
シ
ー
や
遠
隔
透
視
そ
の

他
の
超
常
能
力
を
開
発
で
き
る
が
、
地
球
人

は
こ
の
理
論
を
知
ら
ず
分
裂
し
た
マ
イ
ン
ド

だ
け
で
生
き
て
い
る
た
め
に
一
寸
先
は
閣
と

い
う
盲
目
状
態
に
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
偉

大
な
ス
ペ
ー
ス
ピ

l
プ
ル
は
こ
の
超
常
能
力

の
凄
い
力
を
持
っ
て
い
る
。
詳
細
は
新
ア
ダ

ム
ス
キ
｜
全
集
第
二
巻

『超
能
力
開
発
法
』

と
第
三
巻
『
生
命
の
科
学
』
に
解
説
）
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筆
者
・
橋
本
氏
は
ア
メ
リ
カ
・
ボ
ス
ト
ン
在

住
の
音
楽
家
。
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
名
奏
者
で

ジ
ャ
ズ
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ま
で
こ
な
し
、
一

流
バ
ン
ド
と
共
演
し
て
活
躍
し
て
い
る
が
、

日
本
G
A
Pの
熱
意
あ
る
会
員
で
も
あ
る
。

①
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。
ア
ダ
ム
ス
キ
1
全

集
や
本
誌
を
通
じ
て
久
保
田
先
生
に
、
ア
ダ

ム
ス
キ
ー
に
、
全
宇
宙
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
先
生
や
そ
の
他
の
日
本
G
A
P
の

会
員
の
人
達
に
は
、
も
う
何
度
も
会
っ
た
こ

と
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

と
き
ど
き
友
達
と
ア
ダ
ム
ス
キ
l
哲
学
や

U
F
O
の
こ
と
を
語
り
合
う
よ
う
に
な
り
ま

し
て
、
そ
の
う
ち
の
高
橋
大
（
ま
さ
る
）
君

（
ギ
タ
l
奏
者
）
と
い
う
人
が
ア
ダ
ム
ス
キ

ー
全
集
全
一

O
巻
を
注
文
し
た
い
と
言
っ
て

き
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
（
僕
の
ア
ダ
ム
ス
キ
l
の
本
を
借
り
て

読
む
う
ち
に
彼
も
欲
し
く
な
っ
た
の
で
す
）
。

と
き
ど
き
友
人
達
に
ア
ダ
ム
ス
キ
l
全
集
を

紹
介
し
た
り
し
て
、
な
か
に
は
一
頁
も
読
ま

な
い
人
か
ら
高
橋
君
の
よ
う
に
「
こ
れ
は
本

物
中
の
本
物
だ
！
」
と
言
っ
て
、
も
っ
と
深

く
入
っ
て
ゆ
く
人
ま
で
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、

少
し
で
も
宇
宙
の
真
理
を
求
め
る
人
が
ふ
え

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

⑫
早
速
ご
返
事
と
書
籍
類
を
送
っ
て
頂
い
て

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
近
く
の
郵
便
局
へ

高
橋
君
と
二
人
で
大
喜
び
し
て
本
を
受
け
取

り
に
行
き
ま
し
た
。
二
日
間
ほ
ど
本
を
読
み

ふ
け
っ
て
お
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
暮
ら
し
も
七
年
目
に
な
り
ま
す

が
、
い
つ
も
人
種
差
別
、
社
会
問
題
、
宗
教

関
の
争
い
に
直
面
し
て
い
ま
し
て
、
四
年
ほ

ど
前
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
暮
ら
し
に
疑
問
を

持
ち
始
め
て
、
一
生
を
ど
の
よ
う
に
ど
こ
で

過
ご
し
た
も
の
か
と
思
い
悩
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
ふ
と
し
た
こ
と
で
日
本
に
帰
っ
た
友
人

が
ア
ダ
ム
ス
キ
1
全
集
の
う
ち
の
第
四
巻
を

く
れ
ま
し
て
、
そ
う
い
え
ば
子
供
の
墳
に
U

F
O
を
見
た
な
あ
と
思
い
な
が
ら
本
を
読
み

だ
す
と
と
も
に
大
変
な
興
奮
を
覚
え
て
コ
」

れ
ぞ
真
実
で
我
々
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
L

と
直

感
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
よ
う
と
し
て
い

る
日
本
の
友
人
に
頼
ん
で
全
集
を
買
っ
て
き

て
も
ら
っ
て
以
来
、
ど
れ
だ
け
こ
れ
ら
の
書

物
に
助
け
ら
れ
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
音
楽
を
通
し
て
世
界
平
和
、
人

類
愛
、
宇
宙
的
な
カ
ル
マ
を
少
し
で
も
表
現

で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
特
に
意
識
し
て
、
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
音
楽
に
参
加
す
る
よ
う
に
し

て
、
ロ
ー
カ
ル
の
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ズ
、

R
＆
B
等
、
何
で
も

や
り
ま
す
。
今
現
在
は
ア
メ
リ
カ
の
ト
ッ
プ

四
O
バ
ン
ド
、
プ
ラ
ジ
リ
ア
ン
、
デ
キ
シ
l

ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
、
フ
リ
l
ジ
ャ
ズ
、
ア
フ
リ

カ
ン
グ
ル
ー
プ
、
ブ
ル
ー
ス
パ
ン
ド
が
主
な

活
動
で
、
今
は
ま
だ
自
分
自
身
の
音
楽
を
表

現
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
参
加
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
し
て
い
る

段
階
で
、
ソ
ウ
ル
で
は
ア
レ
サ
・
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
、
ジ
ャ
ズ
で
は
ク
ラ
l
ク
・
テ
リ
l
等

の
共
演
者
が
日
本
で
知
ら
れ
て
い
る
人
達
で

す
。
久
保
田
先
生
の
音
楽
の
お
話
を
手
紙
で

う
か
が
っ
て
本
当
に
オ
ド
ロ
キ
ま
し
た
。
と

い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
自
分
に
関
係
の
あ

る
こ
と
ば
か
り
な
の
で
す
（
中
略
）
。

ア
ダ
ム
ス
キ
l
哲
学
は
す
ご
い
光
を
放
っ

て
い
ま
す
。
ユ

l
コ
ン
誌
一
三
回
号
の
一
九

頁
の
記
事
が
一
九
五

0
年
代
に
書
か
れ
た
も

の
だ
な
ん
て
本
当
に
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
い

つ
も
世
界
の
最
新
情
報
に
接
し
て
い
る
気
に

な
り
ま
す
。
や
は
り
本
物
は
常
に
本
物
で
、

隠
さ
れ
て
い
て
も
自
然
に
上
に
出
て
く
る
力

が
あ
る
の
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
前
、
イ
ブ
ラ
ヒ
マ
・
カ
マ
ラ
と
い
う

ア
フ
リ
カ
ン
ド
ラ
ム
の
マ
ス
タ
ー
と
話
し
た

と
き
に
も
、
彼
が
言
う
に
は
「
本
物
は
愛
と

尊
敬
と
規
律
に
支
え
ら
れ
て
い
る
L

と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
音
楽
に
つ
い
て
も
同
じ
だ

と
思
い
ま
す
。
い
つ
か
本
当
に
ア
ダ
ム
ス
キ

ー
が
全
世
界
に
知
ら
れ
る
の
も
時
間
の
問
題

と
い
う
気
が
し
ま
す
。
今
再
度
久
保
田
先
生

の
啓
蒙
活
動
に
感
謝
致
し
ま
す
。
本
当
に
い

つ
か
お
会
い
で
き
た
ら
と
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

③
新
年
明
け
一
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
た
び
の
会
費
の
お
取
り
計
ら
い
を

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
高
橋
君
と
共

に
喜
ん
で
い
ま
す
。
今
回
二
ニ
五
号
ユ

1
コ

ン
誌
の
Z
氏
の
記
事
に
は
感
嘆
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
験
を
し
て
い
る
人

が
い
る
な
ん
て
本
当
に
嬉
し
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
同
様
の
コ
ン
タ
ク
ト
が

増
え
て
世
界
中
の
人
々
が
真
実
に
直
面
で
き

る
こ
と
を
す
ご
く
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
編
注
日
筆
者
か
ら
は
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ

の
一
流
バ
ン
ド
と
の
共
演
を
録
音
し
た
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
二
本
が
送
ら
れ
て
き
た
が
、
い

ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
あ
っ
た
）

ユ
l
コ
ン
誌
に
僕
の
音
楽
活
動
が
載
る
な

ん
て
少
し
恥
ず
か
し
い
気
も
し
ま
す
が
、
ほ

と
ん
ど
嬉
し
い
気
持
ち
で
す
。
ア
レ
サ
と
ク

ラ
l
ク
と
の
共
演
は
、
両
方
共
一
九
九
三
年

で
、
当
時
、
ジ
ョ
セ
フ
・
マ
ー
フ
ィ
ー
博
士

の
本
な
ど
に
出
会
っ
て
「
心
に
強
く
思
い
描

く
こ
と
は
必
ず
実
現
す
る
」
と
い
う
こ
と
を

信
じ
始
め
て
、
同
じ
頃
、
ア
ダ
ム
ス
キ
l
全

集
の
『
U
F
O問
答
集
』
に
出
会
い
。
ま
し
た
。

ア
レ
サ
の
仕
事
の
電
話
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、

彼
女
の
テ
1
プ
を
聴
い
て
い
ま
し
て
、
そ
の

バ
ン
ド
で
吹
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
想
像
し
て

い
ま
し
た
。
ク
ラ
l
ク
・
テ
リ
1
は
ジ
ャ
ズ

が
ど
う
い
う
音
楽
か
知
ら
な
か
っ
た
頃
か
ら

の
フ
ァ
ン
で
し
た
の
で
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
黄
金
の
音
で
し
た
。

（
編
注
H
ア
レ
サ
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
ア
メ

リ
カ
の
ソ
ウ
ル
音
楽
の
超
一
流
黒
人
歌
手
。

『
愛
の
フ
リ
l
ウ
ェ
イ
』
『
愛
の
お
と
ず
れ
』
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等
は
大
ヒ
ッ
ト
曲
。
ク
ラ
l
ク

・
テ
リ
l
は

名
高
い
ジ
ャ
ズ
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
）

お
送
り
し
た
演
奏
テ
l
プ
は
デ
ッ
キ
の
調

子
が
良
く
な
か
っ
た
の
で
録
音
の
出
来
は
今

一
歩
で
す
が
、
ア
イ
デ
ア
を
受
け
取
っ
て
頂

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
日
本
G
A
P
の
会
員
の

皆
様
方
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
下
さ
い
。

（
編
注
H
筆
者
は
大
阪
府
の
出
身
。

小
学
生

の
頃
、
交
野
小
学
校
の
校
庭
で
野
球
の
練
習

中
に
数
機
の

U
F
O
を
仲
間
と
一
緒
に
目
撃

し
て
お
り
、
そ
の
詳
細
は
本
誌
一
二
六
号
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ア
ダ
ム
ス
キ
｜
哲
学
の

実
践
者
で
、
特
に
イ
メ
ー
ジ
法
を
応
用
し
て

願
望
を
よ
く
実
現
さ
せ
て
い
る
）

A橋本恵一氏。

GAP”Japan Featured on TV ・日本GAPテレビ出演・
臼本GAP本部の久保田八郎会長ほか役員、会員

数名は、デジタル衛星放送パーフェクTVの「モ
ンド21」に出演。去る l月間日に放映され、極め

てまじめな番組として好評を博した。中列の下は

講演中の久保田八郎会長。右列の上からUFOの

推進原理を説明する遠様昭則本部役員、加藤純一

本部役員、会員長老の清水南氏。左列の上は役員

の会田裕子、城真美子。
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東
京
月
例
セ
ミ
ナ
ー
盛
況

東
京
本
部
が
（
原
則
と
し
て
）
毎
月
第
一

日
限
日
に
開
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
は
盛
況
を
笠

し
て
い
る
。
毎
回
久
保
田
会
長
が
ア
ダ
ム
ス

キ
l
の
宇
宙
哲
学
と

U
F
O
問
題
に
つ
い
て

講
演
を
行
な
う
ほ
か
、
会
員
の
講
演
、
テ
レ

パ
l
開
発
練
習
、

U
F
O
ビ
デ
オ
映
写
、
質

疑
応
答
申
守
、
盛
り
沢
山
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
午

後

一
時
よ
り
五
時
ま
で
開
催
。
会
場
は
都
内

港
区
東
京
タ
ワ
｜
前
の
機
械
振
興
会
館
六
階

六
七
号
室
。

今
年
四
月
よ
り
は
テ
キ
ス
ト
な
し
で
会
長

独
自
の
公
開
講
演
を
行
な
う
予
定
で
あ
っ
た

が
、
や
は
り
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
の
基
調
を
保
つ

た
め
に
一
応
テ
キ
ス
ト
と
し
て
新
ア
ダ
ム
ス

キ
l
全
集
第
七
巻

『
一
二
世
紀
の
宇
宙
哲

学
』
を
解
説
し
、
同
時
に
会
長
独
自
の
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
話
題
が
展
開
す
る
。
ま

た
ビ
デ
オ
映
写
も
迫
力
あ
る
も
の
を
選
択
映

写
す
る
。
入
場
は
日
本
G
A
P
会
員
で
な
く

て
も
可
能
。
詳
細
に
つ
い
て
は
巻
末
の
月
例

セ
ミ
ナ
ー
案
内
を
参
照
。

－
R

フ
ラ
ン
ス
ヘ
U
F
Oビ
デ
オ
提
供

先
般
フ
ラ
ン
ス

・
パ
リ
l
の
有
名
テ
レ
ビ

局
が
世
界
の
U
F
O
問
題
を
取
り
上
げ
る
企

画
の
た
め
、
日
本
G
A
P
に
U
F
O
を
械
影

し
た
ビ
デ
オ
の
提
供
要
請
が
あ
っ
た
の
で
、

日
本
G
A
P
は
数
年
前
総
会
翌
日
の
観
光
で

都
内
浅
草
で
廠
影
さ
れ
た
U
F
O
、
江
戸
川

区
の
久
保
田
会
長
宅
か
ら
撮
影
さ
れ
た
U
F

O
、
九
五
年
九
月
に
会
長
が
ワ
シ

ン
ト
ン
市

の
ア
ダ
ム
ス
キ
！
大
会
で
講
演
を
行
な

っ
た

翌
日
、
同
行
し
た
繋
明
会
メ
ン
バ
ー
が
ニ
ユ

ー
ヨ
l
ク
で
撮
影
し
た
U
F
O
、
今
年
一
月

一
目
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
デ
ザ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
へ
行
っ
た
察
明
会
が
宿
舎
の
パ

l
ム

ス
プ
リ
ン
グ
ズ
で
撮
影
し
た
U
F
O
等
を
収

録
し
た
ビ
デ
オ
を
フ
ラ
ン
ス
人
日
本
G
A
P

会
員
M
・
ジ
ル
ガ
l
氏
経
由
で
発
送
し
た

0

4
R

日
本
G
A
P、
パ

l
フ
エ
ク

T
Vに
出
演

去
る

一
月
二
四
日
に
放
映
さ
れ
た
デ
ジ
タ

ル
衛
星
放
送
パ
l
フ
ェ
ク
T
V
の

『
モ
ン
ド

幻
』
と
題
す
る
番
組
に
、
日
本
G
A
P
の
久

保
田
会
長
と
数
名
の
幹
部
が
出
演
。
会
長
の

ア
ダ
ム
ス
キ
1
問
題
に
関
す
る
講
演
、
遠
藤

本
部
役
員
に
よ
る
U
F
O
の
推
進
方
式
の
研

究
開
発
、
加
藤
本
部
役
員
幹
事
に
よ
る
U
F

O
写
真
展
会
場
に
お
け
る
説
明
、
そ
の
他
女

性
会
員
に
対
す
る
取
材
等
、
非
常
に
ま
じ
め

な
番
組
と
し
て
大
好
評
を
博
し
た
。
ま
る
で

N
H
K
3
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
教
育
番
組
の
よ
う

な
真
剣
な
内
容
だ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
「
ア
マ
ゾ
ン
」
の

羽
田
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
取
材
編
集
し
た
も
の
。

＊
ま
た
も
U
F
O写
真
展
を
開
催

昨
年

一
二
月
末
か
ら
二
週
間
、
都
内
池
袋

の
パ
ル
コ
で
日
本
G
A
P
は
写
真
展
を
開
催

し
て
大
好
評
を
博
し
た
が
、
ま
た
も
今
年
四

月
二
日
か
ら
八
日
ま
で
今
度
は
埼
玉
県
川
越

市
の

『県
民
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
川
越
』
で
開

催
し
た
。
結
果
は
本
号
編
集
ま
で
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
が
盛
況
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
る
。

＊
第

一
回
福
山
支
部
大
会
開
催

福
山
支
部
は
発
足

一
年
半
に
し
て
今
年
五

月
二
五
日
に
広
島
県
福
山
市
で
第

一
回
大
会

を
開
催
す
る
。
こ
れ
は
同
支
部
代
表
の
楽
町

雅
則
氏
と
熱
心
な
支
部
会
員
が
結
束
し
て
実

現
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
で
、
盛
大
な
大
会
が

予
想
さ
れ
る
。
詳
細
予
告
は
本
誌
四
七
頁
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
東
京
か
ら
は
G
A
P
内

の
支
援
グ
ル
ー
プ
繋
明
会
の
メ
ン
バ

ー
約
一

O
名
が
会
長
に
同
行
し
、
大
阪
支
部
か
ら
も

平
塚
代
表
以
下
約
一

O
名
が
参
加
の
予
定
と

い
う
。
盛
況
が
期
待
さ
れ
る
。

－
R

日
本

G
A
P海
外
研
修
旅
行
を
再
開

日
本
G
A
P
は
過
去
約
二
0
年
間
、
毎
年

海
外
研
修
旅
行
を
実
施
し
て
い
た
が
、
今
年

も

一一

月
に
再
開
す
る
。
先
号
の
本
側
に
は

一
週
間
と
な

っ
て
い
た
が
、
イ
ス
ラ

エ
ル
行

き
は
こ
れ
が
最
後
に
な
る
の
で

一
日
増
や
し

て
八
日
間
に
変
更
。
主
と
し
て
イ
エ
ス
関
係

の
追
跡
を
徹
底
的
に
見
学
す
る
こ
と
に
し
た
。

詳
細
予
告
は
本
号
三
七
頁
に
掲
載
。

G
A
P

会
員
で
な
く
て
も
会
員
の
家
族
ま
た
は
知
人

な
ら
ば
参
加
可
能
。

＊
日
本

G
A
P維
持
会
員
制
度

日
本
G
A
P
は
普
通
会
員
と
は
別
個
に
維

持
会
員
制
度
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
は

一
種

の
寄
付
制
度
で
あ
り
、
特
に

G
A
P
の
運
営

と
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
の
援
助
活
動
で
、

絶
大
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加

入
す
れ
ば
久
保
田
会
長
が
毎
月
個
人
で
発
行

し
て
い
る

『意
識
の
声
』
と
題
す
る
小
冊
子

の
エ
ッ
セ
イ
が
維
持
会
員
に
直
送
さ
れ
る
。

こ
れ
は
本
誌
に
掲
載
さ
れ
な
い
秘
話
、
会
長

が
実
践
し
て
い
る
宇
宙
的
能
力
開
発
法
、

会

長
の
珍
し
い
体
験
、
G
A
P
の
行
事
速
報
、

そ
の
他
興
味
深
い
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

特
徴
は
常
に
読
者
に
大
い
な
る
信
念
と
勇
気

と
希
望
を
起
こ
さ
せ
る
言
葉
に
満
ち
て
い
る

点
に
あ
る
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ

『意
識
の
声』

は
A

4
判

紙
面
に
ぎ

っ
し
り
印
刷
さ
れ
た
記
事
が
四
頁

分
あ
る
（
折

っ
て
綴
じ
れ
ば
八
頁
分
に
な

る
）
美
麗
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
。
大
体
に
各
月

の
下
旬
に
翌
月
号
が
発
行
さ
れ
る
が
、
会
長

が
超
多
忙
な
場
合
に
は
少
し
遅
れ
る
こ
と
も

あ
る
。
会
長
は
い
つ
も
A
4
四
頁
分
の
原
稿

を
自
分
で
ワ
ー
プ
ロ
に
よ
り

一
日
で
書
き
上

げ
て
オ
フ
セ
ッ
ト
版
下
を
制
作
し
て
い
る
。

維
持
会
員
に
加
入
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
に

「維
持
会
員
案
内
諮
」
と
告
い
て
日
本
G
A

P
宛
に
送
れ
ば
案
内
書
と
専
用
振
替
用
紙
が

送
ら
れ
る
。

脅
原
稿
募
集

本
誌
は
U
F
O
と
宇
宙
哲
学
を
基
調
と
す

る
精
神
世
界
探
求
の
専
門
誌
で
あ
り
、
た
ん

な
る
興
味
本
位
と
猟
奇
趣
味
を
極
力
排
し
た

ま
じ
め
な
専
門
誌
と
し
て
絶
賛
を
博
し
て
い

る
。
U
F
O問
題
で
は
と
か
く
恐
怖
心
を
起

こ
さ
せ
る
オ
バ
ケ
宇
宙
人
、
誘
拐
事
件
等
が

流
布
し
が
ち
で
あ
る
が
、
本
誌
は
内
外
の
事

件
を
徹
底
的
に
吟
味
厳
選
し
、
真
実
と
断
定

で
き
る
記
事
の
み
を
掲
載
す
る
一
方
、
ま
た

哲
学
的
思
想
的
な
蘭
に
も
留
怠
し
て
、
読
者

に
明
る
い
希
望
と
勇
気
と
信
念
を
起
こ
さ
せ

る
た
め
の
啓
蒙
主
義
を
貫
い
て
い
る
。

本
誌
は
U
F
O
現
象
目
撃
、

U
F
O
写
真

撮
影
、

ま
た
は
宇
宙
哲
学
の
実
践
成
果
、
能

力
開
発
等
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
る
の
で
投

稿
さ
れ
た
い
。
原
稿
は
手
首
き
、
ワ
ー
プ
ロ

打
ち
等
自
由
。
掲
載
分
に
は
薄
謝
を
呈
す
る
。
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〈
宇
宙
〉

・
二

O
一
O
年
、
宇
宙
ヘ
家
族
旅
行

「
地
球
二
周
、
宇
宙
ホ
テ
ル
三
泊
の
お
正

月
特
別
企
画
。
ム
フ
な
ら
ぺ
ア
で
四
百
万
円
｜
宇

宙
旅
行
株
式
会
社
」

こ
ん
な
宇
宙
観
光
募
集
の
広
告
が
、
ま
も
な

く
現
実
に
な
り
そ
う
だ
。
宇
宙
飛
行
を
目
指
す

民
間
有
志
の

「
日
本
ロ
ケ

ッ
ト
協
会
」
（
会

長
H
長
友
信
人
・宇
宙
科
学
研
究
所
研
究
主
幹
）

が
、
健
康
人
な
ら
だ
れ
で
も
訓
練
な
し
に
行
け

る
宇
宙
旅
行
の
事
業
化
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
、
三

月
に
も
公
表
す
る
。

使
う
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
五

O
人
乗
り
の
垂
直
離

着
陸
型
「
観
光
丸
」
。
技
術
的
に
は
二
O
一
O

年
頃
の
初
飛
行
も
夢
で
は
な
い
。
気
に
な
る
お

値
段
は
当
初
、
数
千
万
円
と
住
宅
な
み
だ
が
、

五
O
機
体
制
で
営
業
す
れ
ば
二

O
O万
円
程
度

ま
で
安
く
で
き
、
来
世
紀
中
頃
に
は
年
間
約
七

五
万
人
が
宇
宙
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

い
－つ。観

光
丸
の
設
計
は
川
崎
重
工
業
の
デ
ザ
イ
ン

で
、
直
径
一
八
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
二
二
メ
ー
ト

ル
、
総
重
量
五
五

0
ト
ン
低
コ
ス
ト
の
単
段
で
、

三
千
回
は
飛
行
で
き
る
完
全
利
用
型
。
軌
道
上

の
宇
宙
ホ
テ
ル
の
構
想
を
持
っ
て
い
る
の
は
清

水
建
設
。
吉
岡
さ
二
四
0
メ
ー
ト
ル
、
直
径
一
四

O
メ

ト

ル
で
客
室
六
四
と
大
型
。
宇
宙
が
大

衆
化
す
る
時
代
は
も
う
自
の
前
だ
。
（
－－

B

読）－
火
星
探
査
機
を
打
ち
上
げ

米
航
空
宇
宙
局
（
N
A
S
A）
は
昨
年
一
一

一

月
四
日
、
火
星
探
査
機
「
マ
｜
ズ

・
パ
ス
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
」
を
載
せ
た
デ
ル
タ
E
型
ロ
ケ
ッ
ト

を
、
フ
ロ
リ
ダ
州
の
ケ
プ
カ
ナ
ベ
ラ
ル
空
軍

基
地
か
ら
打
ち
上
げ
た
。
す
で
に
火
星
に
向
か

っ
て
い
る
N
A
S
Aの
探
査
機
「
マ
ズ

・
グ

ロ
ー
バ
ル

・
サ
ー
ベ
イ
ヤ
｜
」
（

一一

月
七
日

科学

打
ち
上
げ
）
よ
り
先
に
到
達
し
、
米
独
立
記
念

日
の
今
年
七
月
四
日
に
火
星
表
面
に
着
陸
す
る
。

成
功
す
れ
ば
、
一
九
七
六
年
の
米
「
バ
イ
キ
ン

グ
1
・
2
号
」
以
来
一
二
年
ぶ
り
の
着
陸
と
な

る
。
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
着
陸
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
三
枚
の
太
陽
パ
ネ
ル
を
展
開
さ
せ
て
活

動
。
バ
イ
キ
ン
グ
時
代
に
は
な
か
っ
た
全
長
六

五
セ
ン
チ
、
六
輪
走
行
の
小
型
探
査
車
（
口
！

パ
）
を
送
り
込
む
。

探
査
車
は
、
地
上
か
ら
の
遠
隔
操
作
で
ロ
ボ

ッ
ト
の
よ
う
に
火
星
表
面
を
動
き
回
り
、
土
や

岩
の
組
成
を
分
析
。

N
A
S
Aの
研
究
者
が
発

表
し
た
「
火
星
に
生
命
が
存
在
し
た
可
能
性
」

の
決
定
的
証
拠
を
つ
か
む
た
め
、
生
命
存
在
を

見
込
め
そ
う
な
地
点
の
選
定
作
業
を
行
な
う
。

（田

・
ぼ－

5
毎）

4
マ
ー
ズ
・
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
小
型
探
査
車
。

（
実
物
大
模
型
）

－
木
星
最
大
の
衛
星
ガ
ニ
メ
デ
は
ミ
二
地
球

ガ
ニ
メ
デ
は
内
部
が
溶
け
た
金
属
で
、
そ
の

周
囲
が
固
体
の
マ
ン
ト
ル
と
い
う
地
球
に
非
常

に
よ
く
似
た
構
造
を
持
つ
可
能
性
が
強
い
こ
と

が
、
米
国
の
木
星
探
査
機
「
ガ
リ
レ
オ
」
の
観

測
結
果
か
ら
分
か
り
、
九
六
年
一
二
月

一二
日

付
の
英
科
学
誌
「
ネ
イ
チ
ヤ
｜
」
に
掲
載
さ
れ

た
。
研
究
者
は
「
衛
星
と
い
う
よ
り
惑
星
に
近

い
」
と
説
明
し
て
い
る
。

今
年
、
ガ
二
メ
デ
上
空
を
通
過
し
た
ガ
リ
レ

オ
は
、
か
な
り
の
広
範
囲
で
強
い
プ
ラ
ズ
マ
波

を
観
測
。
米
ア
イ
オ
ワ
大
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
の
研
究
チ
l
ム
が
分
析
を
進
め
、
ガ
ニ
メ
デ

自
身
が
磁
場
を
生
み
出
し
て
い
る
と
推
定
し
た
。

ま
た
探
査
機
の
「
ボ
イ
ジ
ヤ

」
「
パ
イ
オ

ニ
ア
」
が
こ
れ
ま
で
に
観
測
し
た
、
ガ
ニ
メ
デ

内
部
の
岩
石
や
氷
の
割
合
を
示
す
密
度
の
デ
ー

タ
な
ど
も
総
合
し
て
、
衛
星
内
部
に
は
鉄
な
ど

が
溶
け
た
半
径
四
O
o
l
－－
一一
0
0キ
ロ
の
被

が
あ
り
、
周
囲
を
固
体
の
ケ
イ
酸
塩
物
質
で
で

き
た
マ
ン
ト
ル
が
覆
っ
て
い
る
可
能
性
が
強
い

と
結
論
し
た
。
中
心
核
の
鉄
分
が
対
流
運
動
を

起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
電
流
が
流
れ
、
磁
気
を

起
こ
す
と
い
う
。
太
陽
系
の
惑
星
の
中
で
強
い

磁
場
を
持
つ
の
は
地
球
と
水
星
。
ガ
ニ
メ
デ
の

磁
場
は
地
球
の
約

一
O
分
の
一
だ
が
、
金
星
や

火
星
よ
り
は
格
段
に
強
い
。
直
径
約
五
三

0
0

キ
ロ
で
水
星
よ
り
大
き
い
。
最
近
薄
い
酸
素
が

存
在
す
る
こ
と
も
突
き
止
め
ら
れ
た
。
研
究
チ

ー
ム
は
生
命
を
は
ぐ
く
む
環
境
に
も
つ
な
が
る

水
の
存
在
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
場
所
は
ガ
二

メ
デ
表
面
の
氷
の
層
か
ら
ハ

0
0キ
ロ
ほ
ど
地

下
だ
と
い
う
。
（
間
山

・
目
・
回
毎
）

4
昨
年
六
月
ガ
リ
レ
オ
が
録
影
し
た
ガ
ニ
メ
デ
。

－
木
星
衛
星
に
生
命
の
可
能
性

米
航
空
宇
宙
局
（
N
A
S
A
）
は
一
月
一
七

日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
本
部
で
会
見
し
、
木
星
の

衛
星
の

一
つ
「
エ
ウ
ロ
パ
」
に
生
命
が
存
在
す

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

無
人
木
星
探
査
機
「
ガ
リ
レ
オ
」
が
数
十
キ

ロ
か
ら
数
百
キ
口
に
わ
た
る
巨
大
な
氷
の
塊
や
、

火
山
か
ら
氷
が
ず
り
落
ち
た
痕
跡
を
撮
影
し
た
。

会
見
し
た
科
学
者
ら
に
よ
る
と
、
水
と
熱
、
有

機
化
合
物
が
織
り
成
す
こ
の
よ
う
な
環
境
は
、

生
命
の
誕
生
に
浬
想
的
な
条
件
と
な
る
と
い
う
。

科
学
者
の

一
人
は

「
工
ウ
ロ
パ
は
、
生
命
が
存

在
す
る
可
能
性
を
調
べ
る
最
高
の
実
験
室
だ
」

と
語
っ
た
。

ガ
リ
レ
オ
は
、
昨
年
一
一
一
月

一九
日
に
エ
ウ

ロ
パ
か
ら
六
九
二
キ
ロ
以
内
に
接
近
、
そ
の
際

に
今
回
の
画
像
を
撮
影
し
た
。
（
l
・
旧
毎
）

・
木
星
の
衛
星
エ
ウ
ロ
パ
「
生
命
の
存
在
」
高

ま
る木

星
の
衛
星
工
ウ
ロ
パ
に
水
が
あ
り
、
生
命

が
存
在
す
る
可
能
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き

た
と
、
米
航
空
宇
宙
局
（
N
A
SA
）
の
科
学

者
が
明
ら
か
に
し
た
。
惑
星
探
査
機
ガ
リ
レ
オ

が
昨
年

一
二
月
に
ヱ
ウ
ロ
パ
に
接
近
、
数
十
キ

ロ
か
ら
数
百
キ
ロ
に
わ
た
る
氷
の
塊
や
火
山
か

ら
氷
が
ず
り
落
ち
て
で
き
た
と
み
ら
れ
る
痕
跡

を
撮
影
し
た
。

エ
ウ
ロ
パ
に
水
が
存
在
す
る
可
能
性
に
つ
い

て
N
A
S
Aは
、
ガ
リ
レ
オ
が
昨
年
八
月
に
約

一
五
万
六
千
キ
口
上
空
か
ら
撮
影
し
た
写
真
を

も
と
に
、
す
で
に
推
定
し
て
い
た
。
今
回
は
約

六
九
二
キ
ロ
以
内
に
接
近
し
て
お
り
、
水
と
熱
、

有
機
化
合
物
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い

と
い
う
。
こ
う
し
た
環
境
は
生
命
が
誕
生
す
る

の
に
適
し
て
い
る
と
い
う
。

ガ
リ
レ
オ
は
二
月
二
O
日
に
は
、
さ
ら
に
五

八
七
キ
ロ
以
内
に
ま
で
接
近
す
る
予
定
だ
。
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4
惑
星
探
査
機
ガ
リ
レ
オ
が
と
ら
え
た
木
星
の
衛

星
工
ウ
ロ
パ
の
表
面
の
写
真
を
N
A
S
Aが
公
表

し
た
。
昨
年
一
二
月
、
三
三
四
0
キ
ロ
上
空
か
ら

鑓
影
。

氷
に
覆
わ
れ
た
表
面
は
地
殻
変
動
に
よ
り

無
数
の
溝
が
で
き
て
い
る
。

科学

－
宇
宙
空
闘
を
巨
大
電
波
望
遠
鏡
に

宇
宙
空
間
に
口
径
三
万
キ
ロ
の
巨
大
な
電
波

望
遠
鏡
を
作
る
天
文
衛
星
「

M
u
s
e
s－

B

（
ミ
ユ
｜
ゼ
ス
巳
）
」
が
、
二
月
一
一
白
、
鹿

児
島

・
内
之
浦
町
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
。
世

界
で
初
め
て
の
計
画
で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の

観
測
な
ど
に
威
力
を
発
揮
す
る
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。
各
国
の
研
究
者
か
ら
観
測
申
し
込
み
が

相
次
ぎ
、
観
測
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
一
七
カ
月
先

ま
で
決
ま
っ
て
い
る
。

M
u
s
e
s－

B
は
文
部
省
宇
宙
科
学
研
究

所
が
開
発
し
た
。
本
体
は
縦
、
横

一・

五
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
の
箱
型
で
、
重
さ
約

八
0
0キ
ロ
。
打
ち
上
げ
か
ら
二
週
間
後
に
折

り
た
た
ん
で
い
た
八
メ
ー
ト
ル
の
パ
ラ
ボ
ラ
ア

ン
テ
ナ
を
開
く
。
軽
量
化
の
た
め
、
ア
ン
テ
ナ

は
金
属
製
の
網
で
作
っ
た
。
伸
縮
性
を
持
た
せ

る
た
め
、
金
メ
ツ
キ
し
た
モ
リ
ブ
デ
ン
の
糸
を

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
と
同
じ
ト
リ
コ
ッ
ト
編
み
に
し

て
あ
る
。
開
発
、
製
作
費
は
約
一

O
O億
円
。

三
年
か
ら
五
年
の
問
、
観
測
を
行
な
う
予
定
だ
。

－
R

電
波
を
見
る

普
通
の
光
学
望
遠
鏡
は
天
体
か
ら
出
る
光
を

レ
ン
ズ
や
反
射
鏡
で
集
め
て
見
る
。
こ
れ
に
対

し
、
電
波
望
遠
鏡
は
天
体
が
発
す
る
電
波
を
見

る
。
電
波
も
光
と
同
じ
電
磁
波
の
一
一
種
で
、
宇

宙
に
は
目
に
見
え
な
い
電
波
を
発
す
る
天
体
が

数
多
く
あ
る
。
こ
れ
を
観
測
す
る
こ
と
で
、
光

学
望
遠
鏡
で
は
見
え
な
い
宇
宙
の
現
象
を
観
測

で
き
る
。

望
遠
鏡
の
原
理
は
光
学
望
遠
鏡
も
電
波
望
遠

鏡
も
同
じ
だ
。

望
遠
鏡
で
ど
れ
だ
け
細
か
い
も

の
が
見
え
る
か
と
い
う
「
分
解
能
」
は
レ
ン
ズ

や
反
射
鏡
の
大
き
さ
に
比
例
す
る
。
電
波
望
遠

鏡
も
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
直
径
が
大
き
い
ほ

ど
分
解
能
は
高
く
な
る
。

地
上
の
一

0
0キ
ロ
離
れ
た
二
地
点
間
に
電

波
望
遠
鏡
を
置
き
、
同
じ
天
体
を
観
測
す
る
。

原
子
時
計
で
観
測
時
刻
を
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
得
た
電
波
を
互
い
に
干
渉
さ
せ
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
電
波
画
像
を
合
成
す
る
。
す
る
と

直
径
一

0
0キ
ロ
の
望
遠
鏡
で
観
測
し
た
の
と

同
じ
分
解
能
を
得
ら
れ
る
。

地
球
上
で
は
二
点
間
の
距
離
は
せ
い
ぜ
い
一

万
キ
ロ
程
度
し
か
と
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら
宇
宙

に
観
測
局
を
作
ろ
う
と

M
u
s
e
s－

B
が
計

画
さ
れ
た
。
こ
れ
は
地
球
か
ら

一
番
遠
ざ
か
っ

た
時
の
高
度
が
二
万
キ
ロ
の
楕
円
軌
道
を
約
六

時
間
で
回
る
。
地
球
上
の
電
波
望
遠
鏡
と
組
み

合
わ
せ
る
と
「
二
万
キ
ロ
＋
一
万
キ
ロ
」
で
口

径
三
万
キ
ロ
の
望
遠
鏡
が
出
来
る
。
こ
の
巨
大

望
遠
鏡
は
地
球
か
ら
月
面
上
の
一
八
セ
ン
チ
の

物
体
を
見
分
け
る
の
と
同
じ
能
力
を
持
つ
。
日

米
欧
な
ど
世
界
二
五
力
所
の
電
波
望
遠
鏡
が
共

同
で
観
測
に
あ
た
る
。

M
u
s
e
s－

B
を
打
ち
上
げ
る
ロ
ケ
ッ
ト

は
宇
宙
研
が
一
九
九
O
年
か
ら
開
発
に
取
り
組

ん
で
き
た
三
段
式

「M
l
V
ロ
ケ
ッ
ト
」
。
全

長
三
0
・
七
メ
ー
ト
ル
、
直
径
二・

五
メ
｜
卜

ル
。
固
体
燃
料
を
使
う
ロ
ケ
ッ
ト
と
レ
て
は
出

界
最
大
級
で
、
地
球
を
回
る
低
軌
道
に
約
二
ト

ン
の
衛
星
を
打
ち
上
げ
る
能
力
を
持
つ
。

日
本
で
は

M
u
s
e
s－

B
に
続
き
、
月
の

内
部
情
造
を
調
べ
る
L
U
N
A
R

－

A
や
火
星

探
査
機
P
L
A
N
E
T－

B
な
ど
を
打
ち
上
げ

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
（
l
－

m毎）

4
地
球
（左
下
）
の
電
波
望
遠
鏡
と
M
u
s
e
s－

B
（右
上
）
を
結
ぶ
と
、

口
径
三
万
キ
ロ
の
電
波
望
遠
鏡
を
宇
宙
に
浮
か
べ
た
の
と
同
じ
に
な
る
。

寸
当）
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sα'ENCE 

〈
ハ
イ
テ
ク
v

・
4
ギ
ガ
ロ
円
A
M開
発

N
E
Cは
二
月
六
日
、
半
導
体
メ
モ
リ
ー
と

し
て
は
こ
れ
ま
で
で
最
大
の
情
報
記
憶
容
量
を

持
つ

4
ギ
ガ
（
一

O
億
）
ビ
ッ
ト
D
R
A
M

（
記
憶
保
持
動
作
が
必
要
な
臨
時
書
き
込
み
読

み
出
し
メ
モ
リ
ー
）
を
世
界
で
初
め
て
開
発
し

た
、
と
発
表
し
た
。
大
量
の
動
画
像
や
音
声
を

扱
う
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
向
け
主
力
メ
モ

リ
ー
と
し
て
、
二

O
O二
年
の
実
用
侶
・
量
産

開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

4
ギ
ガ
D
R
A
Mは
約
三
セ
ン
チ
四
万
の
チ

ッ
プ
一
枚
に
四
四
億
素
子
を
集
積
化
。
新
聞
で

約
一
年
半
二
万
六
千
ペ
ー
ジ
）
、
音
声
で
六

時
間
、
動
画
で
四
七
分
間
分
の
情
報
を
記
憶
で

き
る
。
複
数
の
4
ギ
ガ
D
R
A
Mを
高
性
能
パ

ソ
コ
ン
に
搭
載
す
れ
ば
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
使
っ
て
家
庭
の
ユ
ー
ザ
ー
に
好
み
に
応
じ
た

映
画
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
配
信
す
る
「
ビ
デ
オ
・

オ
ン
・
デ
マ
ン
ド
」
シ
ス
テ
ム
も
容
易
に
実
現

す
る
と
い
う
。
・
（
E
－

7
毎）

．
「
光
』
上
回
る
性
質
の
原
子
レ
ー
ザ
ー

音
楽
用
の
C
口
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
ス
ー
パ
ー
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
器
な
ど
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
「
光
レ
ー
ザ
ー
」
よ
り
も
、
格
段

に
優
れ
た
性
質
を
持
つ
「
原
子
レ
ー
ザ
ー
」
を

作
り
出
す
こ
と
に
、
米
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工

科
大
（
M
｜
丁
）
の
研
究
チ
ー
ム
が
成
功
し
、

二
七
日
発
表
し
た
。
原
子
レ
ー
ザ
ー
を
発
生
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
世
界
で
初
め
て
。
極

め
て
正
確
な
時
計
や
半
導
体
の
超
微
細
加
工
な

ど
将
来
の
ハ
イ
テ
ク
へ
の
応
用
が
期
待
で
き
る

と
い
う
。
（
1
・
回
読
）

・
電
気
自
動
車
普
及
ヘ
弾
み

低
公
害
車
と
し
て
期
待
さ
れ
な
が
ら
、
性
能

の
低
さ
か
ら
普
及
が
進
ま
な
か
っ
た
電
気
自
動

車
（
E
V）
が
実
用
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

科学

走
行
距
離
が
二

0
0キ
ロ
を
超
え
る
バ
ッ
テ
リ

ー
が
新
た
に
開
発
さ
れ
、
国
の
補
助
制
度
も
始

ま
っ
た
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
昨
年
九
月
か
ら
小

型
R
V
（
レ
ジ
ャ
ー
用
多
目
的
車
）
を
ベ
ー
ス

に
し
た
「
R
A
V
4
E
V」
を
売
り
出
し
た
。

新
開
発
の
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
に
よ
り
一
回
の

充
電
で
二
一
五
キ
ロ
の
走
行
が
可
能
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
ガ
ソ
リ
ン
車
の
五
1
七
倍
と
吉
田
わ
れ

た
価
格
も
二
・
五
倍
程
度
の
四
九
五
万
円
に
下

が
っ
た
。
日
産
自
動
車
が
今
春
か
ら
リ
ー
ス
販

売
す
る
「
プ
レ
イ
リ
l
・
ジ
ョ
イ

E
V」
も

高
性
能
な
リ
チ
ウ
ム
・
イ
オ
ン
電
池
を
搭
載
し
、

二
0
0キ
ロ
以
上
走
る
。
（
E
・
引
読
）

〈
匡
幽
母
T
V

－
心
不
全
に
特
効
薬

高
血
圧
の
治
療
薬
と
し
て
ス
イ
ス
や
圏
内
の

メ
ー
カ
ー
が
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
薬
が
画

期
的
な
心
不
全
治
療
薬
と
な
る
こ
と
が
、
筑
波

大
学
循
環
器
内
科
と
薬
理
学
の
グ
ル
ー
プ
の
研

究
で
分
か
っ
た
。
心
不
全
の
ラ
ッ
ト
に
投
与
し

た
と
と
ろ
三
カ
月
後
の
生
存
率
が
二
倍
に
な
る

こ
と
が
判
明
し
た
も
の
で
、
こ
の
成
果
は
九
六

年
二
月
二
八
日
付
の
英
国
の
科
学
誌
ネ
イ
チ

ャ
ー
で
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
薬
は
血
管
収
縮
物
質
ヱ
ン
ド
セ
リ
ン
の

遮
断
薬
。
エ
ン
ド
セ
リ
ン
は
一
九
八
八
年
に
同

大
学
基
礎
医
学
系
の
グ
ル
ー
プ
が
血
管
の
内
皮

細
胞
か
ら
発
見
し
た
。
従
来
か
ら
知
ら
れ
る
血

管
収
縮
物
質
の
約
一

O
O倍
の
効
果
を
持
っ
て

い
た
。
同
内
科
の
宮
内
卓
講
師
ら
は
九
三
年
に
、

心
臓
病
の
患
者
の
血
液
に
エ
ン
ド
セ
リ
ン
が
特

に
多
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
実
験
的
に
心
不
全

を
起
こ
さ
せ
た
ラ
ッ
ト
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
心

臓
の
筋
肉
細
胞
で
は
エ
ン
ド
セ

υン
を
作
る
遺

伝
子
が
特
別
に
働
き
、
エ
ン
ド
セ
リ
ン
を
多
く

作
ら
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
心
筋
梗
塞
を
起
こ
さ
せ
た
心
不
全
ラ

ッ
ト
に
、
エ
ン
ド
セ
ソ
ン
の
付
着
を
遮
断
す
る

開
発
中
の
薬
を
投
与
し
た
と
こ
ろ
、
三
カ
月
後

の
生
存
率
は
無
投
与
の
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
対

し
て
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
約
二
倍
の
延
命
効

果
が
あ
っ
た
。
ラ
ッ
ト
の
肥
大
化
し
た
心
臓
は

正
常
近
く
ま
で
回
復
し
た
。
（
日
・
回
毎
）

・
ブ
ド
ウ
に
発
ガ
ン
抑
制
物
質

ブ
ド
ウ
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る
「
レ
ス
ベ
ラ

ト
ロ
ル
」
と
い
う
物
質
に
強
い
発
ガ
ン
抑
制
作

用
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
、
米
イ
リ
ノ
イ

大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
一
月
一

O
日
付
の
米

科
学
誌
「
サ
イ
エ
ン
ス
」
に
発
表
し
た
。
従
来

の
化
学
抗
ガ
ン
剤
の
よ
う
な
副
作
用
は
な
く
、

将
来
、
安
心
し
て
服
用
で
き
る
ガ
ン
予
防
薬
の

開
発
を
期
待
で
き
そ
う
だ
。

イ
リ
ノ
イ
大
の
ジ
ョ
ン
・
ペ
ズ
ッ
ト
博
士
ら

は
、
人
闘
が
食
用
に
す
る
植
物
の
中
か
ら
数
百

の
天
然
化
合
物
を
抽
出
。
そ
の
抗
ガ
ン
作
用
の

有
無
を
調
べ
る
実
験
を
繰
り
返
し
、
レ
ス
ベ
ラ

ト
ロ
ル
の
働
き
を
発
見
レ
た
。
ク
ワ
の
実
や
ピ

ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
約
七
0
種
類
の
食
用
植
物
（
果

物
・
野
菜
）
に
含
ま
れ
て
い
た
が
、
ブ
ド
ウ
、

特
に
ブ
ド
ウ
の
皮
に
一
番
豊
富
だ
っ
た
。
ワ
イ

ン
で
は
心
臓
発
作
の
抑
制
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
る
赤
ワ
イ
ン
に
多
い
。

実
験
で
は
、
皮
膚
ガ
ン
を
持
つ
マ
ウ
ス
に
レ

ス
ベ
ラ
ト
ロ
ル
を
一
八
週
間
投
与
し
た
と
こ
ろ
、

何
も
与
え
な
か
っ
た
場
合
と
出
べ
、
ガ
ン
細
胞

の
数
を
六
八
1
九
八
パ
セ
ン
ト
減
ら
す
と
と

が
で
き
た
。
ま
た
「
血
液
の
ガ
ン
」
で
あ
る
人

閣
の
白
血
球
の
娼
養
細
胞
に
添
加
す
る
と
、
異

常
細
胞
の
生
産
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
ガ
ン
細
胞
が

正
常
細
胞
に
戻
っ
た
と
い
う
。
一
般
に
発
ガ
ン

に
は
、
マ
正
常
細
胞
の
D
N
A
（
デ
オ
キ
シ
リ

ポ
核
酸
、
遺
伝
子
の
本
体
）
損
傷
な
ど
で
ガ
ン

遺
伝
子
が
目
を
覚
ま
す
。
マ
細
胞
分
裂
が
促
進

さ
れ
て
ガ
ン
化
す
る
マ
腫
ょ
う
が
悪
化
し
、
転

移
を
始
め
る
｜
の
三
段
階
が
あ
る
が
、
ペ
ズ
ツ

ト
博
士
に
よ
る
と
、
レ
ス
ベ
ラ
ト
ロ
ル
は
三
段

階
の
す
べ
て
を
抑
制
し
た
。
（
l
・
旧
毎
）

・
お
酒
好
き
な
人
に
は
コ
ー
ヒ
ー
が
よ
い

コ
ー
ヒ
ー
を
沢
山
飲
む
人
ほ
ど
ア
ル
コ
ー
ル

性
肝
障
害
の
指
様
で
あ
る
ガ
ン
マ
ー
G
T
Pの

数
値
が
減
少
す
る
（
肝
臓
病
に
な
ら
な
い
）
と

い
う
、
コ
ー
ヒ
ー
と
お
酒
が
好
き
な
人
を
に
ん

ま
り
さ
せ
る
よ
う
な
調
査
結
果
が
、
九
州
大
学

医
学
部
の
古
野
純
典
教
授
（
公
衆
衛
生
学
）
ら

の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
ま
と
ま
っ
た
。

調
査
は
、
長
野
県
中
部
公
衆
衛
生
研
究
所
が

九
五
年
四
月
か
ら
一
年
間
、
岡
県
内
で
職
場
検

診
し
た
約
三
万
四
千
人
の
う
ち
、
四
O
｜
六
九

歳
で
肝
疾
患
な
ど
の
病
歴
が
な
く
、
肝
機
能
検

査
の
数
値
が
基
準
値
以
内
に
収
ま
っ
て
い
る
約

一
万
二
千
人
を
対
象
に
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
ガ
ン
マ
ー
G
T
P値
（
基
準
値

男
性
五
O
単
位
以
下
、
女
性
三
O
単
位
以
下
）

は
、
酒
量
が
多
い
男
性
ほ
ど
高
く
、
純
度
一

O

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
エ
タ
ノ
｜
ル
を
毎
日
三
0
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
（
日
本
酒
に
換
算
し
て
一
合
強
）

以
上
飲
む
男
性
の
平
均
値
は
四
二
単
位
で
、
ア

ル
コ
ー
ル
を
全
く
飲
ま
な
い
人
（
一
一
一
単
位
）

の
二
倍
だ
っ
た
。
し
か
し
毎
日
三
0
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
以
上
飲
み
、
コ
ー
ヒ
ー
を
全
く
飲
ま
な
い

人
の
ガ
ン
マ
ー
G
T
P値
は
四
五
単
位
以
上
だ

っ
た
の
に
比
べ
、
コ
ー
ヒ
ー
を
一
日
に
一
、
二

杯
飲
む
人
約
四
O
単
位
、
三
、
四
杯
の
人
は
約

三
五
単
位
、
五
杯
以
上
だ
と
約
三
O
単
位
と
、

コ
ー
ヒ
ー
を
沢
山
飲
む
ほ
ど
ガ
ン
マ
ー
G
T
P

が
低
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
興
味
深
い
こ
と
に
、
カ
フ
ェ
イ
ン
を

含
む
緑
茶
で
は
こ
う
し
た
肝
機
能
デ
ー
タ
へ
の

影
響
は
見
ら
れ
ず
、
カ
フ
ェ
イ
ン
以
外
の
コ
ー

ヒ
ー
成
分
が
、
飲
酒
に
よ
る
肝
臓
へ
の
負
担
を

緩
和
し
て
い
る
ら
し
い
と
い
う
。
（
l
・白読）



宇宙の真実を語る
アダムスキー

』
V

ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ダ
ム
ス
キ

戸
ダ
ム
ス
キ
ー
を
理
解
し
て

純
粋
な
生
き
方
を
め
ざ
す

一
青
年
の
真
警
な
手
記

出哲後

間ス

""' 
ス
ピ

プ
yレ
は
肉
体
人

JJ~ 

私
は
小
さ
い
頃
よ
り
神
秘
的
な
こ
と
に
興

味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
幽
霊
や
ら
占
い
や

ら
沢
山
あ
っ
た
中
で
も
、

U
F
O、
宇
宙
人
、

ス
ペ

ー
ス
ク
ラ
フ
ト
に
は
非
常
に
強
い
興
味

を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
小
学
校
か
ら
大
学

に
行
く
ま
で
、
図
書
館
に
行
く
と
必
ず
U
F

O
関
係
の
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し

そ
の
内
容
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
非
常
に
幼
稚

で
、
宇
宙
船
に
ミ
サ
イ
ル
が
つ
い
て
い
た
り
、

ロ
ケ
ッ
ト
で
飛
ん
で
い
た
り
、
か
つ
ま
た
否

定
的
な
内
容
を
持
つ
も
の
、
つ
ま
り
宇
宙
人

は
地
球
の
人
聞
を
ア
リ
の
よ
う
に
し
か
思
っ

て
い
な
い
と
か
、
人
間
や
家
畜
も
含
め
て
生

体
実
験
の
道
具
と
し
か
思
っ
て
い
な
い
と
い

っ
た
内
容
の
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

中
学
校
の
頃
は
聖
女

0
0
0
0
0
0さ
ん

を
本
気
で
信
じ
て
い
ま
し
た
。
お
祈
り
を
真

剣
に
な

っ
て
や

っ
て
い
ま
し
た
。
今
考
え
る

と
そ
れ
が
本
当
で
あ
れ
時
別
で
あ
れ
、

U
F
O

は
、
と
い
う
よ
り
も
ス
ペ

ー
ス
ピ

l
プ
ル
と

い
わ
れ
る
宇
宙
の
同
胞
は
我
々
と
同
じ
よ
う

な
肉
体
を
持
っ
た
存
在
で
、
チ
ャ
、
ネ
リ
ン
グ

（
霊
媒
を
通
じ
て
の
心
霊
的
な
通
信
）
に
よ

っ
て
み
ず
か
ら
の
存
在
を
示
し
た
が
ろ
う
と

す
る
存
在
で
は
な
い
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

都
内
で

U
F
Oを
目
撃
す
る

私
の
実
家
は
北
海
道
で
、
北
海
道
は
U
F

O
の
目
撃
が
多
い
所
ら
し
い
で
す
。
私
自
身

は
北
海
道
で
は
U
F
O
を
あ
ま
り
目
撃
し
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
父
の
い
る
東
京
へ
帰
る

と
（
中
学
校
の
三
年
間
ほ
ど
北
海
道
に
い
ま

し
た
）
私
は
グ
ル
ー
プ
ホ
l
ム
と
い
っ
て
市

立
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
l
団
体
に
面
倒
を
見
て

も
ら
っ

て
い
た
頃
に
（
と
い
う
の
は
父
は
問

題
の
あ
る
人
間
で
、
そ
の
と
き
無
職
で
扶
養

能
力
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
）
世
田
谷
区
の

上
祖
師
谷
か
ら
小
田
急
線
の
千
歳
船
橋
に
あ

る
C
高
校
に
通
っ
て
お
り
ま
し
た
。

あ
る
日
、
上
祖
師
谷
へ
帰
る
途
中
、
銀
色

の
物
体
が
空
に
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
パ
チ
ン
コ
の
玉
み
た
い
に
丸
い
形
で
し
た
。

空
中
に
音
も
な
く
止
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
と

き
私
は

一
人
で
自
転
車
を
こ
い
で
い
ま
し
た

が
、
あ
れ
は
絶
対
に
ス
ペ

ー
ス
ク
ラ
フ
ト
、

つ
ま
り
U
F
Oだ
と
思
い
ま
し
た
。
直
感
で

す
が
。
自
転
車
を
こ
い
で
い
た
の
で
、
電
信

柱
の
陰
に
そ
の
物
体
は
隠
れ
て
し
ま
い
、
次

の
瞬
間
パ
ツ
と
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

接
近
し
て
く
る

U
F
O

大
学
の
頃
、
私
は
広
尾
の

T
と
い
う
学
校

の
笹
備
を

一
カ
月
ほ
ど
や
り
ま
し
た
。
あ
の

辺
り
は
ミ
ス
テ
リ
ー
ゾ
l
ン
だ
と
聞
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
た
し
か
に
不
思
議
な
こ
と
に

校
庭
に
出
る
と
ジ
！
と
い
う
電
磁
音
が
何
回

か
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
夜
、
巡
回
警
備
を
し
て
い
る
と
、
最

後
の
打
刻
点
に
行
く
手
前
に
星
が
ス

l
と
国

大
方
面
よ
り
渋
谷
へ
向
け
て
動
い
て
お
り
ま

し
た
。
あ
ん
な
に
遠
い
ん
だ
か
ら
自
分
の
所

ま
で
す
ぐ
来
れ
る
わ
り
は
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
直
感
的
に
そ
れ
が
U
F
O
だ
と
思
っ
た

ん
で
す
。も

〈

ろ

み

そ
の
目
論
見
は
三
秒
で
見
事
に
は
ず
れ
ま

し
た
。
三
秒
間
で
星
か
ら
満
月
み
た
い
に
大

き
く
な
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
私
の
方
へ
近

づ
い
て
来
た
の
で
す
1

私
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。



そ
の
機
体
は
オ
レ
ン
ジ
色
で
、
下
か
ら
濃

い
オ
レ
ン
ジ
の
光
を
発
し
て
い
ま
し
た
。
音

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
怖
く
な
っ
て
逃
げ
ま

し
た
。
そ
し
た
ら
校
舎
の
上
空
へ
消
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。

。J

そ
の
当
時
、
私
は
否
定
的
な
U
F
O関
係

の
記
事
ば
か
り
読
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
こ

の
ま
ま
さ
ら
わ
れ
て
、
ど
こ
か
の
見
知
ら
ぬ

田
舎
に
適
当
に
降
ろ
さ
れ
る
か
、
解
体
さ
れ

て
遺
伝
子
の
実
験
材
料
に
さ
れ
る
か
な
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
本
部
に
電
話
し
て
、

そ
の
す
べ
て
を
話
し
ま
し
た
ら
、
飛
行
機
の

見
間
違
い
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
お
前
は
疲

れ
て
い
る
ん
だ
、
だ
か
ら
落
ち
着
け
と
も
言

わ
れ
ま
し
た
。
確
か
に
E
M効
果
は
な
か
っ

た
で
す
。
体
の
自
由
も
き
い
た
し
電
話
も
で

き
た
の
で
。

し
か
し
仮
眠
室
に
行
く
と
き
に
は
小
人
宇

宙
人
が
目
を
吊
り
上
が
ら
せ
て
待
っ
て
い
る

の
じ
ゃ
な
い
か
と
お
そ
る
お
そ
る
行
き
ま
し

た
。
し
か
し
ち
ゃ
ん
と
仮
眠
し
ま
し
た
。
警

備
員
は
そ
の
後
や
め
ま
し
た
。

真
実
の
情
報
は
ア
ダ
ム
ス
キ
ー

よ
り
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そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
古
本
屋
を
探
す

と
必
ず
U
F
O関
係
の
本
を
買
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
折
に
『
金
星
・
土
星
探
訪
記
L

を
手
に
入
れ
ま
し
た
（
新
ア
ダ
ム
ス
キ
1
全

集
第
五
巻
）
。
こ
れ
だ
な
と
い
う
実
感
を
得

た
の
は
三
回
ほ
ど
通
し
て
読
ん
で
か
ら
で
し

た
。
そ
し
て
久
保
田
先
生
に
お
手
紙
を
差
し

上
げ
ま
し
た
。
あ
の
と
き
は
マ

O
O
Oの
コ

ン
タ
ク
ト
も
否
定
的
な
情
報
か
ら
肯
定
的
な

希
望
を
持
つ
た
め
に
信
じ
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
G
・
ア
ダ
ム
ス
キ
l
の
情
報
の
み
を

信
じ
て
お
り
ま
す
。

初
め
て
日
本
G
A
P
の
会
合
に
参
加
す
る

と
き
、
杉
並
の
成
田
西
よ
り
井
の
頭
通
り
に

て
甲
州
街
道
に
合
流
す
る
ま
で
の
あ
い
だ
に
、

一
瞬
で
す
が
円
盤
が
サ
ツ
と
見
え
ま
し
た
。

オ
ー
ト
バ
イ
で
走
っ
て
行
く
前
方
に
見
え
ま

し
た
。
白
い
シ
ル
エ
ッ
ト
の
光
で
次
の
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。

か

そ
の
と
き
気
分
は
爽
快
で
、
口
の
中
に
ミ

ン
ト
の
よ
う
な
香
り
が
満
ち
て
い
ま
し
た
。

私
は
確
信
し
ま
し
た
。
本
当
の
情
報
は
ア
ダ

ム
ス
キ
l
哲
学
な
の
だ
、
こ
れ
を
勉
強
し
て

実
践
す
る
ぞ
と
、
心
に
決
め
ま
し
た
。

他
人
か
ら
傷
つ
け
ら
れ
で
も
報

復
し
な
い

私
が
一
番
好
き
で
、
か
つ
実
行
し
な
げ
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
の
は
、
金
星
人
オ
l

ソ
ン
が
語
っ
た
「
た
と
え
地
球
の
同
胞
が
無

知
の
た
め
に
私
達
の
生
命
を
奪
お
う
と
し
て

も
、
私
達
は
決
し
て
彼
ら
を
傷
つ
り
ま
せ

ん
」
と
い
う
一
節
で
す
。
私
は
今
ま
で
に
何

度
も
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

一
節
を
読
ん
で
泣
き
ま
し
た
。
そ
し
て
争
い

に
加
わ
ら
ず
、
や
り
す
ご
す
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
は
、
こ
の
宇
宙
の
同

胞
の
力
強
い
愛
の
言
葉
が
頭
の
中
で
「
他
人

を
傷
つ
げ
る
な
、
傷
つ
け
る
な
L

と
叫
ぶ
か

ら
で
す
。
宇
宙
の
同
胞
に
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。

久
保
田
先
生
の
素
晴
ら
し
き
は
、
長
い
あ

い
だ
宇
宙
問
題
で
多
く
の
人
か
ら
叩
か
れ
笑

わ
れ
て
苦
労
し
て
い
る
の
に
、
私
の
よ
う
な

入
り
た
て
の
人
間
の
話
も
よ
く
聞
い
て
下
さ

る
こ
と
で
す
。
以
前
、
私
は
先
生
に
、
私
は

T
M
（
超
越
膜
想
）
を
し
て
お
り
ま
す
が
、

ア
ダ
ム
ス
キ
l
の
哲
学
の
中
に
、
宇
宙
問
題

を
解
い
て
ゆ
く
に
は
、
霊
媒
は
無
用
、
膜
想

は
無
用
と
い
っ
た
一
節
が
あ
り
、
私
は
T
M

を
や
め
る
つ
も
り
は
な
い
し
、
お
そ
ら
く
ア

ダ
ム
ス
キ
ー
さ
ん
は
当
時
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
で
流
行
っ
て
い
た
薬
を
使
っ
た
膜
想
や
、

一
日
中
腹
想
ば
か
り
や
っ
て
い
た
人
々
を
さ

し
て
、
そ
う
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。

し
か
し
T
M
は
朝
夕
二

O
分
ず
つ
一
日
四

O
分
の
み
の
短
時
間
で
、
勉
強
や
仕
事
な
ど

を
能
率
的
に
行
な
お
う
と
い
う
ス
ト
レ
ス
解

消
の
み
を
目
的
と
し
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
行

法
な
の
で
（
も
ち
ろ
ん
生
活
を
能
率
的
に
し
、

現
代
人
の
疲
労
を
少
な
く
し
、
生
活
を
楽
に

す
る
こ
と
が
目
的
）
、
こ
れ
を
行
な
う
こ
と

は
宇
宙
哲
学
に
反
す
る
か
ど
う
か
と
先
生
に

お
た
ず
ね
し
た
と
こ
ろ
、
別
に
問
題
は
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
旨
の
ご
返
事
を
頂
き

ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
そ
の
と
き
の
会
報
ユ

l
コ
ン
誌
に
、
際
想
的
で
あ
り
な
さ
い
と
い

う
記
事
を
先
生
自
ら
お
書
き
に
な
り
、
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

（
編
注
H
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
が
宇
宙
の
意
識
と

一
体
化
す
る
の
に
特
別
な
行
法
は
必
要
な
い

と
述
べ
て
い
る
の
は
、
戦
後
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
で
雨
後
の
タ
ケ
ノ
コ
の
よ
う
に
増
え
た

特
殊
な
精
神
世
界
探
求
団
体
が
、
怪
し
げ
な

行
法
や
特
殊
な
膜
想
等
を
売
り
物
に
し
て
い

た
風
潮
を
批
判
し
た
も
の
で
、
真
実
の
膜
想

と
は
無
関
係
。
品
目
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
が
指
導
し

て
い
た
頃
、
付
近
に
「
ピ

1
イ
ン
グ
」
と
称

す
る
団
体
が
急
速
に
超
能
力
を
開
発
で
き
る

方
法
を
伝
授
す
る
と
宣
伝
し
た
た
め
に
、
ア

ダ
ム
ス
キ

1
の
会
員
を
全
部
そ
ち
ら
に
取
ら

れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

る）
久
保
田
先
生
を
は
じ
め
と
し
て
ア
ダ
ム
ス

キ
l
哲
学
を
信
じ
て
実
践
し
て
き
た
方
々
が
、

世
間
や
世
界
に
認
め
ら
れ
る
日
は
も
う
遠
く

あ
り
ま
せ
ん
。
私
も
心
か
ら
信
じ
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
私
は
大
勢
の
人
に
伝
え
て
ゆ
き

ま
す
。
パ
カ
に
さ
れ
な
が
ら
も
伝
え
て
ゆ
き

ま
す
。
本
物
は
い
つ
ま
で
も
隠
す
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
必
ず
最
後
に
は
認
め
ら
れ
ま
す
。

先
生
に
は
い
ろ
い
ろ
な
事
を
本
に
し
て
出
版

し
て
頂
き
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

久
保
田
先
生
を
は
じ
め
、
日
本
G
A
P
の
皆

様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
ま
た

会
合
に
参
加
す
る
折
に
は
私
を
認
め
て
下
さ



豆
0
0
2凶コ
一ω
ヨ
0
『
刃
包
コ
の
ω
「コ
ω
2
0
コ

σ司
市

c

－
A
C
N
0
0才一

σω

28 

転
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

千
葉
福
造

い
つ
も
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最

近
ふ
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
久

保
田
先
生
に
め
ぐ
り
会
う
こ
と
が
出
来
て
、

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と
で
す
。
そ
れ

に
先
生
の
い
る
東
京
の
月
例
セ
ミ
ナ
ー
に
毎

月
参
加
で
き
る
ほ
ど
私
は
近
い
所
に
住
ん
で

い
る
の
で
す
か
ら
（
筆
者
は
都
内
葛
飾
区
在

住
）
、
す
ご
く
恵
ま
れ
て
い
る
な
と
思
う
こ

と
で
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も

一
歩
一
歩
着
実

に
先
生
の
後
方
に
つ
い
て
行
き
ま
す
の
で
、

先
生
も
お
体
を
大
切
に
、
ま
た
外
部
の
圧
力

に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
人
類
の
未
来
に
向
か

っ
て
前
進
し
て
下
さ
い
。

生
と
死
。
こ
れ
は
決
し
て
切
り
雌
す
事
の

で
き
な
い
表
裏

一
体
の
も
の
で
す
。
男
女
が

波
動
の
共
鳴
に
よ
っ
て
出
会
っ
た
上
、
結
ぼ

れ
て
、
や
が
て
受
精
が
起
こ
り
ま
す
。
男
女

の
波
動
が
同
調
、

一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

波
動
が
増
強
さ
れ
、
そ
し
て
受
精
し
た
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
に
強
さ
が
増
し
ま
す
。

そ
の
強
さ
に
よ
り
三
番
目
（
受
精
し
た
卵

子
）
の
波
動
が
共
鳴
し
始
め
ま
す
。
そ
こ
に

は
1
十

1
H
3
の
原
理
が
発
生
し
て
い
る
の

で
す
。
古
く
な
っ
た
肉
体
（
死
を
迎
え
よ
う

と
す
る
肉
体
）
は
す
べ
て
の
役
割
を
終
え
よ

う
と
準
備
段
階
に
入
り
ま
す
が
、
し
か
し
本

人
の
マ
イ
ン
ド
は
、
そ
れ
に
気
が
つ
き
ま
せ

ん
（
特
に
地
球
人
は
）
。

本
人
を
形
成
し
て
い
る
肉
体
細
胞
は
、
す

で
に
生
ま
れ
る
側
の
子
（
胎
児
）
の
波
動
と

同
調
し
共
鳴
し
合
っ
て
い
る
の
で
す
。
誕
生

す
る
ま
で
の
問
、
死
を
迎
え
る
方
に
も
準
備

期
間
は
あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
す
で
に
生
ま

れ
変
わ
る
場
所
は
決
ま

っ
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
転
生
（
生
ま
れ
変
わ
り
）
と
は
、

波
動
の
共
鳴
に
よ
り
、
古
い
肉
体
か
ら
新
し

い
肉
体
に
移
行
す
る
だ
け
の
こ
と
な
の
で
す
。

そ
こ
に
は
距
離
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
宇
宙

の
意
識
と
い
う

『因
』
の
世
界
に
存
在
す
る

か
ら
で
す
。
そ
れ
が
肉
体
上
の
臨
終
で
あ
り

出
生
な
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の
転
生
の
瞬
間

こ
そ
が
、
も
っ
と
愛
を
感
じ
、
新
し
い
肉
体

を
得
る
こ
と
の
喜
び
に
ひ
た
る
と
き
な
の
で

す
。
人
間
に
は
最
も
重
要
な
部
分
だ
と
思
い

ま
す
。人

間
の
肉
体
細
胞
は
あ
ら
ゆ
る
波
動
を
映

像
に
変
え
た
り
、
ま
た
素
晴
ら
し
い
音
響
効

果
ま
で
体
験
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
波
動
を
翻

訳
す
る
精
密
な
翻
訳
機
な
の
で
す
。
胎
児
は

母
親
の
お
腹
の
中
で
母
親
の
夢
を
共
有
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
脳
を
発
育
、
発
達
さ
せ
、
母

親
の
心
の
動
き
も
し
っ
か
り
と
翻
訳
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
親
子
（
子
は
ま
だ
胎
児
）
の

強
力
な
波
動
に
導
か
れ
て
、
新
し
い
肉
体
の

V筆者からの賀状

誕
生
と
と
も
に
、
古
い
肉
体
の
す
べ
て
の
体

験
を
刻
み
込
ん
だ
徽
密
な
波
動
と
し
て
の
魂

で
あ
る
「
宇
宙
の
意
識
」
は
、
新
し
い
肉
体

で
あ
る
新
生
児
に
出
生
の
瞬
間
に
移
行
し
ま

」
O
J

そ
の
瞬
間
、
新
生
児
は
全
身
に
電
気
が
流

れ
る
よ
う
な
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
肉
体
内
部
で

感
じ
る
の
で
す
。
新
し
い
肉
体
に
ス
イ
ッ
チ

が
入
る
そ
の
瞬
間
か
ら
古
い
肉
体
（
前
世
）

か
ら
の
記
憶
（
デ
l
タ
）
を
引
き
継
ぐ
の
で

す
。
肉
体
内
部
に
お
い
て
す
べ
て
の
翻
訳
が

始
ま
り
ま
す
。

覚
醒
時
に
は
映
像
化
し
、
睡
眠
時
に
は
夢

と
い
う
形
で
前
位
の
記
憶
（
デ
ー
タ
）
を
、

再
現
し
、
そ
れ
が
脳
細
胞
に
刻
み
込
ま
れ
て

全
身
の
細
胞
へ
と
ひ
ろ
が
り
、
浸
透
し
、
そ

し
て
記
憶
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
れ
は
生
後
、

一一一

l
六
カ
月
ぐ
ら
い
で
、
外
部
か
ら
の
学
習

が
始
ま
る
頃
に
は
す
べ
て
完
了
し
ま
す
。
そ

の
記
録
は
け
っ
し
て
ご
ま
か
す
こ
と
も
曲
げ

る
こ
と
も
出
来
な
い
も
の
な
の
で
す
。
そ
し

て
そ
の
記
憶
こ
そ
が
人
生
の
道
標
に
な
る
の

で
す
。

（
編
注
H
転
生
の
法
則
に
つ
い
て
は
ジ
ョ

ー

ジ

・
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
が
新
ア
ダ
ム
ス
キ
｜
全

集
第
五
巻

『金
星

・
土
星
探
訪
記
』
の
中
で

述
べ
て
い
る
実
話
と
し
て
、
彼
が
金
星
の
大

母
船
の
中
で

一
見

一
三
歳
程
度
に
見
え
る
金

星
人
の
少
女
と
会
見
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
が

実
は
一

九
五
四
年
に
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
急

逝
し
た
亡
き
妻
メ
リ
ー
が
金
星
人
に
転
生
し

た
（
生
ま
れ
変
わ
っ
た
）
姿
で
あ
る
こ
と
を

知
る
。
そ
し
て
こ
の
少
女
は
ア
ダ
ム
ス
キ
ー

と
の
生
前
の
生
活
の
す
べ
て
を
記
憶
し
て
お

り
、
宇
宙
的
な
過
去
世
の
記
憶
の
法
則
に
関

す
る
知
識
を
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
に
伝
え
る
の
で

あ
る
。
千
葉
氏
も
人
間
の
転
生
に
関
す
る
法

則
を
把
握
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
）
。
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一
九
六
三
年
一
一
月
一
一
一
一
目
、
テ
キ
サ
ス
州

タ
ラ
ス
で
遊
説
旅
行
中
、
銃
撃
さ
れ
て
悲
劇

的
な
最
後
を
と
げ
た
ジ
ョ
ン
・

F
・
ケ
ネ
デ
ィ

｜
大
統
領
が
実
は
ド
イ
ツ
で
少
年
と
し
て
転

生
し
て
い
た
（
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
た
）
と
い

う
驚
く
べ
き
ニ
ュ
ー
ズ
が
出
て
全
米
に
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
一
九
七
一
年

七
月
五
日
付
米
紙

『ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
』
に
大

き
く
報
じ
ら
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
新
聞
記

事
を
入
手
し
た
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
の
最
後
の
高

弟
ア
リ
ス
・
ポ
マ
口
イ
女
史
か
ら
最
近
コ
ピ
ー

が
筆
者
に
送
ら
れ
て
き
た
。
以
下
凄
く
興
昧

深
い
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

生
前
の
ケ
ネ
デ
ィ
ー
に
関
す
る
驚

く
べ
き
知
識
を
持
つ
少
年

事
の
起
こ
り
は
ド
イ
ツ

・
ミュ

1
ニ
ツ
ヒ
に
住

む
ノ
l
パ
ー
ト
・
シュ
l
ラ
1
氏
夫
妻
の
息
子
ヨ

ハ
ン
（
七
一
年
当
時
七
歳
）
が
、
知
っ
て
い
る

は
ず
の
な
い
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ネ
デ
ィ
l
大
統
領

に
関
し
突
然
非
常
に
詳
し
い
話
を
し
始
め
て
両

親
や
超
心
理
学
者
逮
を
仰
天
さ
せ
た
こ
と
か

ら
始
ま
る
。

ヨ
ハ
ン
が
過
去
世
を
記
憶
し
て
い
る
事
柄
の

中
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
だ
。

〈
多
数
の
群
衆
に
歓
呼
の
声
で
迎
え
ら
れ
て
い

29 

る
。
専
用
機
に
乗
っ
て
飛
ん
で
い
る
。
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
の
ジ
ョ
ン

・
ケ
ネ
デ
ィ
l
の
オ
フ
ィ
ス
の

詳
細
と
、
約
二

O
名
の
友
人
や
政
敵
の
顔
。

詳
細
な
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
等
〉

ま
た
ヨ
ハ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

〈
ぽ
く
に
は
ジ
ャ
ッ
キ
i
と
呼
ば
れ
た
萎
が
あ

った
1
〉

「
ヨ
ハ
ン
が
こ
ん
な
事
実
を
知
っ
て
い
る
と
は
驚

く
べ
き
こ
と
だ
。
誰
も
彼
の
前
で
こ
ん
な
話
を

し
た
こ
と
は
な
い
か
ら
だ
。
彼
は
い
ま
小
学
校

の
教
科
書
を
学
び
始
め
た
ば
か
り
な
の
だ
」

こ
う
言
う
の
は
少
年
を
徹
底
的
に
調
査
し

た
一
流
の
超
心
理
学
者
H
・
N
・
パ
ナ
l
イ
l

教
授
で
あ
る
。

「
こ
の
事
件
に
対
す
る
唯
一
の
筋
の
通
っ
た
結

論
と
し
て
は
、
こ
の
少
年
が
実
際
に
ジ
ョ
ン

－

F
－ケ
ネ
デ
ィ
l
の
生
ま
れ
変
わ
り
だ
と
い
う
こ

と
だ
」

ケ
ネ
デ
ィ
｜
死
亡
時
に
生
ま
れ
た

ヨ
八
ン

ヨ
ハ
ン
・シュ
l
ラ
l
少
年
は
一
九
六
三
年
一

一
月
二
二
日
、
午
後
九
時
四
八
分
に
生
ま
れ

た
。
こ
れ
は
米
テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス
時
間
の
午

後
二
一
時
四
八
分
に
相
当
す
る
。
ケ
ネ
デ
ィ

ー
が
撃
た
れ
た
の
は
一
二
時
三

O
分
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
彼
の
死
亡
は
一
二
時
五
九
分
に
発
表

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
立
ち
会
っ
た
医
師
団
は
大

統
領
の
脳
に
弾
丸
が
撃
ち
込
ま
れ
て
か
ら
ま
も

な
く
彼
が
死
亡
し
た
と
確
信
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
こ
れ
は
ア
ダ
ム
ス
キ
l
の
言
う
「
転
生

は
平
均
三
秒
で
行
な
わ
れ
る
L

と
い
う
法
則

に
ぴ
た
り
と
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。

パ
ナ
l
イ
｜
教
授
に
よ
る
と
、
少
年
の
頭
の

上
部
右
側
に
は
パ

l
スマ
l
ク
が
あ
る
。
パ
ー

スマ
l
ク
と
い
う
の
は
、
生
ま
れ
つ
き
体
の
ど

こ
か
に
刻
ま
れ
て
い
る
、
何
か
を
意
味
す
る
ら

し
い
特
殊
な
ア
ザ
や
キ
ズ
を
意
味
す
る
。
ア
ダ

ム
ス
キ
ー
に
は
へ
ソ
を
中
心
に
太
陽
の
放
射
線

に
似
た
大
き
な
パ
ー
スマ
l
ク
が
あ
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
少
年
の
パ

l
スマ

i
ク
は
撃
た
れ
た
大

統
領
の
傷
の
位
置
と
大
体
に
同
じ
場
所
に
あ

る
と
言
う
の
は
パ
ナ
l
イ
l
教
授
。
彼
は
語
る
。

寸
我
々
が
ヨ
ハ
ン
に
つ
い
て
異
常
な
点
に
気
づ
い

た
の
は
彼
が
三
歳
の
と
き
だ
っ
た
。
病
院
で
生

ま
れ
て
ま
も
な
い
弟
を
連
れ
て
帰
っ
た
と
き
、

ヨ
ハ
ン
は
そ
れ
を
見
て
叫
び
だ
し
た
。
「
ジ
ョ
ン
、

ジ
ョ
ン
」
と
ね
。
我
々
は
笑
っ
て
制
止
し
た
。

「
そ
れ
は
ジ
ョ
ン
じ
ゃ
な
い
よ
。
エ
リ
ク
だ
よ
」

ジ
ョ
ン
と
い
う
の
は
ケ
、
ネ
デ
ィ
ー
が
可
愛
が
っ

た
息
子
の
名
前
で
あ
っ
て
、
ヨ
ハ
ン
は
そ
れ
の

再
来
だ
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。

だ
が
ヨ
ハ
ン
は
ジ
ョ
ン
と
呼
び
つ
づ
け
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
｜
夫
人
を
恋
し
が
る
ヨ

八ンそ
れ
か
ら
数
週
間
後
、

小
さ
い
ヨ
ハ
ン
は
大

衆
雑
誌
の
一
頁
を
破
り
取
っ
て
母
親
の
方
に
差

し
出
し
な
が
ら
叫
ん
だ
。

「
ジ
ャ
ッ
キ
1
！
」

母
親
は
そ
の
頁
の
写
真
を
見
て
た
ま
げ
た
。

な
ん
と
そ
こ
に
は
ケ
ネ
デ
ィ
l
の
夫
人
で
あ
っ

た
ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
l
の
顔
が
あ
っ
た

の
だ
。最

初、

シュ
l
ラ
l
夫
妻
は
こ
の
現
象
の
す

べ
て
を
偶
然
の
一
致
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い

J

た。「し
か
し
偶
然
の
一
致
が
ほ
と
ん
ど
毎
日
の

よ
う
に
発
生
し
始
め
た
ん
で
す
」
と
夫
人
が

言〉つ。一
例
が
あ
る
。
あ
る
日
ヨ
ハ
ン
は
床
の
上
に

伏
し
て
使
筆
紙
に
絵
を
描
き
始
め
た
。

「
家
の
絵
を
描
い
た
ら
ど
う
？
」
と
母
親
が
う

な
が
す
。
ヨ
ハ
ン
は
慎
重
に
描
き
始
め
た
が
、

そ
れ
は
上
部
に
ド
l
ム
の
あ
る
細
長
い
低
い
建

物
で
、
米
ワ
シ
ン
ト
ン
市
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
だ

った
！

あ
る
日
、
た
い
し
た
理
由
も
な
い
の
に
ヨ
ハ

ン
が
父
親
に
話
し
始
め
た
。

4
過
去
世
を
思
い
出
す
ヨ
八
ン
少
年
。
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「
リ
ン
カ
ン
は
奴
隷
を
開
放
し
た
の
で
、
だ
れ

か
が
リ
ン
カ
ン
を
殺
し
た
ん
だ
ね
」

こ
れ
は
父
親
が
リ
ン
カ
ン
に
つ
い
て
た
ず
ね

た
の
で
、
少
年
が
彼
の
部
屋
へ
走
り
込
ん
で
、

そ
う
言
っ
た
の
だ
。

五
歳
に
な
る
ま
で
ヨ
ハ
ン
は
ま
る
で
何
か
に

と
り
つ
か
れ
た
よ
う
に
ジ
ャ
ッ
キ
｜

（
ジ
ャ
ク
リ

ー
ン
の
愛
称
）
の
写
真
類
を
見
つ
け
よ
う
と
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
雑
誌
を
あ
さ
っ
て
い
た
。
そ
し

て
何
度
も
彼
は
ジ
ャ
ッ
キ
！
の
写
真
の
一
つ
を

長
時
間
見
つ
づ
け
る
ク
セ
が
あ
っ
た
。
思
親
の

話
に
よ
る
と
、
ヨ
ハ
ン
は
何
度
も
夜
中
に
突
然

目
覚
め
て
泣
き
な
が
ら
「
ジ
ャ
ッ
キ

l
」
と
呼

び
か
け
る
と
い
う
。

ジ
ャ
ッ
キ
l
の
再
婚
に
怒
り
狂
う

ヨ
八
ン

ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
l
の
悲
劇
後
五
年
目

に
し
て
今
度
は
弟
の
ロ
パ
l
卜・

ケ
ネ
デ
ィ
ー
が

ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
射
殺
さ
れ
た
。
な
ん
と
い
う

悲
運
な
二
家
だ
ろ
う
。
魔
物
に
つ
き
ま
と
わ

れ
た
よ
う
な
こ
の
兄
弟
の
カ
ル
マ
は
到
底
た
だ

も
の
で
は
な
い
。

ロ
パ
ー
ト
の
暗
殺
が
世
界
の
耳
目
を
ゆ
る
が

し
た
と
き
、
ヨ
ハ
ン
は
滋
れ
る
涙
を
抑
え
き
れ

な
か
っ
た
と
シ
ュ
l
ラ
l
夫
妻
は
語
る
。
ど
う

し
た
の
か
と
両
親
か
ら
聞
か
れ
た
ヨ
ハ
ン
は
附
合

え
た
。
寸
ボ
ビ
l
が
死
ん
だ
」

ボ
ビ
ー
と
い
う
の
は
ロ
パ
1
卜
の
愛
称
で
あ

る
。
「
私
達
は
ロ
パ
l
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
！
と
言
っ

て
い
た
の
に
、
ヨ
ハ
ン
は
ボ
ビ
！
と
言
う
ん
で

す
」
と
母
親
が
言
う
。

ヨ
ハ
ン
が
五
歳
に
な
ろ
う
と
す
る
頃
、
ジ
ャ
ッ

キ
1
・ケ
ネ
デ
ィ
l
は
ギ
リ
シ
ャ
の
大
富
豪
ア
リ

ス
ト
l
ト
ル

・
オ
ナ
シ
ス
と
結
婚
し
て
世
界
を

驚
か
せ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
節
操
の
な
い
女
と

し
て
赫
々
た
る
非
難
の
声
が
上
が
っ
た
。
こ
れ

を
知
っ
た
ヨ
ハ
ン
は
反
狂
乱
に
な
っ
て
オ
ナ
シ
ス

の
顔
写
真
の
掲
載
さ
れ
た
新
聞
を
ず
た
ず
た

に
引
き
裂
い
た
と
母
親
が
言
う
。

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
正
確
な
記
憶

約
三
年
前
に
シ
ュ
l
ラ
｜
夫
妻
は
パ
ナ
｜
イ

l
教
授
に
書
簡
を
出
し
て
、
息
子
の
行
状
の

詳
細
を
知
ら
せ
た
。
こ
の
種
の
手
紙
を
多
く

受
け
取
っ
て
い
る
教
授
は
最
近
に
な
っ
て
や
っ
と

ミュ
l
ニ
ツ
ヒ
に
来
た
。

「
私
は
三
度
ほ
ど
調
査
の
話
し
合
い
を
や
っ
た

が
、
そ
の
ど
れ
も
丸
一
日
か
か
っ
た
。
あ
の
子

供
は
両
親
よ
り
も
私
に
対
し
て
う
ん
と
自
由

に
話
し
て
く
れ
た
ね
。

彼
が
そ
っ
け
な
く
言
う
に
は
、
こ
う
だ
。

彼

は
前
世
で
ア
メ
リ
カ
国
民
の
指
導
者
と
し
て

生
き
て
い
た
と
い
う
ん
だ
。
そ
こ
で
私
は
、
坊

や
が
前
世
で
働
い
て
い
た
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て
詳

し
く
話
し
て
く
れ
と
言
う
と
、
非
常
に
詳
細

に
説
明
し
て
く
れ
た。

そ
の
後
、
私
が
ホ
ワ
イ
トハ
ウ
ス
に
つ
い
て
調

べ
て
み
る
と
、
彼
の
言
っ
た
こ
と
は
寸
分
違
わ

ず
に
正
確
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

あ
る
と
き
彼
は
リ
ン
カ
ン
と
い
う
名
前
を
出

し
た
の
で
、
そ
れ
は
ア
プ
ラ
ハ
ム

・
リ
ン
カ
ン
の

こ
と
か
と
た
ず
ね
た
ら
、
坊
や
は
い
ら
い
ら
し

な
が
ら
す
ぐ
に
答
え
た
。

『違
う
よ
。
ぽ
く
が
言
う
の
は
隣
の
部
屋
で

仕
事
を
し
て
い
た
リ
ン
カ
ン
夫
人
の
こ
と
な
ん

だ
』こ

れ
も
的
中
し
て
い
た
。

リ
ン
カ
ン
と
い
う

の
は
ケ
ネ
デ
ィ
！
の
秘
書
で
あ
っ
た
エ
プ
リ
ン

・

リ
ン
カ
ン
の
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
。

ま
た
彼
は
前
世
で
自
分
の
専
用
飛
行
機
を

持
っ
て
い
た
と
主
張
す
る
ん
だ
。
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彼
は
あ
る
と
き
大
群
衆
を
前
に
し
て
立
っ
て

い
た
鮮
明
な
記
憶
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
あ
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
彼
は
『
キ
ュ
ー
バ
は
誤
り
だ
っ

た
』
と
一
一
一
回
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る

と
、
彼
は
『
カ
ス
ト
ロ
は
挫
折
す
る
だ
ろ
う
。

戦
争
は
起
こ
ら
な
い
ん
だ
』
と
答
え
た
。

パ
ナ
1
イ
l
教
授
が
、
生
前
に
な
ぜ
テ
キ
サ

ス
州
へ
行
っ
た
ん
だ
と
聞
く
と
、
少
年
は
し
か

め
ず
ら
を
し
な
が
ら
言
う
。
『
そ
れ
は
大
衆

が
私
を
見
た
が
っ
て
い
た
か
ら
で
、
友
人
達
も

そ
こ
へ
私
が
行
く
こ
と
を
望
ん
で
い
た
か
ら
だ
』

さ
ら
に
坊
や
が
言
う
に
は
、
彼
は
大
統
領

と
し
て
生
き
て
い
た
頃
、
朝
、
ベ
ッ
ド
に
横
に

な
っ
て
い
る
と
二
人
の
子
供
が
や
っ
て
き
て
彼
に

抱
き
つ
く
寸
夢
L

を
見
る
の
だ
と
い
う
。

『
女
の
子
は
紙
に
書
い
た
手
紙
を
私
に
よ
く

見
せ
た
も
の
だ
。
私
は
い
つ
も
、
よ
く
書
け
た

ね
と
言
っ
て
ほ
め
て
や
っ
た
よ
。
小
さ
い
男
の

子
が
部
屋
に
入
っ
て
来
る
と
き
に
私
は
よ
く
一
一
一
一
一

っ
た
も
の
だ
。
お
父
さ
ん
に
秘
密
を
話
し
て
よ
、

と
ね
。
す
る
と
子
供
は
ベ
ッ
ド
に
飛
び
上
が
り
、

私
の
耳
元
で
ガ
ヤ
ガ
ヤ
し
ゃ
べ
っ
て
、
そ
れ
か
ら

笑
い
な
が
ら
飛
び
降
り
る
ん
だ
』

生
前
の
妻
の
思
い
出
を
語
る

そ
の
後
、
パ
ナ
l
イ
l
教
授
が
ケ
ネ
デ
ィ
l

一
家
を
詳
細
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
ケ
ネ
デ
ィ

l
大
統
領
の
最
も
楽
し
い
生
活
行
事
は
、
早

朝
に
二
人
の
子
供
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
と
ジ
ョ
ン
｜

ジ
ョ
ン
が
彼
の
部
屋
へ
や
っ
て
く
る
こ
と
だ
っ
た
。

大
統
領
が
ま
だ
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
っ
て
い
る
頃
だ
。

ヨ
ハ
ン
が
一
言
う
。

『
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
は
ち
ょ
う
ど
文
字
を
書
く
こ

と
を
学
び
始
め
た
頃
で
、
い
つ
も
最
近
の
成
果

を
父
親
に
見
せ
て
い
た
よ
』

ま
た
ヨ
ハ
ン
は
前
世
に
お
い
て
彼
の
妻
と
の

親
密
な
交
わ
り
の
生
き
生
き
と
し
た
記
憶
を

保
っ
て
い
る
。

『
彼
女
は
た
い
へ
ん
き
ち
ん
と
し
た
女
性
だ
っ

た
。
い
つ
も
寝
る
前
に
、
翌
日
着
る
服
や
手

袋
さ
え
も
ベ
ッ
ド
の
足
も
と
に
置
い
て
い
た
。
と

て
も
美
し
い
女
性
だ
っ
た
。

私
が
た
い
へ
ん
疲
れ
て
い
た
と
き
も
、
彼
女

は
私
の
ベ
ッ
ド
へ
や
っ
て
き
て
、
私
を
抱
い
て
く

れ
た
』七

歳
の
子
供
が
言
う
こ
と
に
し
て
は
、
ち
ょ

っ
と
異
常
で
は
な
い
か
。

寸
彼
は
明
ら
か
に
あ
の
ダ
ラ
ス
の
日
の
あ
ら
ゆ

る
記
憶
が
薄
れ
て
い
る
よ
う
だ
L

と
パ
ナ
l
イ

l
教
授
が
言
う
。
「
彼
は
ど
う
や
ら
暗
殺
そ

の
も
の
に
つ
い
て
は
何
も
記
憶
は
な
い
よ
う
だ
。

か
り
に
記
憶
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
話
さ
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
だ
け
だ
ろ
う
L

シュ
l
ラ
1
夫
妻
が
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

過
去
現
在
を
通
じ
て
息
子
が
ア
メ
リ
カ
の
歴

史
を
聞
い
た
こ
と
は
全
く
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ

か
最
近
小
学
校
の
教
科
書
を
学
び
始
め
た
ば

か
り
だ
と
い
う
。
夫
妻
は
転
生
（
生
ま
れ
変

わ
り
）
と
い
う
も
の
を
全
く
信
じ
な
い
げ
れ
ど

も
、
別
な
こ
と
を
模
索
中
で
あ
る
。
息
子
の

ふ
し
ぎ
な
現
象
に
つ
い
て
何
ら
か
の
納
得
の
ゆ

く
解
答
を
求
め
て
き
た
の
に
、
ま
だ
全
然
見
つ

か
ら
な
い
。

成
長
す
る
に
つ
れ
て
薄
れ
る
過
去

世
の
記
憶

一
方
、
シ
ュ
l
ラ
l
夫
妻
は
別
な
こ
と
で
心

配
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
ヨ
ハ
ン
が
成
長
す

る
に
つ
れ
て
次
第
に
悲
し
そ
う
な
気
分
に
な
っ

て
ゆ
く
か
ら
だ
。
な
ん
と
か
し
て
正
常
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
成
長
し
て
も
ら
い
た
い
と
願

っ
て
い
る
の
だ
。

だ
が
パ
ナ
l
イ
l
教
授
は
楽
観
的
で
あ
る
。

彼
に
よ
る
と
次
の
と
お
り
だ
。
こ
う
し
た
ケ
ー

ス
に
お
い
て
は
大
抵
の
場
合
、
子
供
は
過
去
世

の
記
憶
を
失
う
も
の
だ
。
こ
れ
は
現
在
の
体

験
に
関
心
を
集
中
さ
せ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で

あ
る
と
。

以
上
で
世
に
も
珍
し
い
実
話
は
終
わ
る
。

こ
れ
は
一
九
七
一
年
代
の
こ
と
で
、
現
在
ヨ
ハ

ン
が
健
在
で
あ
れ
ば
三
三

1
四
歳
に
な
っ
て
い

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
幼
少
時
に
人
々
を
驚
嘆

さ
せ
た
過
去
世
の
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
イ
ン
チ
キ
だ
と
か
偶

然
の
一
致
だ
と
か
言
わ
れ
て
悲
壮
な
人
生
を

過
ご
す
よ
り
も
、
そ
の
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

人
間
の
転
生
は
宇
宙
的
法
則

ア
ダ
ム
ス
キ
ー
が
伝
え
た
宇
宙
的
な
情
報
の

中
に
、
人
間
の
転
生
に
関
す
る
理
論
が
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
新
ア
ダ
ム
ス
キ
l
全
集
第
一

巻
『
第
二
惑
星
か
ら
の
地
球
訪
問
者
』
の
中

で
、
別
な
惑
星
か
ら
来
た
大
母
船
の
異
星
人

が
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
に
語
っ
た
事
と
し
て
イ
エ
ス
に

関
す
る
話
が
出
て
く
る
の
だ
。
つ
ま
り
二
千
年

前
に
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
で
愛
の
哲
学
を
説
い
て
活

躍
し
た
イ
エ
ス
は
、
実
は
地
球
社
会
を
救
う
た

め
に
金
星
か
ら
来
て
地
球
で
転
生
し
た
人
物

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
ア
ダ
ム
ス
キ
l
の
夫
人
で
あ
っ
た
メ
リ

ー
は
、
パ
ロ
マ
l
山
の
住
居
か
ら
パ
ス
で
ロ
サ
ン

ジ
エ
ル
ス
へ
旅
行
に
出
た
翌
日
急
逝
し
た
。
そ

し
て
数
年
後
、
ア
ダ
ム
ス
キ
l
は
大
母
船
の

中
で
金
星
人
の
少
女
に
転
生
し
た
亡
き
妻
と

劇
的
な
会
見
を
し
、
一
見
、
一
三
歳
ぐ
ら
い

の
そ
の
女
性
か
ら
（
金
星
で
は
人
間
の
成
長

が
非
常
に
早
い
と
い
う
）
転
生
や
そ
の
他
の
宇

宙
的
な
法
則
を
教
え
ら
れ
る
。
こ
の
件
の
詳

細
は
新
ア
ダ
ム
ス
キ

I
全
集
第
五
巻
『
金

星
・
土
星
探
訪
記
』
に
出
て
い
る
。

以
上
に
つ
い
て
は
強
い
批
判
が
出
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
筆
者
は
数
十
年
に
及
ぶ
研
究
に
よ

っ
て
事
実
で
あ
る
と
の
線
を
維
持
し
て
い
る
。

こ
の
広
大
な
宇
宙
に
は
、
地
球
人
に
と
っ
て
未

発
見
の
法
則
が
ど
こ
に
隠
さ
れ
て
い
る
か
わ
か

っ
た
も
の
で
は
な
い
の
だ
。

筆
者
自
身
に
も
過
去
世
の
思
い
出
ら
し
き

も
の
が
幼
少
時
に
あ
っ
た
。
三

1
四
歳
の
こ
ろ

だ
っ
た
ろ
う
か
、
あ
る
絵
本
を
見
て
い
た
と
き

に
、
お
伽
話
に
出
て
く
る
よ
う
な
非
常
に
美
し

い
き
ら
び
や
か
な
都
市
の
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
を
見
て
、
私
は
こ
の
よ
う
な
都
市
か
ら
来

た
人
間
な
の
だ
と
い
う
強
い
確
信
め
い
た
も
の

が
わ
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
し
か
し
成
長
す

る
に
つ
れ
て
、
そ
の
記
憶
は
無
関
心
の
分
野
に

移
動
し
て
い
っ
た
。

転
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
医
学
の
進
歩
に
よ
っ

て
解
明
さ
れ
る
と
確
信
し
て
い
る
。



塩
谷
先
生
は
九
五
歳
。
山
形
県
上
山
市
の
ご

出
身
。
旧
制
東
京
帝
大
医
学
部
卒
。
京
域
帝

大
医
学
部
回
数
援
を
経
て
多
年
都
内
で
医
院

を
経
営
後
、
引
退
さ
れ
だ
。
独
自
の
宇
宙
観

巳
よ
り
正
由
調
息
法
を
編
み
出
し
て
、
こ
れ

を
実
修
し
な
が
ら
幼
少
時
の
虚
弱
体
質
か
ら

強
健
な
体
力
を
つ
く
り
、
さ
ら
に
多
数
の
難

病
患
者
を
奇
飾
的
巳
治
し
だ
り
、
そ
の
他
多

く
の
奇
跡
を
演
じ
て
お
ら
れ
る
一
種
の
超
能

力
者
。
い
ま
だ
に
ゴ
ル
フ
に
打
ぢ
興
じ
て
、

一
昨
年
の
九
四
歳
時
に
エ
イ
ジ
シ
ユ
｜
ト
九

四
の
世
界
記
録
を
達
成
。
テ
レ
ビ
で
放
映
さ

れ
た
ほ
ど
の
驚
異
的
な
体
力
の
持
ち
主
。
以

下
は
昨
年
九
月
に
都
内
港
区
で
開
催
さ
れ
た

日
本
G
A
P総
会
に
お
け
る
先
生
の
二
時
間

に
及
ぶ
講
演
録
の
前
号
か
ら
の
続
き
。
驚
く

べ
き
若
々
し
い
声
で
長
寿
を
保
つ
極
意
を
披

露
さ
れ
て
聴
衆
に
多
大
の
感
銘
を
与
え
だ
。

大宇宙の
無限の力による

長寿健康法
（完）

医学博士

塩谷信男

（
前
号
の
最
後
の
イ
メ
ー
ジ
法
で
物
忘
れ
を

治
し
た
と
い
う
説
明
の
部
分
の
続
き
）

固
有
名
詞
も
忘
れ
な
き
ゃ
人
の
名
前
も
忘

れ
な
い
し
度
忘
れ
も
し
な
い
の
。
年
を
と
っ

た
人
の
中
に
は
、
と
ん
と
ん
と
二
階
へ
上
が

っ
て
行
っ
て
、
「
あ
れ
、
お
れ
は
何
を
し
に

来
た
ん
だ
」
と
言
う
人
が
あ
る
ん
で
す
。
私

の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
も
そ
ん
な
人
が
多
く
い
ま

す
よ
。九

O
歳
の
爺
さ
ん
が
、
な
ん
と
四

O
、
五

O
の
若
さ
ま
で
記
憶
力
が
戻
っ
て
い
っ
た
ん

だ
か
ら
、
こ
れ
は
ね
、
肉
体
の
細
胞
が
若
返

る
よ
り
も
も
っ
と
あ
り
え
得
な
い
こ
と
で
す
、

脳
細
胞
は
特
別
だ
か
ら
。
あ
と
で
脳
細
胞
ま

で
話
が
ゆ
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
と
き

に
分
か
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
今
ま
で
の
話
と
は
格
が
違
い
ま
す

よ
。
そ
の
格
の
低
い
の
か
ら
高
い
の
ま
で
三

つ
も
四
つ
も
世
界
の
人
類
が
果
た
し
得
な
か

っ
た
こ
と
を
、
私
一
人
で
や
っ
て
い
ま
す
の

や
。
何
を
や
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
宇
宙

の
無
限
力
を
使
っ
た
呼
吸
法
の
お
か
げ
で
す
。

だ
か
ら
、
私
に
出
来
る
と
い
う
こ
と
は
、

あ
な
た
方
に
も
み
な
出
来
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
あ
な
た
方
に
出
来
る
と
い
う
こ
と
は
、

世
界
中
の
人
が
み
な
出
来
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
や
っ
ぱ
り
こ
こ
で
も
エ
プ
リ
ワ
ン
の
一

人
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

で
は
な
い
ん
で
す
。

こ
れ
は
話
の
ア
ヤ
だ
と
思
っ
て
、
あ
な
た

方
も
出
来
る
と
－
一
一
口
っ
て
お
だ
て
て
い
る
ん
じ

ゃ
な
い
で
す
よ
、
本
当
の
こ
と
な
ん
だ
か
ら
。

と
い
う
こ
と
は
、
私
が
や
っ
た
、
そ
し
て
ほ

か
の
人
も
や
っ
た
。
ハ
ア
前
立
腺
肥
大
症
が

治
っ
た
、
白
内
障
が
治
っ
た
と
か
、
沢
山
そ

ん
な
人
が
出
て
い
ま
す
よ
。

だ
か
ら
ね
、
た
だ
単
な
る
話
の
ア
ヤ
で
は

な
い
ん
で
す
よ
。
実
践
の
理
を
言
っ
て
い
る

の
。
特
に
お
も
し
ろ
い
の
は
前
立
腺
肥
大
症

で
す
。
何
人
か
が
治
っ
て
い
ま
す
砂
ど
ね
。

み
ん
な
治
っ
た
の
は
一
週
間
か
、
一
番
早
い

人
は
四

1
五
日
と
一
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
こ
と
で
治
っ
て
い
る
ん
で
す
。
わ
し
み
た

い
に
四
年
も
五
年
も
か
か
っ
た
と
い
う
ア
ホ

ー
は
い
ま
せ
ん
の
や
。

創
始
者
の
私
が
、
そ
ん
な
に
（
治
す
の

が
）
長
い
こ
と
か
か
っ
て
い
る
の
に
、
私
の

本
を
読
ん
で
知
っ
た
人
が
み
ん
な
一
週
間
そ

こ
ら
で
治
っ
て
い
る
ん
で
す
。
分
か
り
ま
す

か
、
そ
の
理
由
が
。

単
純
な
の
。
そ
の
本
に
は
、
調
息
法
を
や

っ
た
、
ず
っ
と
や
っ
た
、
三
年
ゃ
っ
た
、
四

年
ゃ
っ
た
、
ち
っ
と
も
治
ら
な
い
、
だ
ん
だ

ん
悪
く
な
っ
た
と
は
書
い
て
な
い
ん
で
す
。

強
い
想
念
を
燃
や
し
て
熱
心
に
や
っ
た
ら
翌

日
か
ら
よ
く
な
り
だ
し
た
と
し
か
書
い
て
な

い
か
ら
、
そ
れ
を
読
ん
だ
人
は
み
な
そ
う
だ

と
思
う
ん
で
す
。
そ
し
て
信
ず
る
と
お
り
に

治
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
。
み
ん
な
そ
う
な
ん

で
す
よ
。
だ
っ
て
、
徳
島
か
ら
来
た
便
り
に

よ
る
と
、
「
う
ち
の
父
親
は
四

1
五
回
（
の

調
息
法
）
で
治
り
ま
し
た
」
と
書
い
て
あ
る

ん
で
す
。

そ
の
方
法
を
作
っ
た
私
の
方
が
大
喜
び
し

て
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
L

と
言
う

ほ
か
な
い
ん
で
す
。
想
念
の
力
の
入
れ
方
に

よ
っ
て
そ
れ
ほ
ど
違
う
ん
で
す
。
で
は
、
な

ぜ
私
が
ダ
メ
だ
っ
た
の
か
と
言
い
ま
す
と
、

理
由
は
簡
単
。
わ
し
は
医
者
だ
か
ら
。

前
立
腺
肥
大
症
と
い
う
も
の
は
、
手
術
し

な
け
れ
ば
絶
対
に
治
ら
な
い
と
い
う
医
学
知

識
が
あ
る
。
も
し
治
ら
な
か
っ
た
ら
手
術
す

れ
ば
い
い
ん
だ
と
い
う
甘
え
心
が
あ
る
。
自

分
で
は
意
識
し
な
く
て
も
、
こ
の
知
識
が
頭

の
中
の
ど
こ
か
に
あ
り
ま
す
の
や
。
潜
在
意

識
に
な
っ
て
て
ね
。
だ
か
ら
治
る
と
い
う
信

念
の
力
を
し
っ
か
り
込
め
た
つ
も
り
で
も
、

な
ま
ぬ
る
い
ん
だ
ね
。

そ
の
こ
と
ま
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

気
を
い
れ
か
え
て
し
っ
か
り
や
っ
て
み
た
ら
、

ほ
ら
、
そ
の
翌
日
か
ら
良
く
な
っ
た
ん
で
す
。

一一一

1
四
年
か
か
っ
て
、
治
ら
な
か
っ
た
の
に
、

急
に
よ
く
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
皆
さ
ん
は
そ
ん
な
医
学
的
な

知
識
が
な
い
の
と
甘
え
心
が
な
い
か
ら
、
私

と
同
じ
よ
う
な
病
気
に
か
か
っ
て
も
、
私
よ

り
も
早
く
み
ん
な
治
る
ん
で
す
。
そ
れ
な
ら
、

な
ぜ
治
っ
た
か
。
話
を
聞
い
て
ら
し
て
感
じ

た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
の
病
気
が
治
っ
た
と

い
う
の
は
、
想
念
の
力
、
意
思
の
力
な
の
だ

と
。
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
す
。
精
神
一
到

何
事
か
成
ら
ざ
ら
ん
と
言
う
で
し
ょ
う
。
そ

の
格
言
に
従
っ
て
沢
山
の
人
が
い
ろ
ん
な
困

難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
よ
、
精
神
力
で
。

人
間
の
極
限
ま
で
の
と
こ
ろ
ま
で
も
乗
り
越

え
て
き
た
。

治
っ
た
、
治
っ
た
、
治
っ
た
と
念
じ
た
だ

け
で
ガ
ン
を
治
し
た
人
も
沢
山
お
り
ま
す
。

脳
腫
蕩
も
、
治
っ
た
、
治
っ
た
と
念
じ
て
治
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し
た
人
が
い
ま
す
け
れ
ど
、
反
復
思
念
だ
け

で
私
が
体
験
し
た
前
立
腺
肥
大
症
の
治
癒
や

若
返
り
の
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
へ
挑

戦
し
た
と
し
て
も
出
来
な
か
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
人
間
の
精
神
力
の
及
ぶ
範
囲
よ
り
、

も
っ
と
高
い
所
に
要
因
が
あ
る
ん
で
す
。
こ

れ
は
宇
宙
の
無
限
力
が
治
し
て
く
れ
た
ん
で

す
。
精
神
力
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
治
癒
の
原

因
が
あ
る
ん
で
す
。

寸
宇
宙
の
無
限
力
が
丹
田
に
収
め
ら
れ
た
、

全
身
に
行
き
渡
っ
た
」
と
念
じ
る
ん
で
す
。

そ
し
て
集
め
ら
れ
た
宇
宙
の
無
限
力
を
一
定

の
部
位
に
持
っ
て
行
く
ん
で
す
。
白
内
障
に

持
っ
て
行
く
の
も
よ
い
し
、
脳
に
持
っ
て
ゆ

く
の
も
い
い
。
治
る
と
い
う
想
念
の
集
束
放

射
、
そ
の
せ
い
な
ん
で
す
。

さ
ら
に
こ
こ
で
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
、

病
気
を
治
す
だ
げ
で
は
な
く
、
人
生
百
般
の

こ
と
に
こ
れ
を
応
用
し
て
い
る
と
一
言
っ
た
で

し
ょ
う
。
そ
の
と
お
り
、
こ
れ
を
応
用
し
ま

す
と
ね
、
人
聞
に
不
可
能
な
事
が
ど
ん
ど
ん

可
能
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
思
う

こ
と
が
か
な
う
か
ら
、
ど
う
し
た
っ
て
百
事

如
意
に
な
る
ん
で
す
。

ま
た
繰
り
返
し
ま
す
。
私
一
人
で
は
な
い
。

皆
さ
ん
が
そ
う
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
私
は

く
ど
い
ほ
ど
言
い
た
い
の
。
聞
き
っ
ぱ
な
し

で
は
困
る
の
。
実
行
し
て
下
さ
い
。
難
問
を

沢
山
持
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
が
。

想
念
の
強
烈
な
集
中
力

そ
れ
で
、
宇
宙
の
無
限
カ
を
使
う
と
な
ぜ

そ
う
な
る
か
。
想
念
を
集
め
た
ら
、
な
ぜ
そ

う
な
る
の
か
。
（
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
紙
を
取
り

出
し
て
）
紙
を
太
陽
に
照
ら
し
て
ご
ら
ん
な

さ
い
。
一
時
間
た
っ
て
も
燃
え
な
い
で
し
ょ

う
。
一
週
間
で
も
燃
え
な
い
。
十
年
、
百
年

も
太
陽
に
照
ら
し
て
も
燃
え
な
い
で
す
よ
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
レ
ン
ズ
を
当
て
て
み

ま
す
と
、
た
っ
た
一
分
で
燃
え
始
め
ま
す
。

無
限
の
太
陽
の
光
を
集
め
て
も
、
千
年
た
っ

て
も
燃
え
な
い
が
、
こ
れ
で
や
れ
ば
一
分
。

な
ぜ
か
。
理
屈
は
分
か
る
で
し
ょ
う
。
太
陽

の
光
を
集
め
た
か
ら
で
す
。

そ
れ
な
ら
ば
、
ど
れ
だ
げ
の
光
を
こ
の
レ

ン
ズ
が
集
め
た
か
。
な
ん
の
こ
と
は
な
い
、

こ
の
（
レ
ン
ズ
の
）
面
積
だ
け
。
た
っ
た
こ

れ
だ
け
の
面
積
の
太
陽
の
光
を
集
め
た
だ
け

で
、
こ
の
紙
は
燃
え
た
ん
で
す
。

宇
宙
の
無
限
力
の
場
合
は
、
こ
の
レ
ン
ズ

の
働
き
を
す
る
の
が
想
念
。
精
神
力
。
集
束

放
射
は
同
じ
こ
と
で
す
。

そ
れ
か
ら
こ
こ
に
も
う
一
つ
同
じ
原
理
が

働
き
ま
す
。
こ
う
や
っ
て
レ
ン
ズ
を
あ
て
る

場
合
、
子
供
が
や
っ
て
も
偉
大
な
る
科
学
者

が
や
っ
て
も
、
結
果
は
み
な
同
じ
で
す
。

し
か
し
た
っ
た
一
つ
条
件
が
あ
る
。
焦
点

が
正
し
く
こ
こ
へ
結
ば
な
け
れ
ば
ダ
メ
な
の
。

ち
ょ
っ
と
近
く
て
も
ダ
メ
。
ち
ょ
っ
と
遠
く

て
も
ダ
メ
。
ち
ょ
っ
と
曲
が
っ
て
も
ダ
メ
。

た
っ
た
一
つ
、
こ
こ
に
焦
点
を
結
ぶ
と
い
う

こ
と
が
大
事
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
想
念
の
カ
で
病
気
を
治
す
と

い
う
場
合
、
ど
こ
に
も
傾
斜
も
な
け
れ
ば
、

遠
い
近
い
も
な
い
の
。
あ
る
の
は
強
い
か
弱

い
か
だ
け
。
私
が
四
年
も
三
年
も
前
立
腺
肥

大
を
治
せ
な
か
っ
た
の
は
、
想
念
の
力
が
弱

か
っ
た
だ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
話
を

聞
い
て
ぼ
こ
ぼ
こ
治
っ
た
人
は
想
念
の
力
が

強
か
っ
た
ん
で
す
。
邪
念
が
入
ら
な
い
か
ら

ね。
だ
か
ら
、
自
分
は
正
心
調
息
法
を
や
っ
て

ま
す
が
一
向
に
良
く
な
り
ま
せ
ん
と
か
一
向

に
丈
夫
に
な
り
ま
せ
ん
と
一
言
う
人
は
、
ち
ょ

っ
と
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ど
こ
か
足

り
な
い
、
つ
ま
り
精
神
集
中
の
カ
が
足
り
な

か
っ
た
ん
で
す
。

こ
れ
は
た
だ
単
な
る
理
論
だ
け
の
話
で
は

な
い
ん
で
す
。
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て
い
て
も
ら

い
た
い
の
。
そ
し
て
応
用
し
て
も
ら
い
た
い

の。
た
と
え
ば
、
こ
こ
に
泉
が
こ
ん
こ
ん
と
湧

い
て
い
る
と
し
ま
す
。
そ
の
そ
ば
を
通
っ
た

旅
人
は
、
コ
ッ
プ
一
杯
飲
ん
で
「
あ
あ
、
お

い
し
か
っ
た
、
喉
の
乾
き
が
い
や
さ
れ
た
」

と
一
言
っ
て
喜
ん
で
帰
っ
て
行
っ
た
。

次
に
来
た
人
は
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て
来
て
水

を
汲
ん
だ
。
水
も
飲
ん
だ
、
手
も
ふ
い
た
、

シ
ャ
ツ
も
洗
っ
た
。
そ
の
あ
と
に
来
た
人
は

タ
ン
ク
を
持
っ
て
来
た
。
タ
ン
ク
に
水
を
一

杯
汲
ん
で
帰
っ
て
、
お
風
口
口
も
わ
か
し
た
、

炊
事
も
し
た
。
し
か
し
湧
き
出
る
水
は
こ
ん

こ
ん
と
し
て
変
わ
り
な
い
の
。

容
器
を
持
っ
て
く
る
人
が
ど
れ
だ
け
入
る

の
を
持
っ
て
来
た
か
。
そ
れ
を
ど
れ
だ
け
使

っ
た
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
結
果
は
雲
泥
の
差

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
を
ち
ゃ
ん
と
腹
に
収
め

て
調
怠
法
を
や
っ
て
下
さ
れ
ば
、
ほ
ん
と
に

有
難
い
の
で
す
。

正
心
調
息
法
の
実
修
法

そ
こ
で
こ
れ
か
ら
調
息
法
の
実
修
に
移
り

ま
す
。
姿
勢
は
上
半
身
を
正
し
く
し
ま
す
。

下
半
身
は
座
っ
て
い
て
も
よ
し
、
あ
ぐ
ら
を

か
い
て
い
て
も
よ
し
。
上
半
身
を
正
し
く
す

る
と
い
っ
て
も
、
背
骨
を
正
し
く
す
る
。
た

だ
し
ス
テ
ッ
キ
を
立
て
た
よ
う
に
ポ
ン
と
背

骨
を
立
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
。
人
間
の
背
骨

は
ナ
チ
ュ
ラ
リ
l
に
前
後
に
カ
l
ブ
が
あ
り

ま
ず
か
ら
、
そ
の
カ

l
ブ
は
そ
の
ま
ま
生
か

し
ま
す
。
た
だ
し
左
右
に
は
曲
げ
な
い
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
、
背
骨
は
臼
の
よ

う
な
骨
が
重
な
っ
て
い
ま
す
。
左
右
に
こ
こ

か
ら
神
経
が
出
て
い
ま
す
。
横
に
曲
げ
る
と
、

こ
こ
か
ら
出
て
い
る
神
経
の
根
元
が
押
さ
れ

ま
す
。
す
る
と
押
さ
れ
た
神
経
で
支
配
さ
れ

て
い
る
部
分
に
何
か
異
常
が
起
こ
り
ま
す
。

だ
か
ら
背
骨
は
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ー
に
ま
っ
す
ぐ

に
こ
う
し
て
座
り
ま
す
。
し
か
し
左
右
に
は

曲
げ
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
両
手
で
印
を
組
み
ま
す
。
両
手

を
上
げ
て
ご
ら
ん
さ
い
。
手
を
組
む
の
で
は

な
く
て
、
お
に
ぎ
り
を
握
る
よ
う
に
合
わ
せ

ま
す
。
そ
れ
を
下
ろ
し
ま
す
。
こ
れ
が
鈴
の

印
を
組
ん
だ
姿
で
す
。

そ
う
し
て
、
今
度
は
患
を
吸
う
の
。
そ
の

と
き
に
鼻
か
ら
吸
う
や
し
か
し
肺
の
下
の
方

に
吸
う
。
そ
こ
は
広
い
か
ら
。
そ
れ
で
横
隔

膜
が
下
が
る
の
。
そ
う
す
る
と
息
が
も
っ
と

多
く
入
り
ま
す
。
そ
れ
は
オ
へ
ソ
の
下
に
吸
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う
よ
う
な
つ
も
り
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
吸

息
で
す
。

次
は
充
息
で
す
。
吸
っ
た
空
気
を
全
部
下

腹
に
収
め
ま
す
、
力
を
入
れ
て
。
下
腹
に
は

空
気
が
行
き
っ
こ
な
い
ん
で
す
が
、
か
な
ら

ず
こ
こ
に
止
ま
る
ん
で
す
が
、
そ
う
す
る
と

横
隔
膜
が
グ
ッ
と
下
が
り
ま
す
。
そ
う
す
る

と
下
腹
に
カ
の
入
り
方
が
う
ん
と
遠
い
ま
す
。

丹
田
に
吸
う
よ
う
に
し
て
横
隔
膜
を
下
げ
る

ん
で
す
。
そ
う
し
て
今
度
は
グ
ン
と
下
腹
に

力
を
入
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
息
を
吐
く
の
で

す
が
、
そ
れ
は
吐
息
で
す
。

こ
れ
を
二
五
回
や
り
ま
す
。
目
は
閉
じ
る

ん
で
す
が
、
こ
れ
は
続
く
閉
じ
ま
す
。
背
も

た
れ
に
、
も
た
れ
な
い
。
肘
か
け
に
肘
を
乗

せ
な
い
。
私
が
合
図
を
し
ま
す
か
ら
、
そ
れ

に
従
っ
て
二
回
や
っ
て
下
さ
い
。
あ
と
は
合

図
を
や
り
ま
せ
ん
か
ら
、
ご
自
分
で
や
っ
て

下
さ
い
。

き
ゅ
う
そ
〈
じ
ゅ
う
そ
〈

い
い
で
す
か
、
ハ
イ
「
吸
息
」
「
充
息
」

と

そ

〈

し

よ

う

そ

〈

「
吐
息
」
「
小
息
」
（
と
先
生
は
大
き
な
声
で

号
令
を
か
け
る
。
一

同
は
こ
れ
に
合
わ
せ
て

笑
修
す
る
）
目
は
閉
じ
た
ま
ま
で
す
。
充
息

の
と
き
、
ウ
ン
と
お
な
か
に
力
を
入
れ
る
と

き
に
、
旺
門
を
キ
ユ
ツ
と
し
め
ま
す
。
そ
う

す
る
と
吐
息
に
な
っ
て
く
る
と
き
に
、
ひ
と

り
で
に
ゆ
る
み
ま
す
が
、
そ
れ
は
か
ま
い
ま

せ
ん
。ま

い
、

終
わ
り
。

呼
吸
の
重
要
性

」
れ
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
こ
と
は
、
－
空
気

を
吸
う
と
い
う
こ
と
の
大
事
さ
で
す
。
あ
な

た
方
は
い
ま
こ
の
呼
吸
法
で
息
を
沢
山
吸
っ

た
で
し
ょ
う
。
あ
の
と
き
に
入
っ
た
空
気
の

量
と
、
い
ま
そ
う
や
っ
て
い
る
と
き
の
空
気

の
量
と
比
較
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
ず
い
ぶ

ん
違
う
で
し
ょ
う
。
肺
は
小
さ
な
部
屋
か
ら

出
来
て
い
ま
す
。
そ
こ
へ
血
管
が
ず
っ
と
回

っ
て
い
ま
す
。
血
液
が
行
き
ま
す
。

何
し
に

行
く
か
と
言
い
ま
す
と
、
体
中
か
ら
集
め
た

炭
酸
ガ
ス
を
み
な
持
っ
て
行
っ
て
小
部
屋
に

出
し
ま
す
。
そ
し
て
各
部
屋
に
入
っ

て
い
る

酸
素
を
も
ら
っ
て
帰
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
う
や
っ
て
皆
さ
ん
が
普
段

に
吸
っ
て
い
る
空
気
が
ど
こ
ま
で
肺
に
入
っ

て
い
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
ほ
ん
の
わ
ず
か

し
か
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
分
か
る

で
し
ょ
う
。
大
き
く
吸
っ
て
み
れ
ば
す
ぐ
分

か
り
ま
す
。
そ
の
く
ら
い
で
皆
や
っ
て
い
る

が
、
本
当
は
体
は
も
っ
と
吸
っ
て
も
ら
い
た

い
の
。
体
中
の
細
胞
は
み
な
も
ら
う
酸
素
が

足
り
な
い
の
。
も
っ
と
も
っ
と
欲
し
い
の
。

欲
し
い
と
こ
ろ
へ
こ
の
調
息
法
で
空
気
を

や
る
か
ら
細
胞
は
喜
び
ま
す
。
体
と
い
う
の

は
細
胞
か
ら
出
来
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お

腹
に
カ
を
入
れ
た
で
し
ょ
う
。
み
ん
な
の
お

腹
は
見
た
と
こ
ろ
小
さ
い
ね
。
け
れ
ど
も
こ

の
中
に
は
腸
が
ど
の
く
ら
い
長
い
の
が
入
っ

て
い
る
か
知
っ
て
い
る
つ

七
メ
ー
ト
ル
で
す
よ
。
そ
の
ち
っ
ち
ゃ
な

お
腹
の
中
に
ね
。
そ
の
長
い
腸
が
そ
の
中
に

入
っ
て
い
る
の
。
そ
の
腸
を
グ
ル
グ
ル
グ
ル

と
血
管
が
巻
い
て
い
る
ん
で
す
。

と
い
う
こ
と
は
、
あ
な
た
方
の
お
腹
の
中
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に
は
一
杯
血
液
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
が
そ
の
血
液
は
ね
、
ド
ャ
l
ン
と
し

て
あ
ま
り
気
持
ち
よ
く
循
環
し
て
い
ま
せ
ん

の
。
欝
血
し
ち
ゃ
っ
て
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

せ
っ
か
く
栄
養
物
を
と
っ
て
も
、
出
来
立
て

の
新
鮮
な
の
が
な
か
な
か
行
か
な
い
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
こ
へ
一
つ
グ
ン
と
力
を
入
れ

て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
す
る
と
腹
圧
が
高
ま
る

か
ら
血
液
が
グ
l
ッ
と
出
て
き
ま
す
が
な
。

そ
う
す
る
と
も
っ
と
栄
養
分
も
グ
l
ッ
と
出

て
行
く
。
次
に
ま
た
入
っ
て
来
る
。
入
っ
て

来
た
血
液
は
こ
ん
ど
は
取
り
立
て
の
新
鮮
な

栄
養
分
を
持
っ
て
ず
ー
っ
と
出
て
行
き
ま
す

よ。
そ
う
す
る
と
調
息
法
を
や
っ
て
、
空
気
は

い
っ
ぱ
い
入
っ
た
、
酸
素
も
充
分
に
入
っ
た
、

そ
う
し
て
今
度
は
新
し
い
取
り
立
て
の
栄
養

分
が
ど
ん
ど
ん
来
た
。
も
う
細
胞
は
大
喜
び
。

そ
う
す
る
と
ね
、
細
胞
が
一
つ
一
つ
元
気
に

な
っ
て
強
く
な
れ
ば
、
そ
の
細
胞
で
出
来
て

い
る
人
間
の
体
が
元
気
に
な
っ
て
強
く
な
る

の
は
当
た
り
前
の
話
で
す
。
な
ら
な
か
っ
た

ら
奇
跡
で
す
。

調
息
法
で
細
胞
の
活
性
化
を
図

る
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
も
う
一
つ
、
お
腹
に
グ

ツ
と
カ
を
入
れ
る
と
、
出
来
立
て
の
栄
養
分

が
来
る
か
ら
、
ま
た
細
胞
が
喜
び
ま
す
の
や
。

し
か
も
お
腹
に
力
を
入
れ
た
、
抜
い
た
と
や

っ
て
い
る
と
、
全
体
の
血
液
の
循
環
が
良
く

な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
新
鮮
な
栄
養
分
、

酸
素
を
持
っ
た
空
気
が
今
ま
で
よ
り
も
ズ
l

ツ
と
体
中
を
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
い

う
こ
と
は
、
ど
う
で
も
こ
う
で
も
丈
夫
に
な

っ
ち
ゃ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
こ
の
一
つ
の
細
胞
の
生
き

て
い
る
時
間
と
い
う
の
は
、
そ
う
長
く
は
な

い
わ
な
。
何
回
か
す
る
と
死
に
ま
す
。
た
と

え
ば
四

O
日
と
す
る
。
す
る
と
す
ぐ
に
新
し

い
細
胞
が
来
て
ス
ツ
と
補
っ
て
く
れ
る
。

と
こ
ろ
が
ね
、
調
息
法
を
や
っ
て
、
一
つ

一
つ
の
細
胞
が
元
気
に
な
り
ま
す
と
ね
、
ほ

か
の
人
の
細
胞
は
四

O
日
で
死
ん
じ
ま
っ
て

も
、
こ
っ
ち
は
四

O
日
た
っ
て
も
平
気
な
ん

だ
。
五

O
日
ま
で
も
ず
っ
と
生
き
ち
ゃ
う
。

一
つ
一
つ
の
細
胞
が
長
生
き
を
す
れ
ば
、
そ

の
細
胞
で
出
来
て
い
る
あ
な
た
方
の
寿
命
が

長
く
な
る
ん
だ
。
長
生
き
し
た
く
な
く
て
も

し
ち
ゃ
う
ん
だ
。
健
康
長
寿
。
こ
れ
が
出
来

ち
ゃ
う
。
簡
単
な
こ
と
な
の
ね
。

と
こ
ろ
が
ね
、
ま
だ
あ
る
。
ご
婦
人
は
骨

組
し
よ
う
症
と
い
う
の
を
知
っ
て
る
で
し
ょ

う
。
あ
な
た
方
は
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
か
か

る
か
ら
。
品
目
は
こ
ん
な
こ
と
を
知
ら
な
か
っ

た
。
骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な
る
。
男
だ
っ
て
年

を
と
っ
て
く
る
と
な
る
ん
で
す
け
ど
ね
。
そ

こ
で
言
わ
れ
ま
す
よ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
入
っ

た
食
物
を
と
り
な
さ
い
と
。

カ
ル
シ
ウ
ム
が
抜
ザ
て
ゆ
く
の
は
、
骨
の

組
織
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
つ
か
ま
え
て
い
る
力

が
な
く
な
る
か
ら
抜
け
て
い
く
の
。
だ
か
ら

カ
ル
シ
ウ
ム
を
食
べ
て
も
、
沢
山
入
っ
て
き

た
、
ハ
イ
沢
山
出
て
い
っ
た
、
そ
れ
だ
け
の

こ
と
な
の
。

と
こ
ろ
が
調
息
法
を
や
る
と
骨
の
細
胞
が

み
な
元
気
に
な
り
ま
ず
か
ら
ね
、
カ
ル
シ
ウ

ム
を
な
か
な
か
放
し
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
。
骨
の
細
胞
も
死
ぬ
の
。
死
ぬ

と
新
し
い
細
胞
が
出
来
て
く
る
。
そ
し
て
ふ

さ
い
で
く
れ
る
。
そ
こ
ま
で
は
一
般
の
細
胞

と
同
じ
。
と
こ
ろ
が
年
と
っ
て
き
ま
す
と
ね
、

骨
の
細
胞
が
横
着
に
な
る
。
死
ん
だ
ぞ
、
ハ

イ
行
く
ぞ
、
と
始
め
は
行
っ
た
く
せ
に
、
年

と
る
と
、
あ
あ
、
そ
う
か
、
じ
や
こ
れ
か
ら

行
こ
う
か
、
う
ん
う
ん
、
な
ん
で
い
っ
て
。

そ
こ
が
行
き
着
く
ま
で
空
い
て
い
ま
す
ね
。

だ
ん
だ
ん
行
く
の
が
遅
く
な
る
の
。
死
ん
だ

ぞ
、
ハ
イ
行
防
、
い
や
、
厄
介
な
こ
っ
ち
ゃ

な
、
や
れ
や
れ
や
れ
と
一
言
っ
て
ね
、
着
く
ま

で
暇
が
か
か
り
ま
す
ね
。

行
っ
て
く
れ
る
う
ち
は
ま
だ
い
い
の
。
死

ん
だ
ぞ
、
行
砂
と
言
わ
れ
て
、
わ
し
や
も
う

や
め
た
、
行
か
ん
行
か
ん
と
言
う
。
そ
う
す

る
と
、
そ
こ
は
一
生
空
き
家
に
な
る
の
。
そ

れ
が
ね
、
骨
の
全
部
に
行
き
渡
る
ん
で
す
か

ら
ね
。
た
だ
カ
ル
シ
ウ
ム
が
抜
け
て
い
っ
た

の
な
ら
ば
、
骨
全
体
を
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
見
て

薄
く
は
な
っ
て
も
、
あ
あ
い
う
ボ
コ
ボ
コ
の

穴
は
あ
か
な
い
は
ず
で
す
。
こ
れ
は
行
か
な

い
セ
ン
セ
イ
が
出
来
ち
ゃ
う
か
ら
、
あ
ん
な

空
洞
が
出
来
ち
ゃ
う
ん
で
す
。

あ
ん
た
方
の
骨
は
、
ま
る
で
砥
石
の
よ
う

に
カ
チ
ッ
と
し
て
い
る
。
少
し
年
を
と
っ
た

人
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で

も
軽
石
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
ね
。

そ
し
て
ポ
キ
ツ
と
折
れ
る
。
折
れ
た
ら
つ
な

ぎ
に
く
い
。
こ
れ
は
ご
婦
人
に
は
非
常
に
多

い
こ
と
で
す
。
ま
だ
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が

ね
。
も
う
少
し
進
め
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
ね
。

脳
細
胞
の
減
少
化
を
食
い
止
め

る
今
度
は
も
っ
と
大
事
な
こ
と
で
す
。
さ
っ

き
脳
細
胞
は
体
の
細
胞
と
は
違
っ
て
、
も
っ

と
む
つ
か
し
い
と
言
い
ま
し
た
ね
。
根
本
的

に
違
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
肉
体
の
細
胞
は

骨
で
あ
ろ
う
が
皮
膚
で
あ
ろ
う
が
、
死
ね
ば

必
ず
あ
と
か
ら
別
な
細
胞
が
埋
め
合
わ
せ
に

行
く
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
脳
細
胞
の
セ
ン

セ
イ
は
全
く
の
横
着
者
で
、
細
胞
が
死
ん
だ

あ
と
誰
も
行
か
な
い
の
。
あ
あ
、
そ
う
か
と

言
っ
て
る
だ
け
だ
。
お
悔
み
に
も
行
か
な
い

の
。
だ
か
ら
そ
こ
が
空
い
ち
ゃ
つ
た
り
す
る
。

二
O
歳
の
と
き
が
い
ち
ば
ん
コ
ン
パ
ク
ト
。

二
一
歳
か
ら
も
う
滅
り
始
め
ま
す
。

そ
う
す
る
と
驚
く
な
か
れ
、
脳
細
胞
の
セ

ン
セ
イ
は
ね
、
一
日
に
一

O
万
個
落
ち
る
ん

で
す
よ
、
一

O
万
個
。
ニ

O
歳
の
と
き
が
い

ち
ば
ん
コ
ン
パ
ク
ト
。
ち
ょ
う
ど
っ
き
た
て

の
そ
チ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
が
、
だ

ん
だ
ん
だ
ん
細
胞
の
聞
に
隙
聞
が
出
来
て
く

る
、
食
パ
ン
み
た
い
に
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て

く
る
。そ

う
い
う
脳
細
胞
の
姿
は
避
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
み
ん
な
誰
も
な
る
の
。
ど
ん
な

偉
い
人
で
も
偉
く
な
い
人
で
も
同
じ
。
そ
れ

が
一
つ
。

も
う
一
つ
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は

ね
、
あ
な
た
方
が
体
を
動
か
し
て
も
必
ず
酸

素
が
要
る
。
と
こ
ろ
が
脳
細
胞
の
セ
ン
セ
イ

は
、
頭
蓋
骨
の
中
に
き
ち
ん
と
収
ま
っ
て
い
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て
、
一
ミ
リ
も
動
か
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、

酸
素
を
ず
っ
と
欲
し
が
る
ん
で
す
、
体
中
の

ど
の
細
胞
よ
り
も
ね
。
何
十
パ
ー
セ
ン
ト
な

ん
て
い
う
も
ん
じ
ゃ
な
い
ね
。
七
倍
欲
し
が

スv
。そ

う
す
る
と
、
い
っ
た
い
充
分
な
酸
素
が

行
っ
て
い
る
か
と
言
う
と
で
す
ね
、
普
通
の

人
の
場
合
は
行
つ
て
な
い
ん
で
す
。
皆
さ
ん

も
も
ち
ろ
ん
酸
素
が
不
足
し
て
い
ま
す
よ
。

慣
れ
て
い
る
か
ら
分
か
ら
な
い
の
。

と
こ
ろ
が
調
息
法
を
や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ

い
。
今
度
は
駿
素
が
充
分
に
行
き
ま
す
ね
、

す
る
と
脳
細
胞
は
元
気
に
な
る
ん
で
す
。
そ

う
し
て
、
一
日
に
一

O
万
個
落
ち
る
は
ず
な

の
が
、
六
万
個
か
七
万
個
で
す
む
わ
け
。
そ

れ
か
ら
残
っ
て
い
る
細
胞
そ
の
も
の
が
強
い

の
。
と
こ
ろ
が
一
般
の
人
は
だ
ん
だ
ん
年
と

っ
て
き
ま
す
と
弱
く
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
し

か
し
調
息
法
を
や
っ
て
い
る
人
の
場
合
は
そ

う
な
ら
な
い
ん
で
す
、
酸
素
が
行
く
か
ら
で

す
。
ピ
ン
ピ
ン
し
て
ま
す
よ
。
だ
か
ら
物
忘

れ
し
た
り
し
な
い
し
、
ド
忘
れ
し
な
い
し
。

老
人
ょ
、
お
さ
ら
ば
に
な
っ
ち
ゃ
う
ね
。

脳
細
胞
に
は
酸
素
が
重
要

そ
う
す
る
と
、
こ
の
場
合
は
、
脳
の
フ
ァ

ン
ク
シ
ョ
ン
（
機
能
）
、
つ
ま
り
脳
の
働
き

が
若
く
保
て
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
脳
細
胞
の

強
さ
、
外
か
ら
の
悪
い
影
響
に
対
し
て
も
強

い
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
ど
ん
な
刺
激
が
き

て
も
、
酸
素
が
充
分
に
入
っ
て
い
る
脳
細
胞

は
影
響
を
受
げ
ま
せ
ん
。
い
ち
ば
ん
、
あ
な

た
方
に
端
的
に
分
か
る
の
は
ス
ト
レ
ス
の
場

合
で
す
。
一
歩
外
に
出
て
も
ス
ト
レ
ス
、
家

の
中
で
も
ス
ト
レ
ス
。
人
聞
は
ス
ト
レ
ス
の

中
に
固
ま
れ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
こ
で
パ
チ

ン
コ
な
ん
か
で
ご
ま
か
そ
う
と
か
す
る
ん
で

す
が
、
そ
れ
は
ご
ま
か
し
で
あ
っ
て
、
ち
っ

と
も
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

が
な
。
脳
細
胞
は
弱
く
な
る
ば
か
り
で
す
。

あ
の
ね
、
馬
。
競
馬
の
馬
。
充
分
に
餌
を

食
っ
て
る
か
ら
ピ

l
ン
と
張
っ
て
毛
並
み
も

い
い
で
し
ょ
う
。
三
割
し
か
餌
を
食
わ
さ
れ

や

て
い
な
い
馬
は
、
痩
せ
て
あ
ば
ら
が
出
て
ヒ

ヨ
ロ
ヒ
ヨ
ロ
し
て
ま
す
が
な
、
毛
並
み
は
悪

い
し
。
ド
l
ン
と
ぶ
つ
か
ら
れ
れ
ば
、
ヒ
ヨ

ロ
ヒ
ョ
ロ
と
し
て
尻
も
ち
を
つ
く
ん
で
す
よ
、

あ
れ
は
。

競
馬
の
馬
は
し
っ
か
り
メ
シ
を
食
っ
て
る

か
ら
、
ド
l
ン
と
き
た
っ
て
平
気
。
そ
れ
と

同
じ
で
す
。

皆
さ
ん
の
脳
細
胞
は
、
こ
う
雪
一
口
っ
ち
ゃ
悪

い
け
ど
痩
せ
馬
。
酸
素
を
摂
取
し
て
い
な
い

ん
だ
か
ら
。
そ
の
他
に
も
ま
だ
糖
分
や
蛋
白

質
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
足
り

な
い
ん
だ
か
ら
。
し
か
し
そ
れ
に
も
慣
れ
て

き
て
い
る
か
ら
、
こ
ん
な
も
ん
だ
と
思
っ
て

い
る
の
。

そ
れ
と
調
息
法
を
や
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
年

と
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
頭
の
働
き
が
違
う

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
も
う
す
こ
し
述
べ
ま

す
。
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
と

い
う
の
は
、
ス
ト
レ
ス
学
者
は
人
間
の
病
気

の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
は
ス
ト
レ
ス
が
原
因
だ

と
言
っ
て
い
る
。
調
息
法
に
よ
っ
て
ス
ト
レ

ス
よ
お
さ
ら
ば
に
な
っ
た
ら
、
病
気
の
原
因

の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
は
お
さ
ら
ば
で
す
よ
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
で
驚
異
的
な
体
力
を

発
揮脳

学
者
は
ね
、
こ
う
い
う
こ
と
を
一
言
っ
て

い
ま
す
。
人
間
の
脳
細
胞
の
七

O
パ
ー
セ
ン

ト
は
眠
っ
て
い
る
と
。
働
い
て
い
る
の
は
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
て
。
そ
の
原
因
が
分
か

ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

こ
の
学
説
は
誤
り
で
す
。
脳
細
胞
は
み
な

働
い
て
い
る
の
。
働
い
て
は
い
る
が
、
お
の

れ
の
持
っ
て
い
る
力
の
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
し

か
出
せ
な
い
の
。
そ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
来

な
い
か
ら
だ
。
つ
ま
り
酸
素
が
来
な
い
か
ら

だ
。
そ
こ
を
脳
学
者
は
知
ら
な
い
。

わ
し
は
よ
く
知
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
と
い

う
と
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
四

0
0
0メ
ー
ト
ル
の

高
所
へ
朝
日
新
聞
の
主
催
で
ト
レ
ツ
キ
ン
グ

に
団
体
で
行
っ
た
ん
で
す
。
わ
し
は
そ
の
と

き
七
六
歳
。
申
し
込
ん
だ
ら
ダ
メ
と
言
わ
れ

た
。
い
ち
ば
ん
年
上
が
五
二
歳
。
七
六
歳
で

は
話
に
な
ら
な
い
と
い
う
。
し
か
し
わ
し
は

ね
ば
っ
た
。
だ
け
ど
主
催
者
側
は
高
山
病
が

怖
い
か
ら
ダ
メ
だ
と
い
う
。
実
際
、
怖
い
ん

で
す
。
高
山
病
で
沢
山
死
ぬ
ん
で
す
よ
。
案

外
簡
単
に
死
ぬ
の
。

そ
こ
で
こ
っ
ち
は
少
し
工
作
を
や
っ
た
。

お
れ
を
必
ず
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
。
お
れ

は
必
ず
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
立
つ
と
い
う
想
念
を
強

め
た
。
そ
う
し
た
ら
、
い
い
よ
と
言
っ
て
き

た
。
た
だ
し
条
件
が
あ
る
。
若
い
元
気
な
青

年
を
一
人
連
れ
て
来
な
さ
い
と
。
そ
し
た
ら

許
可
し
ま
す
と
。
わ
し
に
は
そ
ん
な
青
年
が

い
な
い
か
ら
、
い
ま
せ
ん
と
言
う
と
、
ダ
メ

で
す
と
言
っ
て
、
そ
れ
で
お
し
ま
い
。
つ
ま

り
私
を
許
可
し
た
の
は
、
こ
い
つ
は
ど
う
せ

ダ
メ
だ
、
こ
う
な
る
ん
だ
か
ら
（
と
言
っ
て

頭
を
横
に
倒
す
）
。

そ
う
し
た
ら
相
手
は
こ
う
言
っ
た
。
シ
ェ

ル
パ
は
五

0
キ
ロ
以
上
は
荷
物
を
背
負
い
ま

せ
ん
。
あ
な
た
は
六

0
キ
ロ
以
上
は
あ
る
で

し
ょ
う
と
言
う
ん
だ
。
つ
ま
り
人
間
と
し
て

連
れ
て
行
く
ん
じ
ゃ
な
い
の
。
荷
物
と
し
て

シ
ェ
ル
パ
に
背
負
わ
せ
て
回
ろ
う
と
い
う
こ

と
な
ん
だ
。
お
慈
悲
だ
。
だ
が
結
局
私
を
連

れ
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
お
慈
悲
で
行
っ
た
私
一
人
が
高

山
病
に
な
ら
な
い
で
、
み
ん
な
の
看
病
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。
診
察
し
た
り
手

当
を
し
た
り
ね
。
隊
長
が
一
人
、
メ
ン
バ
ー

が
一
五
人
。
全
一
部
で
二
ハ
人
い
た
が
、
わ
し

一
人
が
元
気
で
、
あ
と
は
み
な
倒
れ
た
。

な
ぜ
か
？
私
は
調
息
法
を
や
っ
て
い
る

か
ら
酸
素
ボ
ン
ベ
を
吸
っ
て
い
る
よ
う
な
も

の
な
ん
だ
。
な
ー
ん
て
こ
と
な
い
ね
。
そ
し

て
そ
の
と
き
僕
は
脳
細
胞
と
酸
素
の
関
係
が
、

よ
1
く
い
ろ
い
ろ
と
分
か
っ
た
ね
。
一
五
人

を
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
ね
。
こ
う
い
う
も
の

か
と
ね
。
体
験
し
ま
し
た
ね
。
だ
か
ら
こ
う

い
う
ふ
う
に
調
息
法
の
素
晴
ら
し
き
を
強
調

で
き
る
ん
で
す
。
皆
さ
ん
も
大
い
に
や
っ
て

み
て
下
さ
い
。

h

以
下
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
省
略
）

正
心
調
患
法
に
関
す
る
文
献
は
左
記
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

真
和
会
（
O
三
l
一
一
一
六
八
六
｜
六

O
五
二
）



二’ー事担

E量闘
長蓄量

ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
／
久
保
田
八
郎
訳

仁三三三三三ゴ

体
化
す
る
方
法
＠

〈
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
講
演
集
連
載
げ
〉

一
九
六
0
年
代
に
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ピ
ン
ガ
ム

ト
ン
市
の
小
集
会
で
行
な
っ
た
前
号
掲
載
の
質
疑
応
答
の
続
き
。

人
間
の
宇
宙
的
な
生
き
方
と
至
福
の
道
に
至
る
方
法
を
述
べ
た
最

高
の
宇
宙
の
真
理
が
展
開
。
こ
の
連
載
記
事
は
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
に

師
事
し
た
ア
リ
ス
・
ポ
マ
口
イ
女
史
が
膨
大
な
録
音
テ

l
プ
か
ら

原
稿
を
起
こ
し
た
も
の
で
、
そ
の
英
文
原
稿
す
べ
て
が
訳
者
に
贈

ら
れ
て
翻
訳
掲
載
権
が
与
え
ら
れ
た
（
文
中
の
傍
点
の
部
分
は
ポ

マ
ロ
イ
女
史
の
原
文
の
指
定
に
準
拠
し
た
）
。

・パロマ一山腹の台地に
設置したドーム付き15イ
ンチ反射望遠鏡を操作す

るアダムスキー。彼は天
文学に造詣が深く、この

望遠鏡で天体観測を行な

っていたが、 UFD写真

の録影には携需用のBイ
ンチ反射望遠鏡を使用し

た。 ＠日本GAP

〈前
号
ま
で
の
話
の
内
容〉

前
世
に
お
い
て

戦
争
で
戦
死
し
た
人
は
、
激
し
い
憎
悪
や
恐

怖
等
の
記
憶
を
今
生
に
持
ち
運
ぶ
の
で
、
そ

れ
ら
が
転
生
し
て
く
る
と
今
生
で
は
反
動
的

に
乱
暴
な
行
為
を
働
く
よ
う
に
な
る
。
多
数

の
青
少
年
の
非
行
化
の
理
由
は
こ
こ
に
あ
る

と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
彼
ら
は
人
聞
を
単
な
る
物
体
と
し

か
見
な
い
た
め
に
、
過
去
世
か
ら
持
ち
越
し

て
き
た
怒
り
の
想
念
で
も
っ
て
、
そ
の
物
体

（
肉
体
）
を
虐
待
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

か
つ
て
ロ
サ
ン
ジ
エ
ル
ス
の
非
行
グ
ル
ー

プ
に
属
し
て
い
た
数
名
の
若
者
と
私
は
話
し

あ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
が
、
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
（
非
行
を
）

し
つ
づ
け
る
の
か
と
た
ず
ね
る
と
、
若
者
の

一
人
は
「
ど
う
せ
人
間
な
ん
て
た
い
し
た
も

ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
ゴ
ミ
み
た
い
な
も
ん
だ

よ
。
ピ
ス
ト
ル
で
人
聞
を
撃
つ
の
も
、
そ
こ

い
ら
の
ゴ
ミ
箱
を
撃
つ
の
も
、
た
い
し
て
違

い
は
な
い
と
い
う
こ
と
さ
」
と
答
え
た
も
の

で
す
。彼

ら
の
ほ
と
ん
ど
は
同
じ
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
。
先
の
戦
争
中
に
敵
を
簡
単
に
殺
せ

る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
そ
ん
な
考
え
方
を

植
え
つ
け
ら
れ
て
充
分
に
訓
練
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。

政
府
の
怠
慢
の
罪

問

政
府
に
は
彼
ら
に
対
し
て
（
今
生
転
生

し
て
き
た
帰
還
兵
達
に
対
し
て
）
逆
の
こ
と
、

つ
ま
り
彼
ら
を
元
の
状
態
に
一
戻
す
た
め
の
、

い
わ
ば
逆
洗
脳
を
行
な
う
義
務
が
あ
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ア

え
え
、
そ
の
と
お
り
で
す
。
し
か
し
政

府
は
そ
ん
な
こ
と
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
結
果
、
「
父
親
達
の
罪
が
子
供
達
の
上
に
、

七
つ
の
世
代
に
渡
っ
て
と
ど
ま
る
こ
と
に
な

る
」
と
い
う
予
言
が
成
就
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
。

若
者
逮
が
戦
場
へ
行
っ
て
人
を
殺
し
た
の

は
彼
ら
の
過
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
は
年
寄
り
達
の
過
ち
だ
っ
た
の
で
す
。

年
寄
り
達
は
さ
っ
さ
と
戦
争
を
始
め
て
お
い

て
、
自
分
違
は
ど
こ
か
の
オ
フ
ィ
ス
に
ゆ
っ

た
り
と
腰
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
父
親
達
は
そ
の
罪
が
消
え
る

ま
で
、
七
つ
の
世
代
に
渡
っ
て
高
い
代
償
を

支
払
い
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
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私
達
は
こ
の
よ
う
な
長
期
的
な
影
響
を
見

過
ご
し
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
私
達

は
こ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
の
教
え
に
従
う
よ
う

に
常
に
教
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
も
し
そ
れ

に
従
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
ん
な
戦
争
を
行

な
う
こ
と
は
り
つ
し
て
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

で
も
我
々
は
そ
れ
を
や
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
、
戦
争
に
よ
っ
て
起
こ
っ

て
き
た
多
く
の
醜
悪
な
結
果
を
見
つ
づ
け
る

こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
国
が
（
ア
メ
リ
カ
が
）
防
衛
力
を
持

つ
こ
と
は
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

他
の
す
べ
て
の
固
に
関
し
て
も
言
え
る
こ
と

で
す
。で

も
国
同
士
が
な
ぜ
敵
対
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
？

こ
の
地
球
世
界
に
住
む
人
々
の
す
べ
て
が

全
く
同
じ
人
間
な
の
で
す
。
違
う
と
こ
ろ
と

い
え
ば
、
い
く
つ
も
の
国
に
分
け
ら
れ
て
い

る
と
い
う
点
だ
け
で
す
。

た
だ
し
金
星
そ
の
他
の
進
歩
し
た
惑
星
に

は
複
数
の
国
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
一
個
の
惑

星
全
体
が
一
つ
の
国
と
し
て
機
能
し
て
い
ま

す。こ
の
次
の
大
戦
争
は
人
類
滅
亡

に
つ
な
が
る

41 

き
て
、
そ
こ
で
私
達
は
い
ま
大
き
な
問
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
国
の

人
々
の
八
割
が
過
去
の
二
つ
の
大
戦
争
、
つ

ま
り
第
一
次
と
第
二
次
の
世
界
大
戦
に
よ
っ

て
大
き
な
影
響
を
受
げ
て
い
ま
す
。
人
々
は

も
と
も
と
家
庭
、
学
校
、
教
会
な
ど
で
、
人

類
に
対
す
る
強
い
忠
誠
と
敬
意
を
持
つ
よ
う

に
教
え
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
と
き
突
然
、
彼
ら
は
全

く
別
な
方
向
に
導
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
忠
誠
と
敬
意
の
理
念
か
ら
抜
げ
出

し
て
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ
る
よ
う
に
命
じ
ら

れ
た
の
で
す
。
男
達
は
軍
隊
に
放
り
込
ま
れ
、

殺
人
者
I
ー
ム
同
法
的
殺
人
者
と
し
て
の
訓
練

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
こ
の
国
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
い
ま
は
世
界
の

人
口
の
八
割
が
、
少
な
く
と
も
精
神
的
に
は

合
法
的
殺
人
者
と
し
て
訓
練
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
し
て
も
し
新
た

に
も
う
一
つ
の
大
戦
争
が
発
生
し
た
と
し
た

ら
、
そ
の
と
き
は
世
界
人
口
の
お
そ
ら
く
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
が
、
人
々
を
合
法
的
に
殺

し
た
り
虐
待
す
る
た
め
の
訓
練
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ

た
ら
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す
か
？

そ
ん
な
こ
と
に
な
れ
ば
未
来
は
真
っ
暗
と

い
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
殺
人
者
が
殺
人
者

を
殺
害
す
る
と
い
う
光
景
が
と
め
ど
な
く
く

り
広
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
行
く
末
は

人
類
の
滅
亡
で
す
。

そ
う
な
れ
ば
、
別
の
文
明
の
人
聞
が
や
っ

て
き
て
、
あ
と
を
引
き
継
ぐ
し
か
仕
方
の
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
大
昔
に
実
際

に
起
こ
っ
た
こ
と
な
の
で
す
。
こ
れ
が
初
め

て
で
は
な
い
ん
で
す
。

地
球
世
界
の
無
数
の
文
明
の
興

亡
実
の
と
こ
ろ
、
現
在
の
文
明
以
前
に
出
現

し
て
は
消
え
た
文
明
は
一
万
件
以
上
に
も
の

ぼ
っ
て
い
る
ん
で
す
。

聞
こ
の
地
球
に
お
い
て
で
す
か
。

ア
え
え
、
我
々
の
こ
の
文
明
が
出
現
す
る

以
前
に
で
す
。
レ
ム
リ
ア
（
ム
！
と
同
じ
）

と
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
も
、
み
ず
か
ら
の
手
で

自
分
達
を
滅
亡
さ
せ
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ン
テ
イ
ス
人
達
は
今
日
で
い
う
レ

ー
ザ
ー
光
線
つ
ま
り
殺
人
光
線
に
よ
っ
て
自

分
達
を
滅
ぼ
し
た
ん
で
す
。
こ
の
レ
ー
ザ
ー

光
線
は
我
々
も
い
ま
持
っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
は
当
時
出
現
し
た
敵
対
す
る
勢
力
を

壊
滅
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
の

手
段
と
し
て
レ
ー
ザ
ー
光
線
を
用
い
た
ん
で

す。
し
か
し
そ
の
光
線
は
逆
ー
方
向
に
働
い
て
、

自
分
達
を
全
滅
に
追
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
光
線
は
彼
ら
の
都
市
や
ら
何
や
ら
、

と
に
か
く
す
べ
て
の
物
を
破
壊
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
い
く
つ
も
の
大
地
震
も
発
生
さ
せ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
災
害
が
発

生
し
た
の
で
す
。

と
き
に
我
々
も
そ
の
光
線
の
実
用
化
に
成

功
し
て
い
ま
す
。

閏
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
さ
ん
、
聖
書
の
次
の
一

節
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。
「
地
上
に
残
る
人

聞
は
一
人
も
い
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し

選
ば
れ
た
者
逮
の
た
め
に
、
そ
の
期
聞
は
短

く
さ
れ
る
だ
ろ
う
」

ア
当
時
の
人
類
の
精
神
の
状
態
を
も
と
に

し
て
そ
の
予
言
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時

の
人
類
は
確
か
に
そ
の
よ
う
な
事
態
の
発
生

を
う
な
が
す
方
向
に
進
ん
で
い
ま
し
た
。
で

す
か
ら
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
正
し
い
予
言
だ

っ
た
わ
り
で
す
。

し
か
し
状
況
は
変
化
し
ま
し
た
。
で
す
か

ら
そ
の
予
言
が
成
就
す
る
可
能
性
は
少
な
い

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
「
地
は
炎
に
よ
っ
て
飲
み
尽
く

さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
予
言
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
可
能
性
も
す
で
に
な
く
な
っ
た
と

舌
一
口
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
の
可
能
性
が
皆
無
に
な
っ
た
と
断
雪
一
目
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

た
と
え
そ
の
種
の
こ
と
が
発
生
し
た
と
し
て

も
、
き
わ
め
て
限
定
的
な
も
の
、
ま
た
は
制

御
可
能
な
も
の
で
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

地
球
の
大
破
滅
を

U
F
Oが
救

っ
た
l

実
は
大
衆
は
何
も
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
ア
メ
リ
カ
が
大
気
の
上
層
部
に
打
ち
上

げ
て
爆
発
さ
せ
よ
う
と
し
た
核
弾
頭
に
よ
っ

て
、
地
球
は
危
う
く
火
の
海
に
包
ま
れ
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
ん
で
す
。

二
年
程
前
（
訳
注
H
こ
の
講
演
集
の
原
文

の
編
集
者
ア
リ
ス
・
ポ
マ
ロ
イ
女
史
に
よ
る

注
で
は
お
そ
ら
く
一
九
六
二
年
だ
ろ
う
と
い

う
）
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
核
弾
頭
で
大
気
上

層
部
の
水
素
の
層
に
危
う
く
点
火
す
る
と
こ

ろ
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば

地
上
の
人
聞
は
み
な
七
面
鳥
の
よ
う
に
丸
焼
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け
に
な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
地
球
全
体
が

真
っ
黒
焦
げ
に
な
っ
た
は
ず
で
す
。
地
球
自

体
は
残
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
表
面
は
完

全
に
焼
き
つ
く
さ
れ
、
一
面
の
灰
と
化
し
て

い
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
巨
大
な
核
弾
頭
の
打
ち

上
げ
準
備
が
と
と
の
っ
た
と
き
、
そ
れ
は
当

時
の
ケ

l
プ
カ
ナ
ベ
ラ
ル
基
地
、
今
の
ケ
ー

プ
ケ
ネ
デ
ィ

l
基
地
で
す
が
、
そ
こ
に
は
軍

の
要
人
達
が
す
べ
て
集
合
し
て
い
ま
し
た
。

彼
ら
は
「
ア
メ
リ
カ
は
こ
の
分
野
で
ソ
連
に

遅
れ
を
と
っ
て
い
る
。
早
く
追
い
越
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
L

な
ど
と
話
し
な
が
ら
、
そ
の
打
ち

上
げ
実
験
の
成
り
行
き
を
見
守
っ
て
い
ま
し

た。
そ
の
爆
弾
は
十
階
建
の
ビ
ル
ほ
ど
も
あ
る

巨
大
な
ロ
ケ
ッ
ト
の
上
部
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
予
定
ど
お
り
に
爆
発
す
れ

ば
我
々
の
滅
亡
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で

す。
つ
い
に
そ
れ
は
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
が
上
昇
を
開
始
し
ま
し
た
。
も
し

そ
れ
が
所
定
の
高
度
に
達
し
た
な
ら
ば
｜

l
。

そ
の
と
き
突
然
一
機
の

U
F
O
が
現
わ
れ

て
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
た
ん

で
す
。
核
弾
頭
を
ま
る
で
オ
モ
チ
ャ
の
よ
う

に
扱
っ
て
ア
ッ
と
い
う
ま
に
持
ち
去
っ
た
ん

で
す
！

こ
う
し
て
悲
劇
的
な
事
態
の
発
生
は
回
避

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
様
子
を
地
上
で
見
て
い
た
軍
関
係
者

の
驚
き
は
大
変
な
も
の
で
し
た
。

「
私
を
早
く
こ
こ
か
ら
つ
れ
だ
し
て
く
れ
！

私
は
こ
の
目
で
は
っ
き
り
と
見
た
！

で
も
ま
だ
信
じ
ら
れ
な
い
。
忘
れ
て
し
ま

い
た
い
ん
だ
！
L

み
ん
な
は
い
っ
せ
い
に
叫
び
ま
す
。
そ
の

光
景
は
彼
ら
に
と
っ
て
全
く
信
じ
ら
れ
な
い

も
の
で
し
た
。

と
同
時
に
そ
れ
は
（
と
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
は

真
剣
な
面
持
ち
で
ゆ
っ
く
り
と
語
る
）
彼
ら

い

ふ

に
U
F
O
に
対
す
る
畏
怖
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ

を
植
え
つ
け
る
こ
と
に
も
な
っ
た
ん
で
す
。

彼
ら
は
そ
れ
に
対
す
る
防
衛
力
を
全
く
持

た
な
い
ん
で
す
。
昨
夜
の
私
の
講
演
の
中
で

読
み
上
げ
た
情
報
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

私
達
は
も
し
U
F
O
か
ら
攻
撃
を
受
け
た
と

し
た
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
い
か
な
る
防
衛
も

で
き
な
い
ん
で
す
。

し
か
し
彼
ら
異
星
人
達
が
地
球
を
攻
撃
し

て
く
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

事
実
、
彼
ら
が
あ
の
と
き
核
弾
頭
を
持
ち
き

っ
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
世
界
全
体
が

火
の
海
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。

結
局
、
も
し
地
球
人
類
が
滅
亡
す
る
と
し

た
ら
、
そ
れ
を
発
生
さ
せ
る
の
は
神
で
は
な

く
て
地
球
人
類
自
身
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
！

目
覚
め
つ
つ
あ
る
若
い
人
々

間
私
は
、
あ
の
予
言
は
、
文
字
通
り
に
こ

の
世
界
が
火
で
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
の
で
は

な
く
、
マ
イ
ナ
ス
の
考
え
方
や
そ
の
他
の
地

球
的
な
想
念
の
す
べ
て
が
愛
の
火
に
よ
っ
て

焼
き
つ
く
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
の
で
す
が
｜
｜
。

ア
そ
の
可
能
性
も
充
分
あ
り
ま
す
。
実
際
、

こ
の
世
界
の
人
々
は
い
ま
目
覚
め
つ
つ
あ
り

ま
す
。
も
し
皆
さ
ん
が
私
の
よ
う
に
世
界
中

を
歩
い
て
講
演
を
行
な
っ
た
な
ら
ば
、
あ
る

重
要
な
こ
と
に
気
づ
く
は
ず
で
す
。

私
は
人
々
、
特
に
若
い
世
代
の
人
々
か
ら

沢
山
の
手
紙
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
彼
ら

は
明
ら
か
に
目
覚
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。
互
い

に
協
力
し
あ
っ
て
、
よ
り
良
い
物
事
を
追
求

し
よ
う
と
し
て
い
る
ん
で
す
。

彼
ら
は
素
晴
ら
し
い
人
々
で
す
。
す
で
に

私
は
彼
ら
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
を
要
請
さ

れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
都
市
か
ら
離
れ
て
彼

ら
自
身
の
手
で
理
想
的
な
共
同
体
を
作
り
た

い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
そ
の
よ
う
な

動
き
が
あ
ち
こ
ち
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
お
そ
ら
く
次
の
世
代
の
そ
の

よ
う
な
人
々
は
、
我
々
が
作
り
上
げ
て
き
た

世
界
よ
り
も
ず
っ
と
素
晴
ら
し
い
世
界
を
作

り
上
げ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
歩

み
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
。

古
い
世
代
の
人
々
は
ま
も
な
く
こ
の
世
界

か
ら
去
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
若
い

世
代
の
人
々
に
と
っ
て
の
障
害
物
が
減
少
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
ん
で
す
。
古
い
人
々
は

近
々
こ
の
世
界
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
ん
で

す。未
来
は
若
者
に
か
か
っ
て
い
る

こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
私
が
パ
ロ

マ
l
大
学
へ
行
っ
た
と
き
、
そ
こ
の
学
生
達

は
私
の
講
演
に
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
が
、
教

授
達
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼

ら
は
私
み
た
い
に
白
髪
の
年
寄
り
で
、
私
が

演
壇
に
上
が
っ
て
話
し
始
め
る
と
、
い
っ
せ

い
に
私
に
冷
た
い
視
線
を
な
げ
か
け
て
き
ま

し
た
。
私
は
も
う
少
し
で
凍
り
つ
い
て
し
ま

う
と
こ
ろ
で
し
た
。

そ
の
と
き
私
は
子
供
の
頃
に
聞
い
た
あ
る

金
言
を
思
い
出
し
た
ん
で
す
。
「
若
者
も
死

ぬ
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
年
寄
り
は
死
な
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
金
一
言
で
す
（
会
場
に

笑
い
が
起
こ
る
）
。
そ
こ
で
私
は
そ
れ
を
話

し
ま
し
た
（
会
場
爆
笑
）
。

結
局
、
障
害
物
は
じ
よ
じ
よ
に
排
除
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
ん
で
す
。
私
は
べ
つ
に
年
配

の
人
々
は
ダ
メ
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
新
し
い
ア
イ
デ
ア
に
な

か
な
か
心
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ

そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
二
年
ほ
ど

前
に
私
は
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
チ
ェ
イ
ス
・
ス

ミ
ス
に
会
う
た
め
に
彼
女
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪

れ
ま
し
た
。
私
が
首
都
へ
行
っ
た
の
は
そ
れ

が
最
初
で
す
（
訳
注
H
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
チ

エ
イ
ス
・
ス
ミ
ス
女
史
は
当
時
の
有
名
な
上

院
議
員
。
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
を
支
持
し
て
い
た

と
い
わ
れ
る
）
。

上
院
に
通
じ
る
階
段
は
、
下
院
に
通
じ
る

そ
れ
よ
り
も
高
い
位
置
に
あ
り
ま
す
。
私
が

あ
る
大
佐
と
中
尉
に
導
か
れ
て
上
院
に
向
か

お
う
と
し
て
い
ま
す
と
、
下
院
の
方
か
ら

人
々
の
群
れ
が
歩
い
て
来
る
の
が
見
え
ま
し

た
。
ハ
ゲ
あ
が
っ
た
頭
の
男
や
白
髪
頭
の
男

が
大
半
で
し
た
。
私
は
と
っ
さ
に
国
会
を
見
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学
に
来
た
ど
こ
か
の
団
体
か
と
思
っ
て
、
連

れ
の
軍
人
達
に
た
ず
ね
た
ん
で
す
。

「
あ
の
人
達
は
ど
う
い
う
団
体
な
の
で
す

カ」「
議
員
の
方
々
で
す
よ
」

私
は
思
わ
ず
口
走
り
ま
し
た
。
一
一
一
口
つ
て
は

い
け
な
い
こ
と
が
、
つ
い
口
を
つ
い
て
出
て

し
ま
っ
た
ん
で
す
。

「
え
っ
、
彼
ら
は
国
会
議
員
な
の
で
す
か
。

し
か
し
知
的
な
顔
が
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん

ね
」
（
笑
い
）

こ
れ
は
確
か
に
不
用
意
な
発
言
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
だ
け
ど
そ
れ
は
真
実
を
つ
い
て

い
た
と
も
思
い
ま
す
。
実
際
、
彼
ら
は
本
当

に
年
寄
り
ば
か
り
で
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
八

O
歳
に
も
な
ろ
う
と
す
る
頭
の
固
そ
う
な
連

中
ば
か
り
な
ん
で
す
。
少
な
く
と
も
私
に
は

そ
う
見
え
ま
し
た
。

私
達
は
い
ま
科
学
の
時
代
を
生
き
て
い
ま

す
。
世
の
中
の
動
向
や
状
況
は
刻
一
刻
と
変

化
し
て
い
ま
す
。
私
達
は
そ
れ
に
対
応
し
得

る
柔
軟
な
鋭
敏
な
心
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
代
の
国
会
に
あ
ん
な
連
中
が

い
る
ん
で
す
。
彼
ら
は
い
っ
た
い
、
こ
の
国

の
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
の
事
が
出
来
る
の
で
し

ょ
う
。
誰
か
が
新
し
い
有
望
な
ア
イ
デ
ア
を

持
ち
込
ん
で
き
て
も
、
彼
ら
は
そ
れ
に
関
し

て
何
も
知
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
彼
ら
は
誰
か

に
た
ず
ね
ま
す
。
そ
れ
で
も
足
り
ず
、
別
な

誰
か
に
た
ず
ね
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な

お
も
理
解
で
き
な
い
事
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
頃
ま
で
に
は
す
で
に
三

1
四
カ

月
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
ソ
連
は
同
じ
ア
イ
デ
ア
を
着
々
と

実
行
に
移
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
我
々

は
ま
た
も
彼
ら
に
遅
れ
を
と
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
わ
け
で
す
。

私
達
は
い
く
つ
も
の
優
れ
た
頭
脳
の
持
ち

主
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
頭

脳
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
の
実
行
に
議
会
が
ゴ
l

サ
イ
ン
を
出
す
ま
で
に
は
、
こ
の
国
で
は
果

て
し
な
い
時
聞
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

私
達
は
議
会
に
若
い
人
々
を
送
り
込
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
を
急
速
に
理
解

し
実
行
に
移
す
こ
と
の
出
来
る
若
く
て
柔
軟

な
心
を
持
っ
た
人
々
を
で
す
。

年
長
者
達
は
こ
れ
ま
で
に
素
晴
ら
し
い
仕

事
を
な
し
と
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
関
し

て
は
い
か
な
る
疑
問
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

彼
ら
は
少
な
く
と
も
、
こ
の
社
会
を
彼
ら
が

生
ま
れ
た
頃
よ
り
も
は
る
か
に
暮
ら
し
ゃ
す

い
世
界
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
た
と
え
そ
う

で
あ
っ
て
も
、
も
し
彼
ら
が
若
い
世
代
の

人
々
が
め
ざ
し
て
い
る
進
歩
を
妨
害
す
る
権

利
ま
で
手
に
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
と
。

そ
れ
は
大
間
違
い
で
す
。

彼
ら
の
と
て
も
多
く
が
、
こ
れ
ま
で
に
つ

ち
か
つ
て
き
た
影
響
力
を
用
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
そ
の
不
当
な
権
利
を
行
使
し
て

い
ま
す
。
窮
屈
な
宗
教
観
や
古
く
さ
い
習
慣

の
数
々
が
そ
の
背
後
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
我
々
は
常
に
進
歩
を
目
指
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
達
は
こ
の
世
界
に
い
る
あ
い
だ
若
者
逮

を
後
押
し
し
、
彼
ら
の
歩
み
を
早
め
る
手
助

げ
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
彼
ら

を
可
能
な
限
り
良
い
状
況
の
中
に
残
し
て
世

界
を
立
ち
去
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

司
会
者
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
さ
ん
、
私
達
は
い

ま
素
晴
ら
し
い
時
聞
を
過
ご
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
も
し
こ
の
時
聞
が
永
遠
に
続
い

た
な
ら
ば
、
ど
ん
な
に
か
素
晴
ら
し
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
本
日
お
い
で
頂
い
て
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。

ア
い
や
、
恐
縮
で
す
。
そ
の
－
一
一
回
葉
に
対
す

る
お
返
し
と
い
っ
て
は
な
ん
で
す
が
、
私
は

こ
こ
に
私
の
親
愛
な
る
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
と
、

私
が
知
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
信
じ
て
い

る
こ
と
を
残
し
て
お
き
ま
す
。

私
は
、
誰
で
も
自
分
自
身
よ
り
も
偉
大
な

何
か
の
存
在
を
信
じ
て
い
な
い
人
聞
は
、
こ

の
世
界
に
一
人
も
い
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
か
な
る
人
聞
に
し
て
も
、
皆
さ
ん
ほ
ど
で

は
な
い
に
せ
よ
、
自
分
自
身
を
支
配
し
て
生

か
し
て
い
る
何
ら
か
の
パ
ワ

l
の
存
在
を
、

少
な
く
と
も
心
の
ど
こ
か
で
は
信
じ
て
い
る

は
ず
で
す
。

ス
ペ
ー
ス
ビ
ー
プ
ル
の
援
助
に

つ
い
て

問
ス
ペ
ー
ス
ピ

1
プ
ル
は
、
今
後
も
私
達

を
援
助
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ア
そ
う
で
す
ね
、
ま
ず
こ
の
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
下
さ
い
。
か
り
に
皆
さ
ん
が
誰
か
に

援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
よ
う
と
し
ま
す
。
し

か
し
相
手
が
ま
ず
自
分
で
自
分
自
身
を
意
欲

的
に
助
げ
よ
う
と
す
る
意
思
を
持
た
な
い
な

ら
ば
、
ほ
と
ん
ど
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
訳
注
H
こ
れ
は
自
分
が
何
も
し
な
い
で
い

て
ス
ペ
ー
ス
ピ

l
プ
ル
か
ら
の
援
助
を
求
め

る
だ
け
で
は
彼
ら
の
援
助
も
効
果
が
な
い
と

い
う
意
味
。
つ
ま
り
援
助
を
要
請
す
る
の
な

ら
ば
、
ま
ず
自
分
で
自
助
努
力
を
行
な
う
の

が
必
要
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
天

は
自
ら
助
く
る
者
を
助
く
」
と
い
う
ス
マ
イ

こ
と
わ
ざ

ル
ズ
の
自
助
論
に
出
て
く
る
西
洋
の
諺
に
も

通
じ
る
）

こ
の
一

O
年
な
い
し
一
一
一
年
の
聞
に
彼
ら

ス
ペ
ー
ス
ピ

1
プ
ル
は
私
達
に
多
く
の
知
識

を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
い
わ

ば
私
達
の
食
べ
物
で
あ
り
、
そ
の
量
は
今
後

一
O
年
ほ
ど
に
わ
た
っ
て
私
達
を
養
う
の
に

充
分
な
量
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

私
達
が
最
初
の
食
べ
物
を
食
べ
終
わ
ら
な

い
う
ち
に
、
新
し
い
食
べ
物
が
テ
ー
ブ
ル
上

に
並
ん
だ
と
し
た
ら
、
と
て
も
食
べ
き
れ
ず

に
多
く
の
貴
重
な
食
べ
物
が
無
駄
に
な
っ
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。
そ
の
意
味
で
当
分
の
聞

は
新
し
い
知
識
的
援
助
は
も
た
ら
さ
れ
な
い

と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
私
達
が
、
彼
ら
が
こ
れ
ま
で
に
与

え
て
く
れ
た
も
の
を
利
用
す
る
よ
う
に
努
力

す
る
な
ら
ば
、
そ
の
努
力
に
対
す
る
援
助
は

折
に
ふ
れ
て
必
ず
も
た
ら
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

現
在
の
宗
教
に
つ
い
て

聞
い
ま
の
宗
教
に
つ
い
て
何
か
ご
意
見
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

ア
こ
の
問
題
に
関
し
て
教
会
は
大
き
な
責

任
を
負
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
私
達
の
宗
教

は
じ
よ
じ
よ
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
良
い
方
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向
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

実
際
、
あ
る
教
会
は
す
で
に
重
要
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
し
て
お
り
ま
し
て
、
私
は
そ
れ

を
録
音
し
た
テ
l
プ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
い
ま
ホ
テ
ル
に
置
い
て
あ
る
ん
で
す
が
、

そ
の
中
で
教
会
は
『
宇
宙
の
司
祭
』
達
の
存

在
を
認
め
て
い
る
ん
で
す
。

教
会
側
は
直
接
に
異
星
人
の
存
在
を
認
め

る
と
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
『
宇

宙
の
司
祭
』
と
い
う
言
葉
で
暗
に
承
認
し
て

い
る
ん
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
は
過
去
に
一
度

も
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

し
か
し
何
と
呼
ぽ
う
と
、
言
葉
の
上
で
は

全
く
関
係
な
い
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
『
天

使
』
と
は
い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
？

そ
れ
は
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
以
外
の
何
物
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
特
定
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ま

た
は
情
報
を
伝
え
る
者
、
そ
れ
が
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
で
す
。
司
祭
も
同
じ
役
割
を
果
た
す

人
物
で
あ
り
、
牧
師
も
そ
う
で
す
し
教
師
も

そ
う
で
す
。
こ
の
人
々
は
異
な
っ
た
呼
び
名

で
呼
ば
れ
て
い
て
も
全
く
同
じ
事
を
や
っ
て

い
る
ん
で
す
。

特
定
の
呼
び
名
が
特
定
の
教
会
あ
る
い
は

宗
教
団
体
に
対
し
て
よ
り
良
く
適
合
し
、
そ

の
呼
び
名
を
用
い
る
こ
と
で
人
々
を
よ
り
良

く
導
け
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
彼
ら
が
い

ま
実
際
に
起
こ
っ
て
い
る
物
事
を
l
つ
ま
り

真
実
を

1
信
者
達
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る

限
り
、
そ
の
方
法
に
大
賛
成
で
す
！

教
会
が
真
実
を
語
る
努
力
を
始
め
た
な
ら

ば
、
こ
の
問
題
（
宇
宙
的
な
問
題
）
に
対
す

る
人
々
の
抵
抗
は
す
み
や
か
に
薄
れ
て
ゆ
く

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
こ
の
近
く

で
も
見
か
け
た

O
O
Oの
証
人
達
の
よ
う
に
、

（
私
が
伝
え
た
）
こ
の
種
の
宇
宙
的
な
あ
ら

ゆ
る
情
報
が
悪
魔
か
ら
来
る
も
の
だ
と
主
張

し
て
い
る
宗
教
団
体
が
ま
だ
沢
山
あ
る
と
い

う
こ
と
も
動
か
し
が
た
い
事
実
で
す
。

反
キ
リ
ス
ト
と
は
誰
を
意
昧
す

る
かた

と
え
ば
、
こ
れ
が
お
そ
ら
く
今
日
の
私

の
最
後
の
話
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
あ
る
牧
師
が
私
に
こ
ん
な
内
容
の
手
紙

を
よ
こ
し
ま
し
た
。

寸
私
は
牧
師
を
退
職
し
た
ば
か
り
の
男
で
す
。

私
は
い
ま
と
て
も
裕
福
で
す
。
も
し
あ
な
た

が
、
あ
れ
ら
の
人
々
が
（
ス
ペ
ー
ス
ピ
l
プ

ル
が
）
キ
リ
ス
ト
の
名
の
も
と
で
我
々
（
地

球
人
）
の
た
め
に
良
い
事
を
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
私
に
納
得
さ
せ
た
な
ら
ば
、
私
は

自
分
が
蓄
え
た
お
金
を
す
べ
て
投
げ
出
し
て
、

そ
の
こ
と
を
大
々
的
に
宣
伝
す
る
つ
も
り
で

す」
し
か
し
彼
は
次
の
よ
う
に
つ
け
加
え
る
の

を
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
た
だ
し
、
私
に
は
彼
ら
が
（
ス
ペ
ー
ス
ビ

ー
プ
ル
が
）
反
キ
リ
ス
ト
だ
と
い
う
強
い
感

じ
が
あ
り
ま
す
」

そ
し
て
彼
は
私
の
返
事
を
テ
1
プ
に
録
音

し
て
送
っ
て
く
れ
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
そ
の
要
請
を
聞
き
入
れ
ま
し
た
。
た

だ
し
そ
の
中
で
私
は
自
分
の
こ
と
は
何
一
つ

諮
問
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
材
料
を
聖

書
の
中
か
ら
選
び
出
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
は

次
の
よ
う
な
内
容
で
す
。

（
訳
注
H
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
は
少
年
時
代
か
ら

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
教
会
の
伴
僧
を
勤
め
な

が
ら
キ
リ
ス
ト
教
神
学
を
学
ん
だ
聖
書
専
門

家
で
も
あ
っ
た
）

「
反
キ
リ
ス
ト
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
で
し

ょ旨つ？
イ
エ
ス
は
『
あ
な
た
が
た
が
他
人
か
ら
し

て
ほ
し
い
と
思
う
こ
と
を
他
人
に
し
て
あ
げ

な
さ
い
』
と
語
り
ま
し
た
。
も
し
あ
な
た
が

そ
れ
と
違
う
こ
と
を
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
と

き
あ
な
た
は
反
キ
リ
ス
ト
で
す
。

ま
た
イ
エ
ス
は
『
片
方
の
頬
を
打
た
れ
た

ら
、
も
う
一
方
の
頬
を
出
し
な
さ
い
』
と
も

言
い
ま
し
た
。
も
し
あ
な
た
が
そ
れ
と
違
う

こ
と
を
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
あ
な
た
は

反
キ
リ
ス
ト
で
す
。

さ
ら
に
イ
エ
ス
は
『
あ
な
た
を
嫌
う
人
に

良
い
事
を
し
て
あ
げ
な
さ
い
。
あ
な
た
の
敵

を
も
愛
す
る
の
で
す
』
と
も
語
り
ま
し
た
。

も
し
あ
な
た
が
敵
を
憎
ん
だ
と
し
た
ら
吋

そ
の
と
き
あ
な
た
は
反
キ
リ
ス
ト
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
」

私
は
以
上
の
よ
う
な
事
を
次
々
と
指
摘
し

た
の
で
す
。
そ
し
て
彼
ら
（
ス
ペ
ー
ス
ピ

1

プ
ル
）
が
反
キ
リ
ス
ト
だ
と
は
も
ち
ろ
ん
言

い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
彼
ら
が
キ
リ
ス
ト
の

使
い
だ
と
も
一
吉
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
ら
が

キ
リ
ス
ト
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
さ
え
語
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
い
ま
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
、
聖

書
の
記
述
を
も
と
に
し
た
議
論
に
徹
し
た
の

で
す
。
そ
し
て
最
後
に
こ
う
言
っ
て
し
め
く

く
り
ま
し
た
。

「
さ
て
、
あ
な
た
は
誰
が
反
キ
リ
ス
ト
だ
と

考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
。
あ
な
た
が
お

っ
し
ゃ
る
反
キ
リ
ス
ト
と
は
ど
う
い
う
意
味

な
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
惑
星
（
地
球
）
に

い
る
私
達
（
地
球
人
）
こ
そ
が
反
キ
リ
ス
ト

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
っ
た
い
地
球
人

は
ど
ん
な
生
き
方
を
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

た
た

彼
ら
は
一
方
で
は
キ
リ
ス
ト
を
讃
え
、
他
方

で
は
キ
リ
ス
ト
の
教
え
に
全
く
反
す
る
こ
と

を
行
な
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

こ
の
テ
l
プ
を
受
け
取
っ
た
後
、
彼
は
沈

黙
を
決
め
込
み
ま
し
た
。
何
も
行
な
お
う
と

は
し
な
い
ん
で
す
。
知
ら
ん
ぷ
り
を
決
め
込

む
つ
も
り
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
誰
か
が
そ
の
テ
l
プ
を
彼
の
所

か
ら
無
断
で
持
ち
出
し
て
、
あ
る
ラ
ジ
オ
局

へ
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
放

送
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
！

そ
の
た
め
彼
は
地
獄
を
味
わ
う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
い
）
。

そ
の
放
送
は
聴
取
者
逮
の
心
を
打
ち
ま
し

た
。
と
同
時
に
彼
の
無
知
に
対
す
る
非
難
の

声
が
わ
き
お
こ
っ
た
ん
で
す
。

誰
が
反
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
か
を
知
る
の
は

簡
単
な
こ
と
で
す
。
人
聞
が
信
じ
て
い
る
事

と
、
口
に
し
て
い
る
事
と
、
実
際
に
行
な
っ

て
い
る
事
を
比
較
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
は
す

ぐ
に
判
明
し
ま
す
。
実
に
簡
単
で
す
。

自
分
が
急
速
な
進
歩
を
と
げ
る

方
法
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この台地はアダムスキーがパロマーガーデンズと名づけていたが、現在はオウク・ノ
ル・キャンプグラウンドと呼ばれて、山頂の天文台へ車で見学に行く旅行者達の有料キャ
ンプ場になっている。写真に見える樫の木群はすべてアダムスキー居住当時のもの。久保
田八郎が最初にここを訪れたのは1975年11月であったが、当時から見れば樫の木達はずい
ぶん大きく成長している。 75年に久保田がアリス・ウェルズ力、ら聞いたところによると、
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さ
て
、
本
目
、
私
は
ず
い
ぶ
ん
多
く
の
事

を
諮
り
ま
し
た
。
テ
ー
プ
に
録
音
し
て
お
ら

れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
す
べ
て

を
頭
に
た
た
き
込
む
の
は
困
難
な
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
が
今
日
お
話
し
し

た
か
っ
た
こ
と
は
、
と
て
も
単
純
な
こ
と
で

す。
ま
ず
自
然
を
も
っ
と
注
意
深
く
観
察
し
て

下
さ
い
。
よ
り
以
上
に
意
識
的
に
な
っ
て
下

さ
い
。
生
命
に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
下
さ

い
。
少
な
く
と
も
、
そ
う
し
よ
う
と
す
る
意

思
を
持
ち
つ
づ
け
て
下
さ
い
。

柔
軟
な
心
を
持
つ
こ
と
で
す
。
自
分
自
身

に
関
す
る
こ
と
、
そ
れ
と
自
分
自
身
の
周
囲

で
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
、
よ
り
以
上
に
敏

感
に
な
っ
て
下
さ
い
。

自
分
を
、
自
分
だ
け
の
世
界
の
中
に
没
入

さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。
自
分
だ
け
の
小
さ
な

世
界
で
は
ほ
と
ん
ど
学
ぶ
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん。
万
物
を
も
う
少
し
じ
っ
く
り
と
観
察
し
な

さ
い
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
、
そ
の
背
後
に
存

え
い
ち

在
す
る
叡
知
に
常
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
な
が

ら
、
観
察
し
て
下
さ
い
。

以
上
の
よ
う
に
す
れ
ば
皆
さ
ん
は
や
が
て

自
分
が
思
い
が
け
な
い
速
度
で
進
歩
し
て
い

る
こ
と
に
気
づ
い
て
、
大
い
に
驚
く
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。

（
ア
ダ
ム
ス
キ
｜
講
演
集
の
「
肉
体
を
超
え

て
大
宇
宙
と
一
体
化
す
る
方
法
」
は
こ
れ
で

完
結
。
次
号
か
ら
は
別
な
題
名
で
講
演
集
連

載
を
継
続
）



I No.136 附年（平成9年） 1月25日発行￥7001

愛と救いの異星人交信＜2> 久保田八郎

大宇宙の無限の力による長寿健康二 塩谷信男

反復思念とイメージ法で奇跡を起こす！ 一一一一会問普一郎

誤った宇宙論とアダムスキーの正当性一一一一一一小山洋一

江戸川区のUFD 大板田匡史 ・岡田茂

肉体を超えて大宇宙と一体化する方法（完）一一G・アダムスキー

I No.135 I蜘 年（平成8年） 1叩 5日発行 ¥700 

愛と救いの異星人交信くI> 久保回八郎

イ工ス出生の謎を探る 迷H車I昭則

アダムスキ一哲学を実践して奇跡的に病気カミ全快一凶坂安信

オレンジ色の光体を目~ 坊！下一郎

東京上空の細長い物体 l漆原敏子

素晴らしい字宙哲学講義 佐E車彰

肉体を超えて大宇宙と一体化する方2臼3）一G・アダムスキー

I No.134 1996年（平成昨）7月25日発行 ¥700 I 
米政府が隠すUFD問題の驚異的真相一一一一一久保田八郎

真実であったアダムスキーの体験 G・クレイトン

秋田で巨大円盤を目撃！ 加藤純一

東京タワー上空の大母船 遠藤昭則

口ズウェル事件の真相はこれだ

コンビューターによるUFD写真鑑定への疑問一世i藤II召則

肉体を超えて大宇宙と一体化する方法－G・ アダムスキー

I No.133 1蜘年（平成時）仰5日発行￥700I 
月は異星人の墓地だった 久保田八郎

私の宇宙哲学実践とUFOE!~ 加藤純一

懐疑論者から支持者に転向 ］・ ローリーノ

アダムスキー哲学と波動感知法 林図宜

創造のための宇宙哲学 削除彩
宇宙の夢とUFD目撃 古川美香

カルナの意昧 林寺正俊

東京大地震は近未来に発生しない 秋山良人

肉体を超えて大宇宙と一体化する方法－G.アダムスキー

I No.132 1蜘 年（平成時） 1月間発行￥7州
別な惑星の文明と創造性 秋山良人

イエスの時代を透規する 遠藤昭則

奇跡を起こすイメジ療法 原永倉

宇宙船の形態に関する一考案 遠藤昭則

アダムスキーの思い出と彼の宇宙哲学一一アリス ・ポ7 ロイ

好評、名古屋市の講演
東宗造形大学で講演

I No.131 1995年（平成7年）1仰 5日発行 ¥700 I 
アダムスキー問題と日本GAP 久保田八郎

ワシントン、ニューヨーク両市でUFOがひんぱんに出現lー加藤淳一

私もワシントン市でUF Oを見た！ 一一一一一一一消水 正

力イパーベルトはアダムスキーの主張を立証するか一一他木淳一

アダムスキー大会在思う 岡田茂／四川太／大根田匡史／加藤路徳
熱烈な呼びかけに応えたUFD 石井一江

私のUFD目撃と宇宙的な生き方 忍田裕l沼
宇宙時代の夜明け 村上博一

人間の実体 ・意識 ・テレパシー原理 G.アダムスキー

I No.130 四 時（平成7年） 7月25日発行 ¥7叫
M氏の ruFoと異星人j体験 久保田八郎

アダムスキー型UFDの飛行原理を解明一一一一一遠藤昭則
超能力者デイナの驚異的パワ 久保田八郎

異星人女性との出会い 佐々木八郎

スペースビープルを見かける私 原垣内良子
透視 ・臨死体験 ・不思議な女性 千葉福造

白山のUFD 沼倉孝彦

父と従兄が“UFO”目広 高橋克彦

人間の実体・意識・テレパシ 原理一一 G・アダムスキー

！”。129 m 年（平成7年） 4月25日発行 ¥700 I 
地獄の大地震からの奇跡の脱出 平塚和義

大地震を前夜予感した私 西村悠子

偉大な教訓となった大地震 田辺健司

口スで見かけた異星人女生 加藤純一

アダムスキーの大地を訪れて 繋明会有志

巨大母船、安比高原に出現！ 秋山和広

サイコメトリーによる密物の質の感知法一一一一一林 国宣

UFOの速度・肉体と魂・
真の科学・長寿二 G・アダムスキー

I No.128 1蜘 年（平成7年） 1月25臼発行 ¥700 

アダムスキ一．永遠の真実と栄光一一一一一ダニエノレ ．ロス

わか母の驚異の UFO目撃一一一一一一ミシェル ・ジルガー

総会の日に UFO出現
那須高原で巨大母船出現 l 郷江健一

ダニエル・ロス氏宅訪問記 久保田，＼郎

あなたもオーラが見える 遠藤昭則

予知能力者E持つ土星人女性の援助 G・アダムスキー

I No.127 平成6年1仰 5日発行 ¥700 I 
UF O出現の国一メキシコ 久保田八郎

ロズウェル事件とM.Jl2文書 坂本貢－
UFO目撃と不思議体験の旅 4名執筆

私もアダムスキー型円盤を見た 1 田口邦雄

UFOとオーラと想念 山崎和子

奇跡的に難病を治す方法 久保田，1郎

異星人とUFDの真相（2) G・アダムスキー

I No.126 平成6年7月25日発行 ¥7001 

驚異の瞬間移動とUFDの超低空降下一一一一一久保田八郎

UF Oを頻繁に見る私のカルマ（2ト一一一一一一瀦池みゆき

私も母船を見た 1 禅問篤孝

ム一大陸から見た原日本人 様入達男

首のUFD目撃の思い出 橋本恵一

異星人とUFDの真相（1) C・アダムスキー

l No.125 平成6年4月25日発行 ¥700 I 
UF O、デザートセンター上空を飛ぶ一一一一一久保田八郎

私はアダムスキー型円盤を至近距離で男た一一一ー大野義和
UF Oを頻繁に見る私の力ルマ 浦池みゆき

不思議な予知透視 米川宣雄

突然出現した不思議な人間 千葉敏江

生命と物質と超能力 伊藤隆史

異星人はなぜ地球ヘ来るのか一一一一一－G・アダムスキー



全国の日本GAP会員の皆様におかれましては、お元気でご活躍のこととお慶び申

し上げます。福山支部が発足して l年半が経過しまレたが、ついに記念すべき第 1
回福山支部大会を来たる5月に開催することになりました。久保田先生を福山市に

お招きして宇宙的な素晴らしいご講演を拝聴し、高次元なフィーリングを充電しよ

うではありませんか。特に中国・四園地方にお住まいで久保田先生にお会いしてい

ない方々には絶好の機会です。ぜひご参加を｜ 大会、夕食会、宿泊はすべて同じ

建物を利用しますのでたいへん便利です。予約は早めにお願いします。支部一同、

心からお待ちしております。 領山支部代表 棄田雅則（なつめだまさのり）

・支部大会 （予約不要）

日時 1997年（平成9年） 5月25日（日）
13:00→17:00 

会場 広島厚生年金福祉センター
「サンピア福山」 栴纏（せんだん）の間
TEL 0849-21-3131 

交 通 c.JR福山駅からタクシーで約7分。
cJ円福山駅前の中国パス l番乗場から「駅前一田中橋経由一車
庫前J行きパスで10分、緑町バス停下車、徒歩 l分。

会 費 ￥3000 （全員記念写真代￥1000は希望者のみ別途納入）
・夕食会 （要予約。下記を参F初

会 場 rサンピア福WJ 革問（とも）の間
18:00 20:00 

会 費￥6000
・宿 泊 （要予約。下記を参照）
場所 「サンピア福山」
料 金 シングル￥6000 ツイン￥即日日（サービス料、消費税は別）
観 光 翌日は平日のため観光は行ないません。

・予約法 夕食会、宿泊希望者はハガキに住所 ・氏名 ・電話番号、宿泊目、
シングル ・ツインの別を明記して下記へ4月初日までにお申込
み下さい。
干72931 広島県芦品郡新市町戸手1144-3 
禁固雅則（なつめだ まさのり）
TEL 0847 52 6306 

※注 意 5月の月例セミナーは中止します。

福山支が発足して以
来早くも ｜年半。充
実レた同支部に当然
の機運が熟して第 1
回の大会が開催され
ることを大喜びして
おります。福山には
熱意のある会員がな
ぜか多くて、特殊な
宿命をもっ人達が結
集しているような印象を受ます。まるで2千年前
の工ツセネ派の再来を思わせるようなこの集団力、
らご招待を頂くのは非常な光栄です。特に支部代
表の察田君は傑出した人物であることを私が保証
します。大会では精ー杯頑張ります。愉快にお会
いしましょう。 日本 GAP会長 久｛呆田八郎



山一ユl
コ
ン
広
場
制

48 

偉
大
な
ア
ダ
ム
ス
キ
｜
哲
学

沖
縄
県

早
川
祐
夫

久
保
田
先
生
が
長
年
苦
労
さ
れ
て
ジ
ョ

ー
ジ

・
ア
ダ
ム
ス
キ

1
氏
の
窓
思
を
継
承

さ
れ
、
ア
ダ
ム
ス
キ
l
哲
学
を
翻
訳
さ
れ

て
、
私
達
日
本
人
及
び
G
A
P
会
員
に
知

ら
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
私
達
は
「
人

間
と
は
、
人
生
と
は
」
と
自
問
自
答
す
る

こ
と
も
な
く
、
ス
ペ
ー
ス
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の

存
在
す
ら
知
る
こ
と
も
な
く
、
肉
体
人
間

の
欲
望
、
習
慣
、
エ
ゴ
に
支
配
さ
れ
て
朽

ち
果
て
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
今
は
感
謝
の

気
持
で
一
杯
で
す
。

今
こ
そ
ジ
ョ
ー
ジ

・
ア
ダ
ム
ス
キ
l
の

忍
耐
強
さ
、
イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
の
謙
虚

さ
を
学
び
、
「
宇
宙
哲
学
」
「
生
命
の
科

学
」
を
同
胞
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
新
ア
ダ
ム
ス
キ
1
全
集
第
八
巻
第
一

部
第
二
寧
の
「
黄
金
の
門
」
は
、
愛
と
勇

気
に
よ
っ
て
聞
か
れ
れ
ば
宇
宙
の
意
識
と

一
体
に
な
る
方
法
が
簡
潔
に
述
べ
て
あ
り
、

全
集
の
中
で
も
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
が
一
番
伝

え
た
か
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
何
度

読
ん
で
も
感
銘
し
、
生
き
る
勇
気
が
わ
い

て
、
謙
慮
に
忍
耐
強
く
純
粋
に
生
き
た
い

と
決
心
を
新
た
に
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
現

在
は
三
つ
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
を
学
習
中
で

す
。
一
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル。

二
、

感
覚
器
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
。
三
、
肉
体

人
間
の
欲
望
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
こ
と

の
三
つ
で
す
。

ま
た
同
胞
に
ア
ダ
ム
ス
キ
！
の
真
実
を

伝
え
る
た
め
に
、
自
分
自
身
を
向
上
さ
せ
、

人
々
の
模
範
に
な
る
よ
う
日
夜
勇
気
を
哲

投
稿
歓
迎
字
数
を
問
わ
す
。
匡
名
発

表
可
な
る
も
住
所
氏
名
明
記
の
こ
と
。

い
立
た
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
常
に
良
い

想
念
を
発
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
私
の
友
人
、
知
人
、
会

社
の
同
僚
、
家
族
が
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
温
和
に
な
り
、
ま
た
G
A
P
会
員

で
な
い
人
々
か
ら
G
A
P
の
こ
と
を
尋
ね

ら
れ
た
り
し
て
話
題
に
な
り
ま
す
。
と
き

に
は
私
が
い
つ
も
背
広
に
つ
け
て
い
る
会

員
バ
ッ
ジ
を
興
味
深
そ
う
に
見
る
人
も
何

人
か
い
ま
す
。

「地
球
人
類
す
べ
て
に

『無
限
な
る
方
』

の
祝
福
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
」

終
わ
り
に
、
先
生
に
は
お
体
を
自
愛
さ

れ
て
、
い
つ
ま
で
も
私
達
を
御
指
導
く
だ

さ
い
ま
せ
。

久
保
田
先
生
に
感
謝長

野
県

沖
山

洋

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
宇
宙
的
な
波
動
を
創
造
し
、

こ
こ
ま
で
維
持
で
き
る
の
は
本
当
に
す
ご

い
事
な
の
だ
と
、
先
生
の
宇
宙
の
意
識
に

対
す
る
信
念
は
本
当
に
す
ご
い
事
な
の
だ

と
田
ゅ
う
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
の
光

り
輝
く
未
来
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ユ
l
コ
ン
誌
で
凄
い
活
力
が
湧
く

北
海
道

佐
藤
史
朗

最
近
あ
ら
た
め
て
ア
ダ
ム
ス
キ
l
哲
学

の
偉
大
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ジ

ョ
ー

ジ

・
ア
ダ
ム
ス
キ

l
氏
の
顔
写
真
を
見
た

だ
け
で
涙
が
溢
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
雪
星
が
地
球
の
軌
道
す
れ
す

れ
に
飛
来
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
今
の

地
球
人
そ
見
る
と
、
そ
の
う
ち
巨
大
響
星

が
地
球
に
衝
突
し
て
、
過
去
に
恐
竜
が
絶

滅
し
た
よ
う
に
天
変
地
異
が
起
こ
る
の
で

は
な
い
か
と
不
安
に
思
い
ま
す
が
、
会
長

先
生
と
秋
山
良
人
氏
の
き
同
業
を
信
じ
て
プ

ラ
ス
の
想
念
に
切
り
替
え
て
い
ま
す
。

ユ
l
コ
ン
誌
を
読
む
と
、
も
の
凄
い
活

力
が
湧
い
て
き
ま
す
が
、
会
長
先
生
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
ど
こ
か
ら
湧
い
て
く
る
の
だ

ろ
う
か
と
不
思
議
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

魂
を
覚
醒
さ
せ
る
ユ
｜
コ
ン
誌

鹿
児
島
県

曽
我
部
勇
人

ず
い
ぶ
ん
ご
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
。
い

つ
ぞ
や
は
例
の
一
件
に
て
ご
迷
惑
を
お
か

げ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
支
部
会
員
の

商
々
も
相
応
に
反
省
を
し
研
僻
酬
を
し
て
お

り
ま
す
。
す
べ
て
の
経
験
す
る
環
境
は
自

分
の
心
の
反
映
だ
と
冷
静
に
な
れ
ま
し
た
。

明
快
な
哲
理
な
の
で
す
が
、
多
く
の
時
間

の
上
に
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
日

本
G
A
P
の
信
頼
性
と
展
望
性
に
霧
を
か

け
る
よ
う
な
流
れ
に
は
、
や
は
り
冷
静
に

は
お
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
の
記
事
の
内
容
に
、
従
来
の
地

味
で
は
あ
っ
て
も
真
実
の
波
動
が
も
ど
っ

て
き
た
よ
う
で
懐
か
し
い
思
い
さ
え
致
し

ま
し
た
。
毎
回
、
号
を
重
ね
る
ご
と
に
魂

を
覚
醒
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
各
記
事
に
故

郷
へ
帰
っ
た
よ
う
な
心
の
落
ち
着
き
を
覚

え
ま
す
。

左
の
頬
を
ぶ
た
れ
て
右
の
頬
を
差
し
出

す
よ
う
な
聖
人
君
子
の
段
階
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
地
球
よ
り
も
進
歩
し
て
い
る
火

星
の
人
々
が
そ
の
成
長
レ
ベ
ル
に
少
し
迷

し
て
い
な
い
と
の
ア
ダ
ム
ス
キ
I
の
論
説

に
、
変
に
自
分
を
納
得
さ
せ
て
い
る
始
末

で
す
（
中
略
）
。

い
つ
も
明
る
い
完
成
さ
れ
た
人
格
者
に

と
目
標
を
抱
く
と
と
は
大
事
で
す
が
、
良

き
サ
マ
リ
ア
人
を
振
る
舞
う
こ
と
は
、
そ

う
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
自
分
に
関
し

て
思
え
た
ら
、
逆
に
他
人
に
寛
容
に
な
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
不
完
全
な
欠
け

た
存
在
だ
か
ら
地
球
で
学
習
し
て
い
る
ん

だ
と
思
え
ば
心
が
楽
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
不
完
全
な
創
造
物
が
一
歩
ず
つ
完

成
に
近
づ
く
よ
う
に
と
、
私
に
は
か
ず
か

ず
の
指
導
者
が
現
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

の
大
き
な
柱
が
や
は
り
日
本
G
A
P
の
波

動
で
あ
り
誠
実
な
導
き
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
宇
宙
的
カ
ル
マ
を
共
有
し
て
ゆ
く
人
々

に
と

っ
て
は
不
可
欠
な
存
在
だ
と
思
い
ま

す
。
日
本
G
A
P
は
こ
の
地
球
の
未
来
を

に
ぎ
っ
て
い
る
と
申
し
ま
し
で
も
過
言
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
純
粋
な
情
熱
を
持

っ
た
人
々
の
も
と
へ
は
純
粋
な
叡
知
か
ら

正
し
い
知
識
が
も
た
、
り
さ
れ
る
と
因
。
っ
て

い
ま
す
。

位
俗
の
客
観
的
ス
タ
ン
ス
か
ら
は
ま
だ

か
な
り
変
に
誤
解
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

の
で
す
が
、
一
部
の
科
学
者
の
チ
l
ム
が
、

太
陽
の
こ
と
を
常
涜
核
融
合
シ
ス
テ
ム
系

な
の
で
は
な
い
か
と
言
い
、
太
陽
が
私
達

が
理
科
の
先
生
に
教
わ
っ
た
よ
う
な
熱
球
、

灼
熱
の
大
天
体
と
い
う
観
念
を
ひ
つ
く
り

か
え
す
よ
う
な
発
言
を
最
近
し
て
い
る
展

開
に
希
望
を
抱
き
ま
す
。
こ
の
考
え
方
が

少
し
ず
つ
広
ま
れ
ば
、
水
星
は
灼
熱
の
影

響
を
受
け
な
い
、
そ
し
て
外
側
の
海
王
星
、

冥
王
星
等
は
氷
の
天
体
で
は
な
い
と
理
解

さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら

で
す
。
当
然
、

U
F
O関
係
、
地
球
外
の

兄
弟
遠
の
存
在

・・

・
と
連
な
っ
て
き
て
、

ア
ダ
ム
ス
キ

l
氏
を
は
じ
め
日
本
G
A
P

の
諸
兄
の
努
力
等
が
、
そ
し
て
久
保
問
先

生
の
多
く
の
ご
貢
献
が
笑
を
結
ぶ
も
の
と

信
じ
ま
す
。

先
生
の
毎
回
の
「
意
識
の
声
」
防
魂
の

琴
線
に
触
れ
、
い
び
つ
な
位
俗
的
な
自
分

を
よ
く
矯
正
し
て
、
今
日
の
自
分
を
造
っ

て
下
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
支
部
代
表
と

は
名
ば
か
り
で
、
さ
ほ
ど
の
影
響
力
も
な

い
私
で
す
が
、
亡
き
鶴
田
氏
の
展
望
を
加

え
、
少
な
い
人
数
の
鹿
児
島
支
部
で
す
が
、

今
後
共
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
ユ
｜
コ
ン
誌

東
京
都
高
橋
三
男

入
会
し
て
初
め
て
ユ

l
コ
ン
誌
を
読
み

ま
し
た
。

一
般
の
テ
レ
ビ
、
雑
誌
、
新
聞

等
で
は
絶
対
に
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
情

報
が
満
載
さ
れ
て
い
る
の
で
嬉
し
く
な
り

ま
し
た
。
ま
た
興
味
本
位
の
記
事
と
は
大

違
い
の
内
容
や
、
体
験
者
の
な
ま
の
声
等
、

読
み
ご
た
え
の
あ
る
内
容
に
、
い
ろ
い
ろ

と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
り
し
ま
す
。

ユ
ー
コ
ン
誌
で
真
実
を
知
る

神
奈
川
県

矢
嶋
輝
夫

私
は
あ
ま
り
熱
心
な
会
員
と
は
言
一
口
え
ま

せ
ん
が
、

一
言
申
し
上
げ
た
く
筆
を
と
り

ま
し
た
。

「
ユ
1
コ
ン
広
場
」
に
掲
載
し

て
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

U
F
O
に
興
味
が
あ
り
、
最
初
に
買
っ

て
読
ん
だ
雑
誌
が
「
U
F
O
と
宇
宙
」
で

し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
久
保
田
先
生
が
経
営

さ
れ
て
い
た
ユ
ニ
バ

ー
ス
出
版
社
発
行
と

は
銘
知
ら
ず
、
た
だ
好
奇
心
だ
け
で
読
ん

で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
宇
宙
人
や
U
F
O
に
関
す
る

本
が
出
る
と
す
ぐ
に
貿
い
求
め
、
む
さ
ぼ

る
よ
う
に
読
み
ま
し
た
が
、
読
め
ば
読
む

ほ
ど
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
り
、
何
が
何
だ

か
わ
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

一
O
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
ち
ょ
う
ど

そ
の
頃
、
ュ
l
コ
ン
誌
に
出
会
い
、
以
来



ず
っ
と
愛
読
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
ア

ダ
ム
ス
キ

l
氏
の
こ
と
を
知
れ
ば
知
る
ほ

ど
、
真
実
の
人
だ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。
「
U
F
O
と
宇
宙
」
で
宇
宙

の
こ
と
に
目
覚
め
、
「
ユ

l
コ
ン
誌
L

に

よ
っ
て
真
実
を
知
り
、
久
保
田
先
生
に
導

か
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
日
本
G
A
P
の
活
動
が
広

く
多
く
の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
す
よ
う

お
祈
り
致
し
ま
す
。

暖
か
い
雰
囲
気
の
東
京
月
例
セ
ミ
ナ
ー

東

京

岸

本

一
一
月
の
東
京
月
例
セ
ミ
ナ
ー
で
は
相
変

わ
ら
ず
素
晴
ら
し
い
ご
講
演
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
ま
し
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
考
え
て
み
ま
す
と
、
私
が
日
本
G
A

P
に
入
会
さ
せ
て
頂
い
た
頃
は
、
ま
わ
り

に
G
A
P
の
仲
間
は
誰
も
お
ら
ず
、
機
関

誌
や
支
部
報
が
G
A
P
と
の
唯

一
の
接
点

で
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
機
関
誌
や

4
ヒ
｜
リ
ン
グ
写
真
「
パ
ワ
｜
」
。
こ
れ
を
見
つ
め
れ

ば
無
限
の
パ
ワ
ー
が
出
る
と
い
う
。

燭
影
／
金
丸
直
司 悟

支
部
報
に
載
っ
て
い
る
会
員
の
方
の
写
真

を
見
て
は
「
こ
の
人
が

O
Oさ
ん
だ
。
こ

の
人
が
×

×
さ
ん
だ
」
な
ん
て
、
あ
こ
が

れ
て
見
て
い
た
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
超

能
力
や

U
F
O
の
こ
と
、
他
の
惑
星
の

方
々
の
こ
と
ば
か
り
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
自
分
の
レ
ベ
ル
の
低
さ
を
感
じ
、

自
分
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
ば
か
り
を
考
え

て
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
東
京
に
出
た
い
と
い
う
思
い

も
沸
き
起
こ
っ
て
き
て
東
京
で
暮
ら
す
よ

う
に
な
り
、
写
真
で
見
て
い
た
人
遥
に
お

会
い
で
き
る
喜
び
で

一
杯
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
変
に
な
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら

で
し
ょ
う
か
、
気
が
つ
く
と
人
の
不
平
不

満
ば
か
り
言
っ
て
い
る
自
分
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
自
分
を
建
て
直
す

た
め
に
あ
え
て
G
A
P
の
会
合
に
出
席
し

な
い
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
今
ま
で

G
A

P
を
や
め
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
る

方
に
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
月
例

会
に
出
席
し
な
か
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
月
例
会
に
も
ど
っ
た
と
き
、

こ
れ
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
と
い
う
思
い
が

強
く
強
く
沸
き
起
こ
っ
た
も
の
で
し
た
。

突
は
今
回
も
こ
れ
を
意
識
し
て
自
分
を

変
え
る
た
め
の
原
動
力
に
し
た
い
と
思
っ

て
、
あ
え
て
こ
の
方
法
を
選
ん
だ
の
で
し

た
。
今
年
に
な
っ
て
か
ら
東
京
月
例
セ
ミ

ナ
ー
に
出
席
さ
せ
て
頂
く
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
が
、
一
人
で
い
る
と
き
に
は
感
じ

な
い
暖
か
な
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
を
感
じ
て
新

鮮
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
欠
席

は
二
年
も
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

と
り
あ
え
ず
は
成
功
し
た
よ
う
に
思
い
ま

す
の
で
、
こ
ん
な
わ
が
ま
ま
な
自
分
で
す

が
、
今
後
も
ご
指
導
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
日
本

G
A
P
の

益
々
の
発
展
と
先
生
の
ご
健
勝
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

永
遠
の
転
生
を
知
る
喜
び

兵
庫
県
西
村
悠
子

久
保
田
先
生
に
は
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

明
る
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
、
お
正
月

と
一
人
で
過
ご
す
の
は
寂
し
い
で
あ
ろ
う

と
の
娘
遠
の
優
し
い
心
巡
い
で
、
明
る
く

て
賑
や
か
な
年
末
年
始
を
ア
メ
リ
カ
で
過

ご
し
て
帰
宅
い
た
し
ま
し
た
ら
、
先
生
の

お
便
り
が
届
い
て
お
り
ま
し
た
。
超
御
多

忙
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
が
、
そ
の
上
、

暮
れ
の
お
せ
わ
し
い
時
、
そ
れ
も
ク
リ
ス

マ
ス
イ
！
ヴ
に
お
書
き
下
さ
っ
た
事
を
知

り
大
感
激
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

先
生
が
永
遠
の
転
生
に
つ
い
て
書
い
て

下
さ
っ
た
所
を
読
ん
で
お
り
ま
す
と
、
亡

き
夫
へ
の
思
い
が
重
な
っ
て
、
不
思
議
な

心
の
安
ら
ぎ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
転
生

を
知
ら
な
い
た
め
に
地
球
人
は
見
え
な
い

世
界
が
信
じ
ら
れ
ず
、
様
々
な
苦
悩
を
抱

い
て
一
生
を
終
え
る
人
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
人
間
が
今
生
の
生
命
を
終
え
る
と
い

う
厳
粛
な
時
は
新
し
い
生
命
の
誕
生
と
同

様
に
、
大
切
な
素
晴
ら
し
い
瞬
間
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
時
を
迎
え

ま
す
と
、
地
球
人
が
い
つ
の
ま
に
か
作
っ

た
習
似
や
約
束
事
で
閲
め
ら
れ
た
行
事
で

時
間
が
過
ぎ
て
行
く
事
を
知
り
ま
し
た
。

「
誰
が
そ
ん
な
法
則
を
決
め
た
の
よ
」
と

泣
き
た
く
な
る
思
い
で
聞
き
た
い
人
（
ご

主
人
）
は
も
う
い
な
い
と
い
う
も
ど
か
し

き
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
を
否
定
し
、
形
式
的
な

一
挙
を
嫌
が
っ
て
お
り
ま
し
た
亡
夫
も
、
今

は
ピ
ア
ノ
の
上
の
小
さ
な
箱
宮
の
中
に
納

ま
り
、
ビ
ー
ル
の
ジ
ョ
ッ
キ
を
持
っ
た
彼

が
写
真
の
中
で
微
笑
ん
で
お
り
ま
す
。
主

人
は
三
男
で
全
く
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が

O
O
大
社
の
社
家
の
息
子
と
し
て

や
は
り
最
後
は
終
わ
っ
た
よ
う
に
思
え
ま

す
。
私
も
若
い
方
々
に
比
べ
れ
ば
、
こ
れ

か
ら
の
生
き
方
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
が
来
て
い
る
よ
う
に
思
え

ま
す
。
か
と
申
し
ま
し
て
特
別
何
か
し
て

い
る
型
由
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
観
自

在
に
は
ほ
ど
速
い
身
で
あ
っ
て
も
、
日
常

の
思
念
と
行
為
を

一
つ
一
つ
見
つ
め
な
が

ら
、
ど
ち
ら
に
も
片
寄
ら
な
い
中
道
を
保

つ
よ
う
に
修
正
す
る
こ
と
、
そ
し
て
宇
宙

の
意
識
の
中
で
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
感
謝

し
な
が
ら
一周一
を
張
る
こ
と
な
く
、
し
な
や

か
に
生
き
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
御
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
時
節
柄
く
れ
ぐ
れ
も
御
自
愛
下
さ
い

ま
す
よ
う
に
。
っ
た
な
い
文
章
で
お
恥
ず

か
し
い
で
す
が
何
か
の
お
役
に
立
ち
ま
す

よ
う
で
し
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

1997年 1月12日／港区芝公園・機械娠興会館V東京月例セミナー



＠ 第2惑星からの地球訪問者・即時間＝1.980円
UF O研究家として 111：界的に.）＼＇~円なジョ ー ジ アダムスキーの、 1952年IJJ・l20日、本カ

リフォルニア州の砂泌に治降したPl盤からIBてきた全弘人との会比から始まるF官民的な

コノタクト：kUo.l\'.K 自 ら川縦やり船に乗り込み、他の惑Ji~のIll絶的大文明の実態を191

かにする‘本うそll!の中，L、の，If。サJ点多数収録。

＠ 超能力開発法（テレパシー、遠隔透視その他）・192頁・定価＝1.300円
111: H刊に氾i監するi創作的な超能）JI日付近法とは1114；から見なるドfij(f能））の発現j去を説いた

もの。｜｜、 lf、弘、 ll‘のl凡｜行をコン トロールして．肉体内部の・j・:'ii1の .. :i-:;i世から来るメ

y 七ージを！~~受し、点的位I~ドでのテ レパシ一 、 i主陥透 IJlその他の起(jE!J 1'-身につけるん

itをH体的に，ff述。百i.'H'r臨の司di！文献。

• 21世紀／生命の科学・208頁・定価＝1.300円
アダムスキーが他持する的対にii＇，した 12附分のJ時同：を一川にま とめたもの。アダムスキ

ード市営q：の総j,';(1<1な一大全＇｛：！／＼＇。特に人体細胞の’JUL'とn・xのテレパン一、且び注品i
通j， ＼の ;;i； りて干を朴詐的に解説した超能力Im発j~’；！）： ·＇ ~。 L、主現象への控近を設計するl判j凶

作＇＂＇：則 論を明快に必〈、第5どきの続編として必u売のテキスト。。UF O問答100・216頁・定価＝1.300円
1 958年にアダムスキーは、｜片界 'I• から来るm日！の洪水を分lJi して 1＇（疑応符集を II'. した。
令部で1001叫のUFOi則係のl'tllll に~＇切な同符を’Jえている。 JJ!lt:のiJlj主した 111：~~の U
F O研究界に的確なポ峻と阿符を示すものとして、 l人l行は今も驚くほど新鮮でイilllであ

品。UF O研究布のおl1'iしいガイドブック。

＠ 金星・土星探訪記・3順・定価＝2.400円
アダムスキーが大付船にJ在せられて、:¥P.（主を絶寸るilli渉をとげた世l1l.と本!ii.を訪れた体

験J己。特に::i:'l1＇.人の少 ！；；として’iまれかわった亡き )fメリーとの劇的な汁而がn:巻。知

2 ;¥Iには19581ド以点、 日本におけるアダムスキーの代川！人と して件当医川動に咋念してい

る久保削八郎副の多数の汗附を収以。

0 UF Oの謎・即時間＝1.980円
UF Oの！ttii生以内をはじめ、’N,1rとUF Oとの｜則illなどを詳述して峨々なミステリーを

解明した主要な丈献。第2却はアダムスキーの111：伴講iYi旅行J己で、作i>IGAP納の的動

状況が克明に！~；·•；： されていて 1 960年代のU F O研究界の’＇.l'.tllと 般人の字街仰がよ く理

解できる。(ill迭の続編。

• 21世紀の宇宙哲学・148頁・定価＝1.030円
地球人が点に’i:n;的な成長をとげるための）~本的.＇／－＇. ：＼！.＇.として 、 マインド （心） と肉体内
部にlilる’Iiiiの意識との 体化を説いた，＇r。既成のあらゆる宗教やf十tではl'l！併し鮮な

かった人1111の！J:i誌と )J物との関係をl誕いて21世紀の！~.！.！.＇. を先取りした。 首j 5在、 6をと

合わせてアダムスキ－1'1’Fの二部門をなす。

(;) U F 0・人間・宇宙・m頁創価＝2.400円
アダムスキー支持前10Jl・llWとして111：界のトップクラスをゆく 11-i'GA P的機関誌に掲載

された、アダムスキーのUF O と’i三'di1'i"'f:関係の論丈、，；，Y/iYiU'•i： を l>i集。 他界する 11\1iii
の以後の訓泌がハ巻。抗2;¥Iには，J{./'i 久保川八向；がPi '.ii~本 してアダムスキーの今は

亡きf主的たちと接したインタビューぷ白j（を収録。

@> UF Oの真相・m頁・定価＝明日円
アダムスキーの1俳句を受けた人ii!のs詰A J伽出録等を収u. ’；.： •,jj(t'J'.l'.倣と人 11 1 11咋~~·かな
庶民刊をあわせもつ仰人の，｛｛即iを多flt的にJ市写。アダムスキー氏の山必アリス ポマロ

イ キース フリ y ト7口7ト、ハンス ピーターセノ、全l1l丈字を解dして州！日l的な

点久モーターを開発したパジル パン デン パ グらのA,i＇が1'i/1'i。「サンピエト口

k!i＇院のwi,i＿人！と凶する久保m八日IIの体験；ιも興味深い。

⑪ 超人ジョージ・アダムスキー・m頁・定価＝叩0円
l!ikな新アダムスキー全保の以後をしめくくる完結節。アダムスキーの’j・:;j,的な活動と

il':i主な1'i’Fを lll k•'J して伝えるとともに、彼の｛ム記をも /Ji ！えてこのl s人の人I/I／（訟を克明に

陥刀。これ ・lllfでアダムスキー1::m1の｛吋たるかがFl！併できる全集のコンパ少 卜版。位向

なび』1入り 。 l•I際的なアダムスキー研究家 久保Ill八郎が，Ifき1ろ lt!t情。

別巻UFO－宇宙からの完全な証拠・480頁・:Eiilli=2.800円
ダニエル ・ロス＝箸／久保田八郎＝訳

アメリカの気鋭UF O州’先泳ダニエル ロス1~が全））で泌l!il した U FOl/IJWのMii。II
惑l1：’探作品九月llニl叫するNASA ( ;f;Ri雫i日＝Hi日） の~2補正」；frを排泌 し 、 アダムスキーの（.＼＇
験のJ'i'Xtf.を科’F的に’＇.l'.,:d＇.した 剛山l的な内芥の本・＇＇は、 UF OのfiJf’先1';・のみ4：らず、）＇＝iii
4ヰマに｜則レある人にきわめてイ！益な知地怖械の源呆となる。ηl'l多数！IH長。

JA 中央アー ト出版社慶一…区瑚・7・13
TEL=03-3561・7017 ／郵晴振替＝001805 66324 

キ新アダムスキー全車全巷をまとめてごf主主頂きますと定怖の10%引き＋送料がサービスと主ります．
＊定価11.全て税込みです。



UFOと宇宙哲学の行方似え）
・久保田八郎著 定価1650円送料310円
本書はわが国UF O研究界の第一人者・久保田八郎ガ rUFOcontactee」

に長年にわたって掲載してきた記事や講演から選りすぐって編纂したもの

で、 UF O問題と戸タムスキー哲学に関する著者の研究の集大成ともいえ

る内容になっています。 2部情成lこなっている本書は、まず第T部でUF 
Oと異星人に関する蝶々忽問題について著者の見解を示し、続いて言語2部

では、戸タムスキー哲学を人生に生かしだり、難病の治療に応用する実践

法を明らかにしていきます。 UF Oを研究する人のカイドフaツつとしても

最適の害です。

四六判.288頁

UFO・遭遇と真実一日本編ーUFOと異星人の真相
・久保田八郎著 定価15凹円送料310円
四六判 264頁 日本で発よし F」ョ異的広UF O事

件を8件選び、わが国UFO研究

界の第一人者・久保田八郎ガ書き

下ろして読みやすく編蒸しだ本書

｜志、実証主義をつらぬく著者ガ徹

底的lこ詞査υた結果、真実そのも

のであると確認した事体のみを流

麗な筆毅で活写。読者を大気圏外

の世界へ， ~＼，＼ます。

・久保田八郎著 定価16印円送料310円
四六判・ 256頁 UFOf究の第一人者久保田、

郎ガロき下ろした本書l志、別主主惑

星へ行ってき疋青年の驚異の体験

をもとにUFOの内部の僚子や作

動原震、異星人の文明の実態等を

明らかにしていきます。加えて超

能力等の問題や、氾濫するUFO 

関連情報の真偽にも迫るUFOを
研究する人の~＼携のzです。

CAI’~~！~~~~；主主み＝00…3
※上記の書籍は日本GAPでも取扱います。著者の署名主主臼入り。

ハガキでご注文下されば代金後払いで直送します。

日本GAP英文版『UFOcontacteeJ 
85版／12頁／コート紙使用／￥5凹 送料￥190 (No.1-3は昂切れ）

日本GAPは日本語版「UFOcontacteeJ 誌を年4回発行するかたわら、 国際版として英文版「UFOcont日Ct88J誌を年J@l刊行して世界のUF

O研究団体や個人研究家と交流を保っています。本誌にはアダムスキー問題在主体にしたUFOと宇宙哲学関係記事在主体に掲載し、アダムスキー執筆の質

疑応答書も連載しています。No.12には臼本語版No.137に掲載された ruFO頻出のデザートセンターlJの英文記事が写真入りで載せてあります。涜

震な英文による本誌は英語学習にも最適です。日本GAPへハガキでご注文下されIt代金あと払いでお送り致します。着後同封の振替用紙でご送金下古い。

No.12 
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。



日 本GAP全国月例セミナー案内
支部名 日 時 ~ 場 会費 プログラム ・テキスト

J:OO→ 1:40 告会講超久／保員義能ビの田力「デ初会主別主オ発演長宙映。糾哲の写能学習／力／」質近開疑発況。
毎月第！日l即日午後1:00→5:00 港区芝公園 3 丁目lR－浜B般~町機駅械下振車興。会東館京」 6階67の号正室衛。

1:<15・3:15
tt03 3434 8211 ・ タワ 前。 会場 ＇｛／＇ 3:25- •5:00 

東京 ※本本変年年更雪月月は総会のため階月例セミナーは中止。 浜校I町駅北口から東京タワー行きパスで約 B分。

苦受セ｜￥￥￥ミ講：；ナ：0料0 0ー0 

時 。12 のみは地下3 (f)第 2研修室に臨 報

本部
、く布日明仰l日は正而玄ら入関が閉じられているので、右へ回って組物の

の入口か る。

連絡先＝日本GAP本部1 tt03 3651-0958 ：〈会日本場GA P会売店員でなくて も入場可。
京 に臨時 開殴。新アダムス

キー全集.GAPグyズ等を販売。

大阪
毎月第3日1即日 午後1:00→5:00

大阪府8~次3凹市。塚平J出日R義口まUIJた：は丁0阪6-4目急1電「1吹車23田6吹市7田民駅会下館車J。 東長を京前月日目犠。例のセビミナデオーにまたおり録ると久音！司保テじ田ー会プ

支部
迎2絡38先 ＝5平1 ¥500 公の テキストは上記は 。

新潟
毎月第 4El l即日午後1:00→5:00

新連E絡0潟2市2東4万6代77町 91夫r新R潟新市潟駅2背5年よのり家徒歩」（万5代分。＂＇民会館と同じ建物）

支部
5先－＝昼富11。治 ttO 79-2 5562 ¥500 向上

名古屋
毎月第 2日I即日 午後1:00→ 4:30 連名電J I~。絡古東屋2先海市~・林2中名3区3鉄金1国・2宣山地il下1丁刊告鉄0目5の8日金6帯－4山5~号~4よ6 r名古一屋市民会館J特別会議

支部 8 り徒歩5分。
¥500 同」ニ

山形
毎月第1日I磁日午後1:00→5:00 8迎役山形0所絡23先県の6筏天：~側柴it一市老野。天森謹1丁駅目 l 歩I 「天分意市タ中央公民館分J。

支部 出日時は変更合があるため、毎月事前に柴田宛
1511 から徒 10 、 クシ－ 4 天2ir市 ¥500 向上

電話で問い わせること。 田光明 包023325 3261 

札幌
毎月第 1El 1地！日午後J:00-.,1:30 連2中央絡01 区北一条西13了目「札幌市教育文化会館」会議室。

l 271 5821 
向上

支部 摂日時と会場は不定につき、事前に高野宛問 先＝河野省志 ttOIJ -783 6393 ¥500 
い合わせること。

旭川
毎月第4日限日午後1:00 •5:00 旭川市五条3！｜｜ 4丁目「旭川 ときわ市民ホーノレJ 3 F 302研修室

宮 016先6 2 5577 

支部 迎絡 ＝ 」ニ三秀 ttl 66-61-0044 ¥500 同七

沖縄
毎月第4火l雌日午後7:30→ 10:00

宣0絡野9先~湾－市89嘉数 1 6 -5早川宅tt 0-1324 
¥500 同七

支部 連 ＝盟孝人 tt098-8353991 

秋田
毎月第 2Ell即日午後1:00→ 5:00 秋間市8先8八2橋4運動公1;;,11-2「中央公民館J趣味のIHJ。

ttO絡1 5377 1'11上
支部 述 ＝伊藤正治 ttOl 88-62-2831 ¥500 

横浜
毎月第 4日l服日午後1:00 •5:00 

合横連3分絡浜04市5。先中：s消区1 －万水65代51正町lR~関·~内3~駅~、95地r－横6下0浜3鉄8市・技伊能勢崎文化長者会館町駅」より徒歩
支部

¥500 同」二

茨奴
毎月第4日開J日 午後1:20→5:00 水戸市村正呑 1-2みと駅好北文j；レッりジ小歩ill会分室。

合述0絡29先－~4清6水60勝2。水戸 口よ 徒 。 ¥300 同上
支部 一 台029-273-1903

長野
毎月第4日1q11日午後1:00→5:00 JJcl.尻0絡2市6先3大門 7番53地 「J品/Ji.i総合文化セ ンター」 第 1会議室。

tt 54 12 
¥500 同I」ニ

支部 述 ＝博回文平1 tt0264 24 3012 

毎月第3日附日午後1:00→5:00
和J連「新R歌絡新宮先山由Z 一日沼h助田f歩セlン5tt番分タ：5ー、号新」工3富4業市役コ所ー隣ナ。- tt0735 23 0005 紀南会 Jli日時については事前に松口に問い合わせる ¥300 向上

こと。 ＝怯口幸之 735- -0384 

南九州
毎月第4日l眼目午後1:00→5:00 鹿0絡児99先.i:~m与次郎 2 3 1「鹿児島市民文化ホーノレ」

tt -57-8111 
¥500 向上

支部 述 ＝曽我部勇人 tt0992 53 2315 

高松
毎月第 3日l服lゴ 午後1:30→4:30

香川県仮出市寿町明JlR：坂o3s出；駅s-57よ2「り坂徒出歩勤10労分福。祉センターJ
ttO申告877-46関－246商3 ¥500 府jヒ

支部 出日時は変更があるため事前に電話。 述先＝ -2698 

伊豆
毎月第 1日I＠日午後1:00-.,1:30 静岡県三島市一番町20－駅5 「三徒7島8歩市32民文分化会館」第3会議室。

ttO絡55先9-7~，；；445十5 三J;i; より 3 。 ¥500 向上
支部 日日時に変更があるため事前に高梨宛電話。 連 ＝ 梨光 tt0558-72-

福山
毎月第 2EIH/11.日に変史 午後1 :00-•4:00 広0絡品84先店~稲~5縮山－3市問9丸？なのつ術内め山1だ駅） 3 Tひ．歩んこ．荘分」

支部
京日時は変更があるため事前に電話。 舎述 か雑ら徒Hリ 3 0 ¥500 向上

tt0847-52 6306 



オーソン肖像写真
1952年竹月20日、ヨフタムスキーが米力リフォ

ル二戸川lのデザー トセンターで会見しだ金星

人を、目撃者の一人フフリス ウエルズ女史ガ

双眼鏡で観察しながら錨い7ごスケッチをもと

にして女流画家ゲイ ベッツガ油給に仕上げ

芝絵画の写真。T0.5cm×17cmC不許復製転

重D

¥1.000 送料￥130

金星のシンボルマーク
中央の眼は万物を見透す宇宙の意識、つまり

人体を生かす生命パっ と叡知をあらわし、

周囲の 41曹の放射状ゾーンは人間のマインド

(I~＼）の発達状態をあらわしていま弓。人間

のマインド（I山 〉 は 眼 ・ 耳 鼻 ー口の四つか

ら形成されるので4居になっているのです。

¥500 送料￥80

L
P
O
浮

｜

1
 

．一3
口

ES  Pカード〈超能力開発用〉
テレパシ 、遠隔透視等の能力開発用として

戸メリ力のデユーフ大学で開発されだ力ード。

5 種類の図形力ードガ~5 校ずつあり、言十25

般のセット。堅牢な厚紙袋。重さ4og、5.7

cm×8.9cm。携帯に便利なポケット用。どこ

でも気軽lこ練習できます。使用説明富伺き。

¥1.500送料￥130 ( 2～ 5 ｛固）￥190

GA  Pキーホルダー
臼本 GAPガデザインして製作し疋オ 1..）ジ

ナル ーキーホルダー。シンボルマフの周囲

を「WITH COSMIC CONSCIOUS-

NESS C宇宙の意識とともに」の金文字か．取

り巻く優雅広デザイン。円形部分は直径3.2

cm。鎖とも全長 9cm。非常に堅牢に出来て

います。

¥1.900 送料130

ブックカヴp ー
主として新戸ダムスキー全集用に作られた力

ヴコフーですガ、同じ大きさの四六判の草野昔な

らどれにも使用できます。表側の中央にシン

ボル マフ と「宇宙の意識とともに」を意味

する英文ガ金色で箔押しされ芝濃紺色の優美

主主デザインです。人造皮革製。

¥1.200 i墨絵1¥190 5校まで￥270

3ニAトン円姐 テレフォンカード
日本GA P特製テレフォン力一 ドの第B弾。

1954年 2月15己、イギリスのラン力シャ州

のコ二ストンで、 当時13歳のスティーヴン

ダ ピシャー少年m最影しだフコダムスキー型

円盤。 詳細は新戸ダムスキー全集第 T巻「第

2惑星からの地球訪問者」 40頁に出ています。

" 
’取払

< r't)J 

’＂o，、p

¥1.500 送料TO絞まで￥80

会員バッジ
金星のシンボルマークガ金色に輝く優雅なデ

ザイン。表面の透明樹脂ガキズを防ぎ、光を

反射してキラキラ輝きます。 男性用は袈の留

め金か· 1~＼t奉ネジ留め式。女性用は安全ピン式。

ご注文の際は、いずれかを明記して下さい。

実物の直径は1.7cm。

¥2.000 送料 4｛固まで130

GA  Pシール
シンボルマ クを「宇宙の意識とともに」の英文ガ取り巻く優雅な

デザインのシ ルです。カバンその他の持ち物に最適。

送総11O校まで￥80

新アダムスキー全集 訳 ・著者久保田八郎の署名原臼入り

中央7フート出版社刊「新ココタムスキー全集」を日本GA Pでも取り扱っています。各議とも扉に久保田八郎の署名と｜奈印を入れてお届け
しま弓。詳細については本誌の広告を参照して下さい。全巻注文のl壌の定価吉Uslはありません。送料は T問31O、 7冊まで￥660、10閉ま
で￥900。ハガキでご注文下されば代金後払いでお届け致します。

「二王コ 工記笛商白のご注文の際は住所氏名昂名｛固獄電話番号をご
I c::千円記入のよ、亜日便振醤か現金書留でご注文下さい。代金後払いも承り
は込 ｜ます。その場合はハガキに土記のとおりにご記入の上お送り下さり。
ゆ1cI筒昂の中に邸便振替用紙を同到しておきますからJ踊当省後、 最
l三三」寄り郵便局からご送金下さい。消't'il.見は鮒関係です。
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日本GAP能力開発カセットテープ
．「宇宙哲学」能力開発テープ￥1500

送料1；本￥190 言十￥1690
日本GAP東京本部開催の月例セミ

ナーで久保田会長ガ97年4月から毎
月行なう「宇宙哲学」解説講義と質

疑応答を録音しだテフ。みすから

宇宙哲学の実践｜こより青年のような
体力と気力を保つ70歳代会長の大い

なる信念と勇気を起こさせる話をぜ
ひお聴き下さい。 宇宙的な覚醒感に

より人間ガ変わり運命も釘転します。

悶 認識主欝t
間 日本GAP吉子二終了後1製作に約10
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日本GA Pビデオ

墾蓄欝君主意襲警話雪宮室誓デ墨量号青香？、
． 東 京本部月例セミナ ー 全 T巻 ¥3000 
〈内容〉久間回全I主の前説泌予定、他、約1印分。
・日本GA P総会 全2巻 各￥3000

i 'i§藷年宣雰思g,i1i\iat，品ナGAP総会在完全l l~iTuR a

・日本GA P海外研修旅行
全 T巻 ￥3000

i官爵年産豆虫色迂孟五台）をまとめた楽しいビデオ0

・米ワシントン市 のコフダムスキー大会に
おける久保田会長の講演〈英語〉。

全 1巻￥3000
〈円望書＞ 199!i年目司自白、久保回全民刀質油で良時間l
m演しノこめずうしいピデ/t0 民文テ キスト惜芭。日本
商 1羽田司文let本 Z則的号 に渇蹴。送料letピデス q本 ￥3900
2羽玄らA」二3耳三号ミて－：：￥7口口。

阿恒1ご注文 明 let問 、0即断、上下各の区別、個融、住 所 氏 名 、 問 問
｜、づ＼ Iをご明記の」二、郵便娠を金でヨラ申し込み下さいバビデオの代金佳品いは不可〉明「162 東 京 音日新宿区宮久… 富 久マン戸ン守口3
ドア巴｜伊東芳和振替 00140-8-138竹 也、03-3351-9526



この素晴5しい事実をあなたに！
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・個別波動転写機

/et;用回忌主君
問
号

・波動転写計測データ
市販ミネラルウォーター（フランス産）に免疫波
動＋21の日本産ミネラルウォーターの波動を転
写した実験。

自立
神経皮膚胃

アレ
ルギー免疫

+2 +8 +10 。+4 転写前

・漉動の世界のパスポート。とれ官、あ恕た1a蜜わる。
物質の個別波動をあ5ゆる物に転写できます。UFOの写真か5

出る波動、クリスタルの波動、能力者の写真の波動、星の写真の波
動、ミネラルウォーターの波動、これ5を左側に置いてあなたのキ
ーホルダーや、手のひ5、化粧晶、ハンカチ、プレスレッ卜等に転
写してみてください。アダムスキー氏の写真（人物、UFO）をあな

たのお気に入りのベンダントに転写し
でも楽しいでしょう。今まで高価であ
った波動転写機の高級最新パージ．ヨン
をリーズナブルな価格でお届け致しま
す。誌上最強のこのチャンスをお見逃
しなく！！

-一
九
九
七
年
四
月
二
五
日
発
行

+21 

－廼jif扇面＆tJ叢~・E・－・E・－

アポロを始めて感じたことは、まず、体

調が良くなり、気分の壮快感が出て来まし

た。自己波動調整か’気に入って毎朝やって

いますが、代謝が活性化し冷え症がなくな

りました。また、波動水を作り飲んでいま

すが、肌がピチピチしてきて化粧品ののり

がよくなるなど、アトピ体質が改善され

てきて、とてもうれしく思います。

+21 +21 +21 +21 転写後．自分自身の波動を整える。
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水晶の波動を自分に転写する。（水晶→左手）

今、アポロをと購入頂いた方にもれなく、
あなたの生活用具を渡動のお守りにする
バイオメテ”ィア・シールドをプレゼント！

朝日の写真の波動を時計に転写する。（太陽→時計）

GAP読者だけの
ブレ包ント ［長野県STさん 26歳l

。月々 4,300円×36回初回のみ2,806円加算）
。一括払い価格124,000円（税別）代引き又は銀行振り込み。 豊

島
区
池
袋

2
・M
M

3

田
村
ビ

ル
5
F

げ
株
式
会
社
ア
イ
カ

干

P

日
本
仙
係

回・名前 ⑪ 
・生年月 日

．住所

・電話

．お支払い方法

アポロを
注文します。
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．お支払い方法は便利な代金引換払いか、下記口座
にお振り込みください。クレジットは自動引き落とし可。

j三和銀行高田馬場支店普通3733990

: （株）アイ力
＇c商品到着後7日以内は返品可能。送料はお客機ご負担で
：お願いします。。ご使用後の返品はご容赦下さい。

TEL0l・・5992・4661
F似03・5992・6461 －－~函悶・
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